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			規格外れの英雄に育てられた、常識外れの魔法剣士⑤

			ｋｔ60

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン　アオキテツヤ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			重力修業とみんなのレベル。

			レインは常識外れだが、ほかの子も大概。

			三魔獣の試練・『炎の不死鳥』。

			vs朱雀レプリカ。

			朱雀の次は。

			白虎登場。

			vs白虎。

			白虎討伐の結果と安定のカレン。

			戦いの合間のいちゃいちゃ。

			イチャイチャの続きと青竜復活。

			vs青竜。

			規格外れの英雄に育てられた、常識外れの魔法剣士。

			レインへの試練とレリクスの覚悟。

			レリクスvs三人の七英雄。

			三魔獣朱雀vs七英雄ジェネラス。

			魔族の王は進化する。

			英雄、死す。

			みんなの戦い。

			ティルト。その過去。

			魔族王ディアギルム。

			ロプトの過去と、復活の魔竜。

			魔竜復活。

			覚醒のレイン。

			魔竜、消滅……？

			消滅の魔竜とマリナの想い。～世界でいちばん大切なこと～

			戦い終わればやっぱりイチャラブ！

			ハーレム＆ハーレム。

			幕間１　王への報告書。

			幕間２　ＹＵＴＯ ～やっぱり(ＹＡＰＰＡＲＩ)ウチの(ＵＴＩＮＯ)父さん(ＴＯＵＳＡＮ)おかしい(ＯＫＡＳＩＩ)～

			幕間３　ジェネラスとネクロ。

			幕明け　新たなる旅立ち。

			魔族領。～四侯爵のモーガン～

			レイン＝カーティス、王になる。

			最終話　繋がる命。

		

	
		
			　

			重力修業とみんなのレベル。

			　

			　何日かがすぎた。

			　オレは二十倍の重力の中で、自称重くないマリナを肩に乗せて腕立て伏せをしたり、自称重くないマリナに背中にまたがってもらってスクワットをしていた。

			　色々あって修業の必要を感じたオレたちは、高重力の空間で修業をしているのである。

			「………おもくない？」

			「重くないよ（腕立て伏せ）」

			「………おもくない？」

			「重くないよ（スクワット）」

			「おもくないなら、どうして乗せるの………？」

			「マリナのことが好きだからさ」

			　ウソである。

			　本当は重い。

			　重いから乗ってもらっている。

			「ウソでも、んうっ………！」

			　マリナはオレにぎゅうっと抱きつき、頬ずりしてきた。

			　かわいい。

			「重くないかどうかで言えば、わたしも中々のものだぞ！　少年！」

			　リリーナが言った。

			　色々あってロリ化しているリリーナは、ロリ化しているので小さい。

			「確かに軽いよね」

			　オレはリリーナを、高い高いした。

			「おっおっ、重くないとは言ったが、子どもあつかいはやめろぉ！

			　わたしはキミより年上なのだぞっ?!」

			　リリーナは暴れた。年増あつかいは嫌がるリリーナであるが、子どもあつかいも嫌がる。しかしこれで二八〇歳なあたり、色々とひどい。

			　まぁいいか。

			　オレはリリーナをおろし、マリナとの訓練を再開した。

			　そうこうしているうちに、立てる子もでてきた。

			「んっ……。くっ……！」

			　黒髪で猫耳のメイドさんであるリン。身体能力が一番高いだけあって中々だった。

			「なかなかやるぜなね……！」

			「あなたこそ、まぁまぁですね……！」

			　セーラー服を着ている、ぜなっ子のカレンが対抗する。

			　リンとカレンは、互いをライバル視している。ことあるごとに対抗している。

			「ご主人さま……！」

			「レイン……！」

			　幼い猫耳少女のミリリとボクっ子のミーユも、立てるようになってきた。

			「うんうん」

			　うなずいたオレは、右手に小さな魔力を込めた。

			　ミリリの胸をトンと押す。

			「はにゃああぁんっ！！！」

			　ミリリは吹っ飛び、転がってしまった。

			　ミーユが叫ぶ。

			「いっいっ、いじわるすんなよっ！」

			「ミリリとミーユは魔法使いでもあるんだから、筋力で無理に逆らうんじゃダメかと思って」

			　この空間にいるオレたちには、二十倍の重力がかかってる。

			　しかしその『二十倍』は、星の重力などではない。魔法の力だ。

			　なのでかかっている魔法をいなす方法を覚えれば、重さを軽くできるのだ。

			「ご主人さま……！」

			　ミリリもわかっているらしい。立ちあがると言った。

			「もういちど、おねがいします……にゃあぁ……！」

			「よし」

			　オレは近づき、小さな魔力の玉を放った。

			「はにゃっ……あぁんっ！」

			　魔力の球を受け止めたミリリは、体を鋭く回転させた。

			　魔力の流れに逆らわずいなし、回転の反動でオレに回し蹴りをする。

			「いいぞっ！」

			「はにゃっ、にゃっ、にゃあぁんっ！」

			　流れのままに、パンチ、キックと入れてくる。ミリリの武器はトンファーなので、トンファーの攻撃もあった。

			　重力を感じさせない連撃であるが――。

			「足元がおるすだな」

			「はにゃにゃあぁんっ！」

			　足払いでコケた。

			「大丈夫か？」

			「まだまだ体は重いですが、三倍か四倍の重さです……にゃあ」

			「よしよし」

			　オレはミリリの頭を撫でる。

			「で、では、ご主人さま……」

			「なんだ？」

			「早いところではありますが、ミリリはガマンの限界ですにゃ……」

			　かわいいミリリは、太ももをもじもじとこすらせた。

			「『ごほうび』がほしいんだな？」

			「にゃあぁん……♥」

			　つまりイチャラブである。

			　訓練の途中にも『前借り』という形でヤッたが、ちゃんと動けるようになったらそれはそれとしてする――という約束はしていた。

			　浅く抱きしめキスをして、左手で腰を押さえつつ、右手でやわらかなお尻をさわる。

			　円を描くようにやさしくさわり撫でてから、しっとりと揉みほぐす。

			「あっ」

			「どうしたのですにゃ……？」

			「オレのツメが伸びてるなーって」

			　女の子の体とは、やわらかくて壊れやすい。触れる際には、ちゃんとケアする必要がある。

			　どうしようかと思っていると、マリナが氷のツメ切りを出した。

			「氷魔法で作ったのか」

			「うん。」

			「気がきくなぁ」

			「次は………わたしの番だから………♪」

			　マリナはオレの背中にくっつく。とても大きなおっぱいが、オレの背中で、むにゅうぅ……と潰れた。

			「胸が当たってるのは……？」

			「わざと………♥」

			　マリナは基本、えっちぃ子である。

			　オレの息子も元気になった。

			　ミリリを抱きしめている関係で、硬くなったものがミリリの太ももに当たる。

			「はにゃあぁん……♥♥」

			　ミリリはかわいく頬を染め、もじもじと動いた。

			　ツメを切ったオレは、氷のヤスリでやさしく磨いた。

			　自分の首筋を引っかいて、痛くないことを確認する。

			　毎度やっていることだけど、大切なことである。

			　ミリリに再びキスをして、仰向けに寝かせる。

			　ほっぺたや首筋にキスをしながら、服を脱がした。乳首をチュッ……とやさしく吸って、右手をパンツの中へと入れる。

			「ぐっちょりだな」

			「言わないでほしいです……にゃあぁん」

			　ミリリは自身の人差し指を、唇で噛んで恥じらった。

			　かわいい。

			　グチュッと挿れて、ミリリの奥をやさしく突いた。

			　ぐちゅっ、ぐちゅっ、ぐちゅっ、ぐちゅっ。

			「はにゃっ♥　きにゃっ♥　くにゃっ♥　ふにゃあぁんっ♥♥♥」

			　ミリリはオレが動くたび、顔をとろけさせていく。

			　ミーユも入れて、四人での行為が終わる。

			　服を着たオレは言った。

			「それじゃあスケイルに頼んで、次の段階にいくとしようか」

			「うん………♪」

			「ああ……」

			「はいです……にゃあ」

			　エロいことをした直後なせいか、三人ともとろけていた。

			　今回の修業で、ミリリたちのレベルはこうなった。
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			　みんなかなり成長している。

			　特にミリリは、ステータスだとリンを超えてる。

			　ミーユも魔法使いとしての才能を開花させてる。

			　まぁオレはこれだけど。

			　

			　レベル　１１２４０

			　ＨＰ　　１１２４００／１１２４００

			　ＭＰ　　９２０００／９２０００

			　筋力　　１０１０００

			　耐久　　１０２０００

			　敏(びん)捷(しよう)　　１０２２５０

			　魔力　　１０００００

			　

			　リリーナも、ロリモードでこうだけど。

			　

			　レベル　７２００

			　ＨＰ　　２９０００／２９０００

			　ＭＰ　　１４４０００／１４４０００

			　筋力　　２１６００

			　耐久　　２００００

			　敏(びん)捷(しよう)　　２２０００

			　魔力　　１８００００

			　

			　さらに父さんは、以前に見たのでこれだけど。

			　

			　レベル　４８２００

			　ＨＰ　　５３００００／５３００００

			　ＭＰ　　３９７５００／３９７５００

			　筋力　　４６３８００

			　耐久　　４３０６００

			　敏(びん)捷(しよう)　　４５０５００

			　魔力　　４５７２００

			　

			　本当に、色々とおかしいよ！

			　魔法使いのリリーナですら、ロリ化しているとはいえＭＰ14万で魔力18万。

			　なのにどうして父さんは、ＭＰも魔力も40万なの?!

		

	
		
			　

			レインは常識外れだが、ほかの子も大概。

			　

			　みんなの修業が一段落ついたので、オレは一度部屋をでた。

			　この修業場を管理している竜人幼女の――スケイルが言う。

			「かなり鍛えあげられたようじゃな」

			「あまり実感は湧きませんが」

			「いや、まぁ、おヌシはそうじゃろう」

			「次はどうすればいいですか？」

			「わっちが飲ませた宝玉を、外にだす修業じゃ」

			「外にだす修業？」

			「まぁ、見ておれ」

			　スケイルは宝玉をだした。こくりと飲み込む。

			　宝玉が溶けた関係か、全身がぼんやりと光る。

			　スケイルは自然体で立ったまま、静かに目を閉じる。

			「むうぅ……」

			　光が右手に集まった。

			「という感じじゃ」

			　右手を開くと、そこには先刻の宝玉があった。

			「これをマスターすると、体の中に入り込んだ悪い魔法を、体外に放出することができる」

			「体内に溶け込んで全身に染み渡った宝玉の流れを感じ取り、一ヵ所に集める感じですか？」

			「見ただけで原理を見抜くとは、すさまじい才能じゃのぅ……」

			　スケイルは驚(きよう)愕(がく)した。

			　試しにやってみよう。

			　オレは目を閉じる。

			「ついでに言うと、この修業で先の空間を使うのは難しい。時の流れを改変するあの空間の干渉で、宝玉の存在を感じにくくなるからじゃ。外でじっくり、一週間はかける必要が――」

			　スケイルは色々と言っていたが――。

			「できました」

			「なにいぃ？！？！？！」

			　驚(きよう)愕(がく)しているスケイルに、オレは宝玉を見せた。

			「これは確かに、わっちが飲ませた宝玉じゃ……。いったいどうして、こんなスピードで……？」

			「スケイルさんがやっていたので、マネをしてみたらできました」

			「わけがわからんっ！　規格外れにもほどがあるじゃろっ?!」

			「さすがだな少年。わたしですら五分はかかったところを、たった五秒で済ますとは」

			　リリーナが言った。

			「もっとも普通は一週間かかるところを五分で済ませたわたしも、すごい部類ではあるのだがな？　な？」

			　リリーナは、ほめてほしそうにそわそわとした。

			　安定のリリーナである。

			　オレはよしよしと撫でた。

			「フフフ……」

			　撫でられるリリーナさん二八〇歳は、どう見ても幼女でかわいかった。

			「レイン。」

			「どうした？　マリナ」

			「わたしも、十五分でやる。」

			「そうか」

			（………。）

			　マリナは無言でオレを見つめる。

			　続きの言葉はなかったが、言いたいことは理解できた。

			「うまくいったら、マリナの頭もなでなでな」

			「うん。」

			「わっちの宝玉を取りだす技術は、そう簡単に習得できるものではないのじゃが……」

			　しかし五分後。

			「できた。」

			「なにいぃ――――――――――――？！？！？！」

			　スケイルは、目を白黒とさせた。

			「これは確かに、わっちの宝玉……。

			　レインといいおヌシといい、すさまじい才能じゃのぅ……」

			「レインのおかげ。レインが頭なでなでしてくれるから、わたしはできた。」

			「それは関係ないじゃろぅ?!」

			　それはもっともな意見であった。

			　しかしマリナはくり返す。

			「レインのおかげ。」

			　マリナの中では、そういう話であるらしかった。

			　オレは約束した通り、マリナの頭をなでてやる。

			「ん………♪」

			　マリナはとってもご機嫌だった。

			「はにゃにゃにゃにゃ……」

			「んんんん……！」

			　ミリリとミーユのオレ大好き勢が、がんばり始めた。

			「ミーユ様ががんばるのでしたら、手を抜くわけにはいきませんね……」

			「リンに負けるのは悔しいぜな……！」

			　リンは普通にがんばるし、カレンも対抗してがんばった。

			　その結果――。

			　わずか一時間で、ミリリとミーユは同時に叫んだ。

			「できましたにゃ！」

			「ボクもできた！」

			　ふたりは確かに、宝玉をだしていた。

			「これは確かに……。わっちの宝玉で間違いないのぅ……」

			「最初は難しかったですが、ご主人さまのお手本があったのでなんとかなりましたにゃ！　ご主人さまのおかげですにゃ！」

			「それも違うと思うのじゃが……」

			「はにゃあぁ～～～んっ、ご主人さまあぁ～～～～～♥♥♥」

			　ミリリはオレに抱きつくと、すりすりべたべた頬ずりしてきた。

			　かわいい。

			「わたくしもできました。カレンより先に」

			「アタシもアタシもできたぜなっ！　リンより先に！」

			「わたくしのほうが早かったですよ」

			「アタシだぜなっ！」

			「わたくしです」

			「アッアッ、アタシだぜなあぁ……」

			　ふたりは向かい合って言い合った。

			　ただでさえ身長差があるというのに、カレンの特性『強い者には弱い』のせいで、大人と子どもぐらいの差に見える。

			　リンはそこまで脅していないと思うのだけれど、カレンが勝手に威圧されてる。
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			　その時だった。

			　カレンはリンの宝玉を奪い飲み込む。

			「これでリンが先にやったという証拠はなくなったぜなー！

			　だからアタシの勝ちだぜなー！」

			「なんと卑劣な……！」

			「だからアタシの勝ちだぜなー！　アタシのアタシの勝ちだぜなぁー！」

			　オレは尋ねる。

			「それで勝ってうれしいのか……？」

			「うれしいぜなっ！」

			　即答だった。

			「だからレインは、アタシの頭をよしよし撫でたり、おいしいごはんを食べさせてくれたりしてもいいと思うぜなっ！」

			　カレンはついっと頭をだした。

			「それは別に、勝ってなくてもしてあげるけど」

			　オレはカレンの頭を撫でた。

			「ふへへだぜなー♪」

			「…………」

			　八重歯を見せて撫でられるカレンがかわいければ、カレンの隣でさりげなく待ってるミーユもかわいかった。

			「そんなことより、そろって一時間でやれてしまうのが信じられんのじゃが……」

			　後ろでスケイルは驚(きよう)愕(がく)していたが、そんなことよりみんなのかわいさが大切だった。

		

	
		
			　

			三魔獣の試練・『炎の不死鳥』。

			　

			「想像よりも早く終わったようじゃな……」

			「はい」

			「それでは次の訓練の話をしてやろう」

			　竜人幼女のスケイルは、赤い宝玉を取りだした。

			「この宝玉を持って、赤い扉をくぐれ。

			　そして先にいるであろう男か女に、『竜人の長より伝える。封印を解きにきた』と言うのじゃ」

			「それだけですか？」

			「細かいことは、先にいる者が知っておる」

			「わかりました」

			　オレは宝玉を受け取った。

			　赤い扉を開く。

			　真っ黒な、異次元めいた空間が広がっていた。

			　まぁしかし、臆していても仕方ない。

			　オレは空間の中に踏み込む。

			　ぐにゃあぁ…………と空間がゆがむ。

			　しばし気持ち悪い時間をすごす。

			　不意に体が地面に落ちる。ドサリと落下。

			「ここは……？」

			　と思う間もなく上から気配。

			　視線をやると、マリナの膝に太もも、そしてコカ――。

			「んんっ！」

			　マリナが落下してきた結果、顔面騎乗を受けてしまった。

			　いつも感じる甘い匂いが、ダイレクトに伝わってくる。

			「あんっ………！」

			　マリナはマリナで、敏感に感じてあえいだ。

			　だが待ってほしい。

			　マリナが落ちてきたということは――。

			「はにゃあぁんっ！」

			「うわああっ！」

			「ぜなあぁ！！！」

			　ミリリとミーユにカレンの声が、どさどさどさっと落ちてきた。

			　みんなの股間やおっぱいが、オレの膝やおなかや指の先に当たる。

			「もももも、申し訳ありませんですにゃあ！」

			「ごごごご、ごめんっ！」

			　ミリリとミーユが慌てておりると、マリナは名残惜しそうにおりた。

			　カレンは一切謝らなかった。

			「今日は天気がいいぜなぁ……」

			　というかむしろ、オレの上に落ちたことを誤魔化していた。

			「リリーナは落ちなかったんだね」

			「浮遊感を感じたのでな。風魔法で浮いたのだ」

			　さすがであった。

			「しかし素直に落下しておけば、どさくさに紛れて触れ合うことができたわけか……！」

			　さすがであった。

			　そしてしばらく遅れてから、リンがスタンと地面におりる。

			「遅かったな」

			「レインさまたちがお戻りになられないので、危険なところかと警戒しておりました」

			「そうなんだ」

			「しかしスケイルさまに、臀部を蹴り飛ばされてしまい……痛いです」

			　リンはしかめ面をしていた。

			「それよりここはどこですか？」

			「どこだろうな」

			　オレはあたりを見回した。

			　一言で言えば『書斎』だ。

			　単純に本棚が広がっている。部屋はそこそこ新しい感じで、地面にも赤いジュウタンが敷かれている。

			　値段は高そうである。

			　そしてこれまた高そうな椅子と机が、一式あった。

			　完全に『書斎』だ。

			　ミーユがぽつりと声をだす。

			「ここって……」

			　その時だった。

			　書斎の主と思わしき男が、ドアをあけて入ってきた。

			　リチャードだった。

			　ミーユの実家の現当主。

			　性格的にも能力的にもクズだったミーユの実父と異なって、性格も能力もまともな人だ。

			　オレはスケイルからもらった赤い宝玉を見せると、言うように言われていた言葉を言った。

			「竜人の長より伝える。封印を解きにきた」

			「確かにキミたちであれば、資格は充分だろうな……。きたまえ」

			　リチャードは、本棚の本を引き抜いた。

			　魔力で右手をぼんやり光らせ、本を戻す。

			「この本は、グリフィンベール家の人間の魔力に反応するようにできているのだ」

			　グオゴゴゴ。

			　魔力を受け取った本棚が、地面へと沈み込む。

			　そして現れる隠し通路。

			　十メートルほど先に進むと、六芒星の魔法陣もあった。

			　くすんだ色をしていたが、リチャードが右手をかざすと光り輝く。

			「この魔法陣もまた、グリフィンベール家の人間の魔力で起動するようできている」

			　リチャードは、魔法陣の中に入った。転移の魔法陣だったらしい。リチャードの姿が消える。

			「かなり厳重だな」

			　オレはリチャードに続いた。

			　体が浮遊感に包まれて、違う空間にワープする。

			　熱かった。

			　全身が、ふつふつとした熱気に包まれる。

			　ワープした先は、火山であった。

			　煮えたぎったマグマの中に、幅広い円柱がある。

			　その円柱は走り回れるほどに広く、オレたちはその上にいる。

			　円柱の中央には、灰色の台座があった。朱雀ともフェニックスとも言えそうな、鳥の絵柄が描かれている。

			「アルバード歴七九〇年――つまり今から五一〇年前に起きた人魔大戦は、空から降ってきた『石』がきっかけで起きたことは知っているね？」

			　なにそれ。

			　知らない。

			　初耳すぎる。

			　みんなもたぶんそうだよね？　なんて風に思っていたら――。

			「はい」

			「うむ」

			「承知してます」

			「同じく、はいです……にゃあ」

			「知ってるぜなっ！」

			　マリナ以外は全員知ってた。

			　ミーユやリリーナに、教育を受けてたリンやミリリはもちろん、つい最近まで盗賊やってたカレンまで知ってた。

			「おそろい………♪」

			　しかしマリナはうれしげに、オレの腕に腕を絡ます。

			「『石』は世界各地に降り注ぎ、世界各地の生き物に影響を与えた。

			　小石ほどの『石』のカケラを食べたリスは、クマを食い殺すほどの力と狂気を手に入れた。

			　火山に落ちた『石』をついばんだ鳥は、『炎の不死鳥』と呼ばれる存在になった。

			　海に落ちた『石』をその身に受けた海蛇は、リヴァイアサンへと進化した。

			『石』を宿すモンスターを捕食し続けた虎は、すべてを腐敗させる『災厄の白(しろ)虎(とら)』へと進化した。

			　ここに封印されているのは、その三魔獣の一体――『炎の不死鳥』。

			　人魔大戦において、十の都市と百の騎士団を焼き尽くしたと言われている」

			「すさまじいですね」

			「まぁ厳密に言えば、ここにいるのは軍事に使うために作られた『レプリカ』だがな」

			　リチャードの説明を聞いたリリーナが言う。

			「しかし封印されている魔力からして相当なものだな。レプリカとは思えん」

			「作ったはいいが暴走し、研究施設があった都市――サフィルフィーアとそこにいた二十八万人をマグマの底に沈めてしまったらしいからな」

			「サフィルフィーアは、火山で沈んだのではなかったのか？」

			「公式の記録では、そういう『設定』になっているな」

			「聞けば聞くほど、すさまじいな」

			「我ら三公が存在している理由もそれだ。

			　このレプリカたちの封印を維持し続けるため、力を持ち続けていなくてはならん」

			「ボクも初耳なんですけど……」

			「この事実は、当主と準当主しか知らんからな」

			「そんなもの蘇(よみがえ)らせて、大丈夫ぜな……？」

			「それを判断するのがスケイル公だ。

			　スケイル公が『勝てる』と判断しなければ、『封印を解除するための赤い宝玉』も渡されることはない」

			　オレは信頼されているようだった。

			「本当に大丈夫ぜな?!

			　アタシはあのスケイルって、あんまり信用していないぜな！

			　だからとっても怖いぜなぁ！」

			「竜人の里の長であるスケイル公は、超一流の人材だ。

			　レインくんの今の力か、秘められた能力を持ってすれば、勝てる相手と踏んでいることは間違いない」

			「ぜなあぁ……」

			　カレンはぷるぷると震え、瞳をうるうるとうるませた。

			　もはやいつものカレンだが、気がほぐれるのも確か。

			　オレはリチャードに言った。

			「よろしくお願いします」

		

	
		
			　

			vs朱雀レプリカ。

			　

			「では解放するとしようか。レインくん。台座の上に宝玉を」

			「はい」

			　オレは赤い宝玉を、台座の上においた。

			　リチャードが自身の親指を切って、鮮血を垂らした。

			　宝玉が光り輝く。

			「――くるぞ！」

			　まばゆい輝きが放たれた。オレの視界が、一瞬吹き飛ぶ。

			　マリナたちが消えていた。

			　あたりを見回す。

			「………？」

			「ええっと……。なに、これ」

			　マリナたちは、少し離れたところに浮かんでいた。

			　バリアーのような球体に包まれている。

			　リチャードが言った。

			「『不死鳥の試練』では、『その場にいるもっとも強い者』が代表として選定される。

			　代表の者が負けた場合は我々観測者の魔力で再封印され、我々は元いた空間に戻る」

			「戦うのがオレひとりなら、死ぬのもオレひとりってことですか」

			「そういうことだ」

			　それはある意味、気楽でいい。

			「ＫＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ！！！」

			　目の前の朱雀が、咆哮をあげた。

			　翼を広げる。

			　翼を広げた朱雀は、トラックをふたつ並べたぐらいの大きさがあった。

			　そして広がった翼から、小さな羽が飛んでくる！

			「ファイアーボルト！」

			　魔法でいくつかを迎撃しつつ、横っ飛びで回避する。

			　明後日の方向に飛んだ羽が、地面に刺さった。

			　その直後。

			　

			　ドゴオォンッ！！！

			　

			　羽の刺さったその位置に、火山のような火柱が立った。

			　しかも火柱の立った地面は、マグマと化してしまってる。

			「マジかよ」

			　レプリカだとは思えない、すさまじい火炎力だ。

			「これでレプリカって、オリジナルはどんな化け物だったんだ……」

			「ＫｕＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ！！！」

			　朱雀はバサバサ羽ばたくと、オレに向かって滑空してきた！

			　ド迫力のハイチャージ。

			　オレは右手に力を集める。

			（流れてくる滝に水を当て、軌道を変化させるイメージで――）

			「フレイムキャノン！」

			　炎は、朱雀の横っ面に当たった。軌道がわずかに変化して、直撃は回避する。

			　しかしながらその余波で、オレの右手がチリッと焦げた。

			　朱雀は地面を焼きながら、宙を進んだ。

			　十メートルほど上空で、旋回を続ける。

			　紅い羽が落ちてきた。

			　触れた地面を一瞬でマグマへと変える羽が、雪のようにひらひらと。

			（普通に回避することは不可能。なら――）

			　オレは意識を集中させた。自身の周囲に、ピンポン玉ぐらいの大きさをした火の玉を浮かべる。

			「ファイアーボールからの――フレイムランス！」

			　浮かべた火の玉を槍に変え、紅い羽にぶつけていく。

			　羽たちは、空中で燃えあがる。

			　しかし炎の熱気がすごい。吸い込んだ息で、ノドが焼けそうになる。

			「ハアッ！」

			　オレはその場で剣を振る。剣で風を起こし、散らばる炎を吹き飛ばす。

			　さらにそのまま回転し、宙に向かって剣を振る！

			　ズバアッ！

			　オレが飛ばした真空の斬撃は、朱雀の羽を半分えぐった。

			「Ｋｕｅｅｅｅｅｅｅｅ！」

			　朱雀が悲鳴のような雄叫びをあげて――。

			　

			　突っ込んでくる！

			　

			「ファイアーボルト！」

			　牽制の魔法で目くらましをしつつ、雷で分身を作った。

			　本体のオレはバックステップを踏んで、朱雀のチャージを回避する。

			　十字切り。

			　朱雀の羽と肉をえぐった。

			　後ろに下がりながらだったから、ダメージはゆるい。

			　しかしこのペースでいけば、そのうち――。

			　と、思っていたら。

			　

			「治ってる……?!」

			　

			　切り裂いたはずの翼が、元の通りに再生していた。

			「ＫＵＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ！！！！！」

			　一際甲高い声。

			　朱雀の口に、紅い魔力が収束していく。

			　これ。

			　ヤバ。

			　思った直後、閃光が放たれる。

			　回避は不可能。

			　とても速い。

			　一瞬で察した本能が、走馬灯を浮かばせる。過去の戦いの記憶から、回避の糸口を模索する。

			　炎の剣で切るのは不可能。

			　雷の剣も無理。

			　雷の分身を作っても、盾にしている余裕はない。

			　それでもオレは、危機感などは感じなかった。

			　この攻撃は、なんとかなるような気がしたのだ。

			　そして――スパアァンッ！

			　

			　オレは朱雀が吐いた閃光を、真っ二つに切り裂いていた。

			　

			　手に持つ剣は、白く輝いている。

			「Ｋｕｅｅｅ?!」

			　驚く朱雀に、真正面から突っ込んでいく。

			　朱雀がバサりと羽ばたいた。紅い羽が飛んでいく。

			　オレは右手を前にだす。

			「封ッ！」

			　半透明の白い壁が、朱雀の羽を遮断した。

			　先ほど閃光を遮断した剣を逆袈裟に振る。

			「ＫｕＥｅｅｅｅｅＥＥｅｅｅＥＥＥｅｅｅｅｅｅ！！！」

			　朱雀が苦悶の悲鳴をあげた。その傷口は再生しない。オレは朱雀の背後に回った。

			　剣を振る。

			　シュパンッ！

			　小気味よい音が響き、朱雀の首が吹き飛んだ。

			　それもやっぱり、再生しない。

			「……いい感じだな」

			　オレが使ったのは、『封印剣』。

			　かつてこの世界に存在していた四勇者のひとり、クリストフが使用していた封印術の応用だ。

			　実際に食らった経験と、クリストフからもらった腕輪で封印術を使用した経験が生きた。

		

	
		
			　

			朱雀の次は。

			　

			「Ｋｕｅッ、Ｋｕｅッ、ＫＵＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ！！！」

			　首をハネ飛ばされた朱雀が、断末魔の雄叫びをあげた。

			　紅い粒となって消滅していく。

			　その粒は宙を舞い、オレやマリナたちに降り注いだ。

			（体が、熱い？）

			　朱雀の力、炎の力が体内に溜まっていくのがわかった。

			　遠くでリチャードがぼやく。

			「レプリカとはいえ三魔獣の一体を、こうも容易く倒してしまうとは……」

			「それがレイン。世界で二番目に強くて、宇宙で一番カッコいい。」

			「二番目？」

			「一番はレリクス。わたしとレインのお義父さん。」

			　マリナもなんだかんだ言って、父さんのことは尊敬していた。

			「よき父に育てられたようだな――と、そろそろ時間か。

			　私は屋敷に戻るだろうが、キミたちはスケイル公のところへ戻ると思う。

			　よろしく言っておいてくれ」

			　そしてオレたちはワープする。

			　竜人幼女のスケイルがいる、神殿の内部に帰還していた。

			「レプリカ朱雀は倒したようじゃの」

			「強敵でしたが、なんとかなりました」

			「しかしわっちの予想よりも早く、ダメージも少ないのぅ」

			「封印術に目覚めたので、その影響だと思います」

			「封印術じゃとっ?!」

			「知ってるんですか？」

			「わっちの竜生の中でも、たったひとりの使い手しか知らんぞ?!」

			「その人って、クリストフって名前でしたか？」

			「そうじゃ！　四勇者のクリストフじゃ！」

			「その人の幽霊と戦いましてね。その影響でなんか覚えたんですよ」

			「『なんか』で覚えられるようなスキルではないはずなのじゃが……」

			「でも覚えましたんで」

			「常識外れじゃのぅ」

			「それがレイン。世界で二番目に強くて、宇宙で一番カッコいい。」

			　マリナがさっきと同じことを言った。

			「まぁ、よい。そのダメージならこの灰色の宝玉を持って、次の三公のところへとゆけ」

			「はい」

			　オレは宝玉を受け取ると、灰色の扉をあけた。

			　例によって異次元に入り、見知らぬ空間に着地する。

			「さっきと同じ感じなら、マリナが落ちてくるのかな？」

			　腕を構えた。

			「きゃっ。」

			　とかわいい声がして、オレのマリナが落ちてくる。

			　オレはしっかり抱きとめた。いわゆるひとつの、お姫さま抱っこだ。

			（………。）

			　マリナはぽうっと頬を染め――。

			「んっ………。」

			　と唇を差しだしてきた。

			　マリナらしいと言えばらしいけど……。

			「ミリリとかも、落ちてくると思うから」

			　オレはマリナを速やかにおろし、順番に落ちてきたミリリたちをキャッチしていった。

			　全員無事にキャッチしてから、あたりを見回す。

			「おどろおどろしいな」

			　ここは拷問部屋だった。

			　血塗られた剣や斧が壁に飾られ、血で錆(さ)びたトゲの椅子や、アイアンメイデンなどもある。

			「うぅ……」

			　ミーユが青い顔をして、口元を押さえた。

			「………。」

			　一方のマリナは、冷静だった。

			　至って冷静な仕草で壁にかけられている血塗られた剣に触れる。

			「………フェイク。」

			「えっ？」

			「剣も斧も、ついている血は偽物。椅子やメイデンの血も偽物。」

			「そうなんだ……」

			「うん。」

			　なんでわかるんだろう。

			　そんな風には思ったが、あえて聞かないことにした。

			　女の子には、色々あるのだ。

			「けど偽物だったら、なんでそんな回りくどいことを」

			「カモフラージュですよ」

			　メガネをかけた、優男が現れた。

			「私は三公のひとり、ベルモン＝ウラディミールです。ベルモンとお呼びください」

			　オレはミーユをチラと見た。

			　ミーユはコクりとうなずいた。

			　本物――ということでよさそうだ。

			「この部屋は、私の書斎と繋がっておりましてね。魔力を持つ者が入ったら、わかるようになっているのです」

			「悪趣味な理由は？」

			「ですから、カモフラージュです」

			　フフッと笑ったベルモンは、拷問室の中に入ってきた。アイアンメイデンに手を触れる。

			　なにもないように見えていた空間が灰色に輝いて、六芒星の魔法陣を浮かびあがらせた。

			「私たちが管理している封印の間には、このメイデンに入ったあとにフタを閉じれば行くことができます」

			「封印の間って言うよりは、天国に行きそうなシステムに見えるんだけど……」

			「誰かが偶然行ってしまうことがないように、万全を期した結果です」

			　嫌すぎる正論であった。

			　ドン引きしてると、リンがカレンの肩を叩いた。

			　とても穏やかな笑みで言う。

			「あなたは、レインさまの一番奴(ど)隷(れい)でございましたね」

			「ぜなあぁ？！？！」

			「一番奴(ど)隷(れい)とは――こういう時に進むものでございます」

			「ひとつ間違えるだけで、アタシはアタシは死んじゃうぜなよっ?!」

			「大丈夫です（にっこり）」

			「根拠はなんだぜなっ?!」

			「大丈夫です（にっこり）」

			　リンはカレンをグイと押す。

			「ぜなあぁ―――――――――――――！！！」

			　とても可哀想なカレンは、噴水のような涙を流した。

			　一対一の決闘では互角の戦いをくり広げたふたりだが、カレンは卑怯な手を使いまくった。

			　シンプルな力比べでは、リンのほうが圧倒的に強い。

			「大丈夫だよ、リン。そんな風にしなくても」

			「ですが魔法陣がうまく作動しないと……」

			「オレの場合、針なら普通に溶かせるし」

			　オレは針をツンッと押した。

			　普通のボタンが引っ込むかのように、メイデンの針は溶けてへこんだ。

			「ね？」

			「とても爽やかな顔で、すさまじく常識外れなことをなさりますね……」

			「ぜなあぁ！！！」

			　リンが呆れたその一瞬で、カレンは拘束を抜けだした。

			　しかしカレンはアホの子だ。

			　逃げたその勢いで、自らメイデンに飛び込んでしまう。

			「ぜなっ?!」

			　メイデンのフタが自動で閉まる。

			　トラバサミのような高速で、カレンは逃げるヒマがなかった。

			「ぜなあぁ――――――――――――――――――！！！」

			　断末魔めいた可哀想な悲鳴がコダマする。

			　バタァンッ！

			　フタはしまった。

			　カレンの運命やいかに……！

		

	
		
			　

			白虎登場。

			　

			「カレン！」

			　閉じたアイアンメイデンのフタを、オレは開いた。

			　中には誰もいなかった。

			「本当に転移したのか……？」

			「入ってみれば、わかるかと思いますが？」

			　ベルモンはにこやかに笑うと、赤い血の入った小ビンをオレに渡した。

			「これは……？」

			「私の血が入った小ビンです。レプリカ白虎復活のためには台座に血を捧げる必要がありますが……巻き込まれたくありませんので」

			　リチャードと異なって、腹黒い性格をしていた。

			「まぁこの人は、昔からこうだから……」

			　親交のありそうなミーユは、ため息をついてつぶやいた。

			「とにかくカレンが入った以上、黙っているわけにはいかないか」

			　オレはアイアンメイデンの中に入った。

			　トゲのついたフタが、猛烈な勢いで迫るっ!!

			「怖ッ！」

			　叫ぶと同時にフタはしまった。

			　視界が一瞬、暗転し――ワープする。

			「レイン～～～～～～～～～～～～～～～～～～」

			　ワープした直後、カレンがオレに抱きついた。

			「こわかったぜなぁ～。さびしかったぜなぁ～～～。

			　不安で仕方なかったぜなあぁ～～～～～。

			　ぜなあぁ～～～～～～～～～～～～～～～～」

			「よしよし」

			　オレはカレンを抱きしめて、頭を軽く撫でてやった。

			　抱きしめたまま、あたりを見回す。

			「しかしここはどういう場所だ？

			　灰色のくぼんだ台地に、うっすらかかった白い霧。

			　仙人が住んでいそうな山の中って感じだが……」

			「仙人はともかく、山の中ってのは間違いなさそうな感じだぜな……」

			　その時だった。

			　マリナが横から抱きついてくる。

			「んッ………！」

			「どうした？」

			「最近あなたと、離れ離れになることが増えてさびしい。だからいっしょにいられる時は、

			　もっといっぱい、イチャイチャしたい。」

			　マリナの時間の話をすると、『離れ離れ』とはオレがワープしてからマリナもやってくるまでの十数秒で、『もっといっぱい』は、みんなと合流するまでの数分とない時間だ。

			　しかしマリナはマリナなので、十数秒の『離れ離れ』でも死ぬほどさびしがるし、数分のイチャイチャでも最高に喜ぶ。

			　かわいい。

			　ギューっと抱きしめ頭をなでなで愛でながら、ほかのみんながやってくるのを待った。

			　みんなが揃う。

			　オレは台座の上に宝玉を乗せ、先ほどもらった小ビンをあけた。ベルモンの血を流す。

			　静寂。

			　そして振動。

			　宝石が、一際まばゆい輝きを放つ。

			「クッ……！」

			　オレはたまらず目を閉じた。耐えること十数秒。

			　光が収まったので目をあける。

			「グルルルルルルル……」

			　オレの前には、巨大な白虎。トラックぐらいの大きさだ。

			「ガアアアアアアアアアッ！！！」

			　咆哮が大気をゆらす。すさまじいプレッシャーが物理的な圧力を持って飛んでくる。

			「んっ………。」

			「クッ……」

			「ぜなあぁ……！」

			「はにゃっ……！」

			　オレはもちろんマリナやリリーナも、そのプレッシャーに突風を受けたかのような対応を見せた。

			　さらに次の瞬間。

			　ボシュンッ！　ボシュンッ！　ボシュンッッ！！！

			　カレンやミーユ、ミリリやリンが白い玉に変わってしまった。

			　白虎の声らしき声が、頭の中に響く。

			〈余と戦う資格を持つのは……三人か〉

			　どうやら白虎の能力で、ミリリたちは玉にされてしまったらしい。

			　残されたのは、オレとマリナとリリーナだ。

			〈ちなみに前提として言っておくが……。

			　弱きものを宝玉にする力は、余が持つ中でもっとも小さき力であるぞ……？〉

			　手強そうな相手だな。

			　オレは剣を構えた。

		

	
		
			[image: 052.jpg]
		

	
		
			　

			vs白虎。

			　

			「とりあえず……先手必勝のファイアーボルト！」

			　オレは右手をツイと出し、白虎に先手必勝のファイアーボルトを放ったが――。

			「消えたっ?!」

			（これが余の力……。余に近づいてくるあらゆるものを『衰退』させる……）

			「ミーユやミリリが宝玉になったのも、力を極限まで『衰退』させられた結果か……」

			（左様……）

			　テレパシーで返事をしてきた白虎は、ニィ……と獰猛な笑みを浮かべる。

			　次の瞬間。

			　オレの力がガクリと抜けた。

			「クッ！」

			　とりあえずバックステップを踏む。

			　しかしその力にも、いつもの勢いがない。

			「Ｇａａａａａａａａａａａａａａａッ！！！」

			　白虎が飛びかかってきた！

			　オレは横に跳ぼうとしたが、足がちゃんと動かない。

			「少年！」

			　リリーナの補助魔法で一時的にバーストし、かろうじて跳んだ。

			「わたしの雪は、煙のように………スモークスノゥ。」

			　マリナが氷魔法を使い、視界を雪で埋め尽くした。

			　五十センチ先も見えない、いわゆるひとつのホワイトアウトだ。

			（小癪なマネを……）

			　白虎が低い声をだす。

			　マリナの雪で視界がホワイトアウトされているオレは、精神を集中させて魔力を探った。

			　オレはマリナと、毎日心を通わせあってる。

			　マリナが展開した魔法空間のことは、大体わかる。

			（白虎は右の、一〇メートルほど先にいる……）

			　さらに白虎の魔力が高まる。

			（これは――）

			　オレはマリナを抱きしめ押した。灰色の閃光が、オレの背をかすめる。

			　嫌な触感がきた。体力と魔力が、急激に『衰退』したかのような触感だ。

			「ファイアーボルト！」

			　魔法を放つが威力が弱い。チャッカマンの炎みたいだ。

			「ＧＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！！！」

			　白虎が雪の中を跳ねる。

			「んっ！」

			　マリナがドンッと地面を押した。

			　

			　氷の壁がそびえ立つ！

			　

			　厚さ三メートル級の氷は、バズーカですら通さない。

			　だが無意味。

			　白虎が氷に近づくだけで、アイスみたいに容易く溶けた。

			　わずかな足止めにはなるものの、わずかな足止めにしかならない。

			「きびしい………。」

			　言いつつマリナは、オレをお姫さま抱っこして飛んだ。白虎の攻撃を回避する。

			　オレはオレに、封印術をかけてみた。オレにかかった白虎の呪いが、封印されてかき消える。

			「その術ならば、いけるかもしれんな」

			　リリーナが言った。

			「キミの訓練である以上、わたしが前線にでるのはよくないが……。

			　時間稼ぎ程度ならよかろう。魔力を高め、封印術をお見舞いしてやれ」

			　リリーナが、白虎に向かって突っ込んだ。

			　白虎は灰色の閃光を吐くが、リリーナは器用に回避する。

			　風魔法で地面をすべり接敵。魔力を使って水鉄砲。

			　しかし効かない。その水鉄砲も、届く前に『衰退』して消える。

			　リリーナは跳んだ。

			　宙を舞いつつウインドシュート。それもやっぱり無効化される。

			「ＧＡＡＡＡＡＡＡッッッ！！！」

			　白虎の咆哮。

			　それは効いた。鼓膜から入り込んだ音が、オレやマリナを強烈に『衰退』させる。

			　宙を舞っていたリリーナも、ぽとり地面に落ちてしまう。

			「まるでハエのようだな……！」

			　自虐してたが、時間は十分。

			　オレは自身の周囲に、半径五センチの玉を浮かべた。

			　数は一〇〇。

			「四勇者クリストフ直伝の――聖封・散弾射！」

			　真っ白な封印の玉が、白虎に向かって飛来する。

			　が――。

			　

			　封印の球すらも、白虎は『衰退』させてしまった。

			　

			「オレの中に入った『衰退』は封印術で打ち消せても、白虎自身から出る分は潰せないってことか！」

			　しかしどうする。

			　散弾ではなく剣で攻撃をしかけるか？

			　封印できれば問題ないが、しくじると死ぬ。

			　もう少し弱らせてからでないと厳しい。

			　では、どうやって弱らせるか。

			　そこまで考えたオレは、とあることに気がついた。

			（相手の本体に攻撃は届かない。だけど相手の周囲になら、魔法を張れる……）

			　白虎の突撃を回避して、マリナに耳打ちで作戦を伝える。

			「できそうか？」

			「………がんばる。」

			「よしっ！」

			「ＧＵＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ！！！」

			　白虎が遠吠えを入れてきた。

			　オレの体力と魔力が、『衰退』の力で削られる。

			　気合いで耐えてオレは叫んだ。

			「吠えるだけじゃオレは殺れないぞっ?!」

			（フン……）

			　白虎が両の前足を振りあげた。

			　グオォンッ！

			　イカズチを落とすかのごとき勢いで、両の前足を地面に叩きつける。

			　地震が起きて地割れがふたつ。

			　オレとマリナを挟むかのようにして起きた地割れは、オレとマリナの逃げ場をなくした。

			「踏み荒らして『衰退』させた地面を、今の一撃で割ったっていうことか……」

			（左様……。そして次の一撃が貴様の最期だ）

			　白虎は猛牛のように、前足で地面をザッザとかいた。

			「こい……！」

			　オレは右手に魔力を溜める。使用するのは火炎魔法。

			　封印ではなく火炎の魔法。

			　さらにオレの後ろでは、マリナも魔力を溜めている。

			　白虎が突っ込んできた。

			　オレは叫ぶ。

			「フレイムウォール！」

			（無駄アッ！）

			　白虎が吼えた。

			　オレの炎は、衰退して消える。

			　でもこれでいい。

			　オレの魔法は目くらまし。本命はマリナ。

			「アブソリュート………ゼロ。」

			　マリナの魔法が発動し、白虎の『周囲を』凍らせた。

			（姑息なマネを！）

			　白虎が自身の魔力を強める。マリナの張った氷が、『衰退』と共に溶けていく。

			　が――。

			「ゼロ………！」

			　マリナは再び氷を張った。

			「ゼロ………！」

			「ゼロ………！」

			「ゼロ………！」

			　白虎が氷を溶かすたび、自身の魔力で重ねていく。

			（これは……。ぬうっ……。グオオッ……！）

			「考えたな、少年」

			「こちらの攻撃は届かないけど、周囲の空気は凍らせることができる。

			　だけど周囲が凍るってことは、外の空気と遮断されるっていうことで……」

			「時間の問題で酸欠になる」

			「っていうことだね」

			　白虎は暴れる。

			　自慢のツメでマリナの氷を必死に引っかき、ついで能力でマリナの氷を衰退させて溶かす。

			「ゼロ………！」

			　しかしマリナは氷を重ね、白虎にまともな呼吸をさせない。

			（グオオオオオオオオオオオオオオオオッ！！！）

			　それでも白虎は突き進んできた。少しずつ前進し、オレたちに迫る。

			　が――。

			「フンッ……よいしょおっ！！！」

			　オレは白虎が閉じ込められた氷を抱きしめ、空中へと放り投げた。

			「わたしもサポートしてやろう」

			　リリーナが風魔法を使う。

			　重力で落下しようとしてくる白虎を、風でビュンビュン押し戻す。

			「ゼロ………！」

			「ゼロ………！」

			「ゼロ………！」

			　マリナは氷を張り続けていく。

			「ん………。」

			「どうした？」

			「そろそろ………きびしい。」

			「魔力切れか」

			「うん。」

			「わかった。イチ、ニの、サンで解除していいぞ」

			　オレは右手をツイッと伸ばし、封印剣を展開した。

			「だいぶ弱った今のやつなら、コレで普通に切れそうだ」

			「さすがレイン。」

			　切ってもいない段階なのに、マリナはオレを褒め称えた。

			　これは期待を裏切れない。

			「イチ、ニィの……サンッ！」

			　マリナは氷の魔法をやめた。宙で氷のカタマリが弾け、ダイヤモンドダストのように広がる。

			（ぐおおおお…………）

			　白虎は弱りつつも、キバを剥いてツメを立てたが……。

			「無駄だあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！」

			　オレは封印の刃を振るった。

			　白虎は真っ二つに切られ、断末魔の雄叫びをあげた。光りの粒子へ変わっていく。

			　

			　――勝利！

		

	
		
			　

			白虎討伐の結果と安定のカレン。

			　

			　白虎を倒すと、宝玉にされていたミーユたちが戻った。

			「体は平気か？」

			「う、うん」

			「本当に平気なのか？　少し様子が変だけど」

			「本当に平気なんだ……。様子がおかしいとしたら、むしろ……」

			　ミーユは無言でリンを見た。

			　リンも小さくうなずいたので、ミーユはリンに右ストレート。

			　スパアァンッ！

			　それは鋭い一撃だった。

			　魔術師であって格闘家ではないはずのミーユの拳が、達人のそれのように変わっていた。

			「えいっ、やっ、ていっ！」

			「はいっ、はいっ、はいっ！」

			　ミーユが放つ攻撃を、リンもうまくさばいていく。

			　オレは鑑定スキルを使用して、ふたりのレベルを見てみた。

			　

			　ミーユ　レベル１４４[image: MByaji-sita.png]８００

			　ＨＰ　　３２００／３２００（[image: MByaji-ue.png]２７００）

			　ＭＰ　　８８８０／８８８０（[image: MByaji-ue.png]７３３０）

			　筋力　　１６００（[image: MByaji-ue.png]１３００）

			　耐久　　１５５０（[image: MByaji-ue.png]１３３０）

			　敏(びん)捷(しよう)　　２４００（[image: MByaji-ue.png]１９００）

			　魔力　　９６００（[image: MByaji-ue.png]８０９０）

			　

			　リン　レベル１２５[image: MByaji-sita.png]７２５

			　ＨＰ　　４３５０／４３５０（[image: MByaji-ue.png]３６２０）

			　ＭＰ　　０／０（[image: MByaji-ue.png]０）

			　筋力　　４３５０（[image: MByaji-ue.png]３６００）

			　耐久　　２９００（[image: MByaji-ue.png]２３００）

			　敏(びん)捷(しよう)　　２８００（[image: MByaji-ue.png]２１８０）

			　魔力　　０（[image: MByaji-ue.png]０）

			　

			　上昇率がおかしくないっ?!

			　そんな風に思っていると、カレンが声をかけてきた。

			「レインレインレイン！　見てほしいぜなー！　アタシがアタシがすごいぜなー！」

			　叫ぶカレンは、右手をツイッと前にだす。

			「ファイアーだぜなぁー！」

			　その手から、赤い炎が飛び出した。

			「魔法を使えるようになったのか」

			「ぜなぁ！」

			　カレンは満面の笑みを浮かべた。頭の左右についている羽も、ぴこぴこと動く。

			「ミリリもちょっぴり、すごくなりましたです……にゃあ！」

			　ミリリは、無詠唱で力を込めた。

			　ズドォンッ！！！

			　

			　先の尖った岩の柱が、地面から飛びだした！

			　

			　推定三メートル近いそれは、ちょっとした巨人も串刺しにできそうだ。

			　ステータスもこうである。

			　

			　ミリリ　レベル１０１[image: MByaji-sita.png]８５０

			　ＨＰ　　６８００／６８００（[image: MByaji-ue.png]５０９０）

			　ＭＰ　　４０５０／４２５０（[image: MByaji-ue.png]３７３０）

			　筋力　　５９５０（[image: MByaji-ue.png]５２４５）

			　耐久　　５１００（[image: MByaji-ue.png]４４９０）

			　敏(びん)捷(しよう)　　５９００（[image: MByaji-ue.png]５１８０）

			　魔力　　４２００（[image: MByaji-ue.png]３６９０）

			　

			　本当に、すさまじいレベルアップだ。

			　ちなみに一番はしゃいでるのは、やっぱりカレンだ。

			「ふはははははー！　すごいぜなー！　つよいぜなー！

			　レインとマリナとリリーナを除けば、この中で一番つよい気がしてるぜなー！

			　ほとんど最強なんだぜなー！」

			　と言いながら、火炎魔法を出している。

			　しかしステータスは……。

			　

			　カレン　レベル80[image: MByaji-sita.png]５００

			　ＨＰ　　３０００／３０００（[image: MByaji-ue.png]２５００）

			　ＭＰ　　８００／１１００（[image: MByaji-ue.png]９００）

			　筋力　　３０００（[image: MByaji-ue.png]２５２０）

			　耐久　　２５００（[image: MByaji-ue.png]２０９０）

			　敏(びん)捷(しよう)　　４２００（[image: MByaji-ue.png]３７３０）

			　魔力　　２０００（[image: MByaji-ue.png]１７９０）

			　

			　一番よわい。

		

	
		
			　

			戦いの合間のいちゃいちゃ。

			　

			「朱雀を倒し、白虎も倒した。残りは青竜だけじゃのぅ……」

			「なんか歯切れが悪いですね」

			「守護地の女が苦手でのぅ。わっちが関わるわけではないが、気は重いのじゃ」

			　スケイルは呪文を唱えると叫んだ。

			「最後の扉よ、開くがよいぞよ！」

			　ズオゴゴゴ。

			　部屋の真ん中から、青い扉が現れる。

			「では行ってきます」

			「相手の女には、よろしくは言わんでもよいぞ……」

			　トゲのある言い方だった。

			　そして両胸を押さえているのは、どういう理由なんだろう。

			　まぁいいか。

			　扉をあける。

			　ついた先は――。

			「海……？」

			　なんの変哲もない海だった。

			　ビーチというか砂浜というか、普通に観光ができそうな海だった。

			　観光できるビーチとの違いは、人がいないことぐらいだろうか。

			　声がした。

			「来たようじゃの！」

			　それはひとりの幼女であった。

			　声も姿もスケイルととてもよく似た幼女が、腕を組んで立っている。

			「わっちの名はラケイル！　スケイルの双子の姉じゃ！」

			　そう語るラケイルは、確かにスケイルそっくりだった。

			　ただ一点、胸の大きさだけが違う。

			　スケイルは幼女らしくつるぺただったが、ラケイルは大きい。

			　そういうことかなと思ったが、あえて何も言わないでおいた。

			「おヌシらのことは、妹から聞いておる。

			　朱雀をすさまじいスピードで倒し、白虎も軽く倒すじゃろうとのことじゃったな。

			　朱雀を倒したと聞いてからここにくるまでの速度は、実際大したものじゃった」

			「レインだから当然だぜなっ！」

			　なぜかカレンが偉そうだった。

			「しかして最後の青竜は、三魔獣でも最強じゃ。召喚までに時間もかかる。戦闘の疲れもあるじゃろうて、三日ほど休むがよい」

			「わかりました」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　一時間後。

			　オレは温泉に浸かっていた。

			　海の浜辺の岩場のところに、海水の温泉があったのだ。

			　ラケイル曰く、『魔力のこもった温泉じゃ。浸かっているだけで癒されるぞい』とのことだ。

			　ということで、待っていると――。

			　

			　マリナたちの水着。

			　

			　それもただの水着ではない。

			　お揃いのスクール水着だ。

			　それぞれの体にぴっちりと張り付いて、万全のスタイルを演出している。

			「とても素敵だ」

			「………えっち。」

			　胸を見て言ったせいだろう。マリナはその胸を両腕で隠し、ほっぺたを赤くしてしまった。

			　その体勢のまま、温泉に入ってくる。

			　水着なのは、温泉のあとは海で遊べるように――という配慮らしいのだが……。

			　

			　脱がすよね。

			　

			　オレはマリナの肩に手をかけ、唇にキスをする。

			「んっ。んっ、んちゅっ………。」

			　マリナの舌にオレの舌を、こするように絡ませる。

			「んちゅっ………？」

			　マリナは軽くイッたらしい。ぴくっ、ぴくっと身を震わせた。

			　オレは体をマリナに寄せる。マリナの巨乳が、オレの胸板で潰れた。オレが体を上下させれば、潰れた胸がずりゅんっ、ずりゅんっ。オレの胸板とこすれあう。

			　オレは水着の股間部分を握りしめ、グイッと上に持ちあげた。

			　マリナの股に、水着が食い込む。

			「脱がすよ？」

			「早い………。」

			「じゃあやめる？」

			「んっ………！」

			　マリナはオレが手を離そうとすると、いやいやいやっと首を振った。

			　オレは水着の肩紐に手をかけて、下におろさせた。

			　たわわな巨乳が、ぷるっと弾ける。

			　オレはなめらかな白いおっぱいのてっぺんにある、桜色のつぼみに唇を当てた。

			　ちゅうっ……！

			「あんっ………。だめっ………。またっ………いクッッ……！」

			「これでイクとか、マリナはえっちぃなぁ」

			　言いつつオレは水着をズラし、マリナの中に挿れていく。

			　くちゅくちゅくちゅ。

			　心地よい抵抗を絡ませながら、マリナの股間はオレを受け入れていく。

			　それでいて、一度入れば一滴の精子も逃さないとばかりに締めつけてくる。

			　オレ専用とも言える最高の名器に、オレはたっぷり中出した。

			「おんせんよりも、熱いせーえき、どくどく、どぴゅって、わたしの中にィ………。

			　ハあッ、あッ、ああッ………！」

			　一回どぴゅっと出るごとに、マリナはビクッとイッていた。

			「じゃあ次は、ボクの番……だね」

			　恥ずかしそうに言ったミーユは、海温泉のふちで前かがみになった。

			　かわいいお尻が向けられる。

			「今日はいつもより積極的だな」

			「戦いでなにもできていないから、その分サービスしないとって思って……」

			　健気であった。

			　オレは尻に手を当てて、指を軽く食い込ませた。ゆっくりと開く。

			「でも本当に、それだけなのか？

			　お尻の穴もおま○こも、ひくひく動いて『欲しがってる』ぞ？」

			「お前とのえっちが大好きなのは、もちろんあるけど……」

			「結局スケベなんじゃないか」

			　オレは海温泉のお湯をすくうと、ミーユのやらしいお尻に塗った。

			　ミーユはけっこうマゾなので、言葉でもイジめてあげたほうが悦ぶ。

			「くひゃんっ！」

			　羽のようにやさしい手つきで、円を描くかのように刺激する。

			「ちょっと待って。

			　この温泉のお湯、微妙にぬるぬるとしていて、すっごい気持ちイ…………！

			　だから……だめえぇ……。気持ちよすぎておかしくなるやつ。気持ちよすぎておかしくなるやつうぅ……！」

			「気持ちいいならいいじゃないか」

			　オレはかわいいお尻の穴に、オレの小指を、つぷっと入れた。

			「くひゃあぁんっ！」

			　オレは常日頃から、ちゃんと爪を切っている。自分の首をひっかいたところで、まったく痛くないレベルだ。

			　その上で、ミーユが痛くならないようにやさしく入れてる。

			　しっかりほぐしてやってから、人差し指と中指の二本差し。

			「くひいぃんっ！」

			　ミーユが痛くならないように、二本の指をゆっくりと回転させる。

			「らめっ、らめえぇ！　お湯のぬるぬるで感じてるのに、敏感なところをやさしく刺激するのは――――ひゃひいぃぃぃぃぃぃぃんっ！！！」

			「もうイッたのか」

			　しかし追撃の手はゆるめない。改めて尻肉を掴み、ほぐれたアナルにゆっくれ挿れる。

			　にゅっことした触感。

			　前に挿れるのとは、また違うやわらかさ。

			「あっ♥　あっ♥　あっ♥　はあっ♥♥♥」

			　指でイッて息も絶え絶えなミーユに、トドメのピストンをかけていく。

			「やっぱり、おちんちんが、一番気持ちイッ……。気持ちイッ……

			　イクッ、ンッ、イクゥゥゥゥゥゥゥゥゥ！！！」

			　その後もオレは、ミーユやミリリとたっぷり楽しみ体力を回復させた。

		

	
		
			　

			イチャイチャの続きと青竜復活。

			　

			「はあ………。はあっ………。」

			「くぅんッ……！」

			　温泉の横。

			　温泉とセックスを堪能したマリナが仰向けに転がって日の光を浴びると、ミーユは余(よ)韻(いん)だけでビクビクとイク。

			　そんなふたりに精液をかけたオレは、あぐらをかいて座る。

			「それでは失礼いたします……にゃあ」

			　ミリリが背を向け近づいてくる。かわいい尻尾を小さくゆらし、お尻をオレの股間に落とす。

			　ずぷっ……。

			　かわいいワレメに、ゆっくりと入っていく。

			　オレはミリリを、背後から抱いた。やわらかなおっぱいを揉む。

			　同時に下から、かわいいミリリを断続的に突きあげる。

			「このおっぱい、また大きくなったんじゃないか？」

			「はにゃあぁん……！」

			　硬い乳首を、くにっと摘まむ。

			「ふにゃあんっ！」

			　喘ぎ声があがると同時に、股間の締まりがキュンと強まる。

			「感度のほうも最高だな？」

			「ご主人さまが、お相手だからです……にゃあぁ……？」

			　ミーユは喘ぎ声を漏らす。口も満足に閉じられず、唇の端からヨダレが垂れる。

			　オレが腰を動かすたびに、たわわなバストがゆれていく。

			「わたくしのバストはいかがでしょうか？」

			　リンがオレの隣に座る。

			「胸はあまり変わっていないな」

			　オレはリンの股間に手を伸ばす。指を折り曲げ、無防備な中に差し入れた。

			「かはッ……！」

			「もっともこっちは、感じやすくなっているようだが」

			「レイン様には、日々開発されておりますので……！」

			　オレとヤッているメンバーのうち、リンはオレへの恋愛感情がない。

			　個人的な性欲発散のためにオレとしている。

			　そういう意味では一番エロい。

			　右手でリンを感じさせつつ左手でミリリのおっぱいを揉んでいく。

			「はにゃあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ！！！」

			　ミリリをイカせ、ミーユたちの横に寝かせた。

			　精液をかける。

			　リンを四つん這いにさせた。

			　尻肉を掴む。愛情ではなくペニスを求めているだけのワレメに、ずっぷりと挿れる。

			「かっはぁ……！　本日のレインさまも、奥まで深く……！」

			　リンはさらなる快楽を求め、腰を小さく左右に振った。

			　黒い尻尾もふりふりゆれて、オレのペニスがリンのもっとも感じるところへと当たる。

			「きゃんっ、はっ、あっ、はアあッ……！」

			　もっともドスケベと言えるリンは、自分で勝手に腰を動かし、『感じるところ』を何度も突かせる。

			「ハアアッ―――――――――――――！！！」

			　そしてオレの射精と同時に、激しくイッた。

			　精根果てて倒れるリンに精液をかけて、リリーナとも交わった。

			　最後はカレンに咥えさせ、口の中にだす。ご褒美として指でイカせた。

			「ぜなあぁ―――――――――――――んっ♥♥♥」

			　カレンもほかの子と同じように、バッタリと倒れる。

			（のそ………。）

			　マリナが近くにやってきた。

			　ちゅっ………。とかわいいキスをして、ふわっとオレに抱き着いてくる。

			「好き………。」

			　とてもかわいいことを言い、ゆっくりと寝入る。

			　かわいい。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そんな感じで三日がすぎた。

			　オレたちは、テカテカとする勢いで回復した。

			「戦いの疲れは抜けたようじゃの」

			「はい」

			「それではゆくぞ」

			　竜人幼女のラケイルは、海に向かって飛んでいく。

			「えっ?!」

			「どうした？」

			「オレは飛べないんですけど」

			「そうじゃったな。わっちら竜人と違って人間は、高ランクの風魔法を使用するなどしなければ飛べない仕様であったな」

			「まっ、待って！」

			　ミーユが叫んだ。オレに向かって両手を突き出す。

			「レビテート！」

			　体がふわっと軽くなる。まさに羽のようだった。

			「これならちょっと火をだせば、簡単に飛べるんじゃないかな……？」

			「試してみるか」

			　オレはタトンと地を蹴った。軽く蹴ったつもりが、二十メートル近く飛ぶ。

			「ファイアッ！」

			　後ろに手を出し火を放つ。グオンとすごい急加速。

			「しかし手からだと、剣を持てないな……」

			　イメージを変える。

			「手じゃなくって、足の裏から……ファイアッ！」

			　ゴウンッ！

			　ジェットエンジンさながらの勢いで、空を飛ぶことができた。

			「せいっ、やあっ……ウラアァッ！」

			　回し蹴りからミドルキックを虚空に放ち、剣を持って縦に振る。

			　スパアァンッ！

			　その剣圧で、海が真っ二つに割れた。

			　それでもオレは、普通に宙に浮いている。

			「体が軽くなってるおかげで、戦う余力もでているな」

			　ミーユのそばに着地した。ほっぺたにチュッとキスをする。

			「ありがとな、ミーユ」

			「ボクのほうこそ……。えへへ……」

			　ミーユはキスされた部位を撫で、小さな八重歯を見せて笑った。

			　かわいい。

			「では改めて行こうかの」

			「はい」

			「白虎以上ともなれば、連れて行くメンバーは絞ったほうがよいであろうな」

			　リリーナが、自身の指をパチッと鳴らした。

			　リリーナとマリナが浮きあがる。

			「リリーナも使えるの？」

			「わたしが使用できるのは、レビテートの上位魔法――閃光のごとき翼(レイ・ウイング)だがな」

			　リリーナは空を飛び、マリナを見事に操った。

			　リンがつぶやく。

			「レビテートでも、ひとり浮かせれば『天才』と呼ばれる部類なのですがね……」

			「と言いつつわたしも、同時に動かせるのはふたりが限界だ。

			　三人以上も浮かせることは可能だが、こうなってしまう。……フンッ！」

			　リリーナは両手をかざす。マリナとミーユに自分自身も浮かせるが、動くことはできなさそうだ。

			「攻撃にも使えそうな、すごい魔法だぜなー！」

			「レイ・ウイングもレビテートも、相手が抵抗すれば簡単に解除できる。

			　わたしを含めてふたりを飛ばせるだけでもすごいことは認めるが、攻撃に使うのは無理だ。

			　すごいことは認めるが。フフフ……」

			　リリーナは腕を組み、オレのほうをチラチラと見た。

			　エルフの耳がピコピコ動き、褒めてもよいのだぞオーラを物凄くだしている。

			　やれやれ。オレはリリーナの頭を撫でた。

			「フフフ……」

			　リリーナは、とっても満足そうだった。

			　オレたちは、改めて飛ぶ。

			　海上を数キロ進むと、小さな岩場が遠くに見えた。岩場の上には、同じく小さな神殿と、やはり小さな台座があった。

			　朱雀や白虎の時と同じような儀式をおこなう。

			「それでは……復活せよ。三魔獣最強の獣、青竜を象りしものよ！」

		

	
		
			　

			vs青竜。

			　

			　青竜のレプリカが蘇(よみがえ)った。

			　リヴァイアサンのごとき巨体を持ったそれは、世界を波で滅ぼしかねない威圧感がある。

			「Ｖｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏ！！！」

			　青竜が雄叫びをあげ、自身の身を翻(ひるがえ)す。

			　それらしく言ってるが、要は『体を一回転させた』というだけの行為。

			　それだけで。

			　ただそれだけで。

			　津波が起きた！

			　高さ二十メートル級の津波は、見ているだけで恐ろしい。

			　オレが豆粒のようだ。

			「んっ！」

			　マリナが咄嗟に両手を伸ばした。

			　高さ二十メートルの津波を、一瞬で凍らせる。

			　ガシャアァンッ！

			　だが青竜は、凍った津波をぶち破って突撃をかける！

			「フレイムランス！」

			　青竜の横っ面に炎を当てた。その隙を狙い、一直線にチャージをかける。

			「ｏｏｕ……」

			「封印剣――十字切り！」

			　ザシュッッ!!

			　青竜の顔に、十字の傷跡がついた。

			　朱雀の再生能力も封じた力。青竜にはどうか。

			「ＶＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ！！！」

			　通じなかった。

			　咆哮が生み出す圧力で、オレの体は吹き飛ばされた。

			　衣服の一部が音の圧力で裂けると同時に、全身のあちこちにも切り傷が発生した。

			　青竜の特性は、朱雀や白虎のような特殊能力ではない。

			　単に強いということが、そのまま『特性』となっている。

			　つまりこれを打ち破るには……？

			　考えてると、マリナが言った。

			「………二分。」

			「えっ？」

			「わたしがひとりで稼げる時間。」

			　それだけ言うと、自身の背後に氷を展開。

			「氷華円舞………。」

			　右手を振るって氷の槍を放ち、左手を振るって氷を放つ。

			　背後に浮かべた氷の華を、槍に変えて放っていく。

			　それと同時にオレから離れ、囮役を買っていく。

			　作戦もなにも伝えてないのに、かなり無茶な行動だ。

			　ただそれも、オレを信じているからだ。

			　オレなら二分も時間を稼げば、勝つ方法を閃(ひらめ)ける。勝つ方法を実行できる。

			　そう考えているからだ。

			　バカげたような盲信も、現実にすれば真実になる。

			　答えないわけにはいかない。

			　好きな子の前では格好をつけたいという、単純な欲求に従って力を高める。

			　右手に火炎の魔法剣。

			　左手に雷撃の魔法剣。

			　常識で言えばそれぞれの力が半分になってしまうそれを、半分になってしまわないよう気合いでがんばる。

			　これでいつもの二倍の力。

			　その状態で出力を高め、いつもの三倍にする。

			　これでいつもの六倍の力。

			　それで二分の時間が経った。

			「げんかい………。」

			　マリナが力を果たして落ちる。

			　それと同時にオレは突っ込む。

			「オオオオッ！」

			　青竜の顔面に、炎の一撃。

			　次いで左手を使い、雷撃の一撃。

			　炎、雷撃！

			　炎、雷撃！

			　普段だしているそれの、二倍の力と四倍のスピードでぶった切る！！！

			「破裂しろおっ！」

			　最後に両手を重ね合わせて魔力を放出。青竜の顔面に、いつもの五倍の魔力を放った。

			「Ｇｕｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏ！！！」

			　青竜の右目が完全に潰れる。

			　けれども右目どまりであって、トドメには至らない。

			　その一方で、オレの腕は悲鳴をあげた。

			「シャアッ！」

			　宙で素早く回転し、渾身の蹴りを青竜の左目にかます。

			　腕がダメなら、足を使えばそれでいい！

			　両手を頭の上で重ね、ありったけの魔力を費やす。

			　直径十メートル級の大剣を作りだし――。

			　

			　振り下ろす！！！

			　

			「裂けろォッ！！！」

			　青竜の体が、ふたつに裂けた。

			　裂けた体が光の粒子に変化して、オレの体に吸収される。

			　単純な力が、加算されていくことがわかった。

			　

			　――勝利！

		

	
		
			　

			規格外れの英雄に育てられた、常識外れの魔法剣士。

			　

			　青竜を倒したオレは、しかし力が入らなかった。

			　まさに『出し尽くした』という感じで、体がうまく動かない。

			「レイン―――――――！！！」

			　ミーユがよたよた飛んできた。

			　オレを懸命に浮かしながら、自分自身もなんとか飛んでる。

			「だいじょうぶ?!　だいじょうぶ?!」

			　オレの顔を握りしめ、泣きながら尋ねてくる。

			「大丈夫だよ」

			　ミーユのほっぺにキスをした。

			「よかった……！」

			　抱きしめられる。

			　リリーナに助けだされていたマリナが、リリーナに抱かれたまま言った。

			「さすが………。」

			　そしてなにかを期待する目で、オレのことを（じぃ………。）と見つめる。

			　マリナのほっぺにキスをした。

			「ん………♪」

			　マリナは満足そうな微笑みを浮かべると――。

			（すぅ………。）

			　寝入った。

			　ほんのわずかな時間稼ぎも、かなり厳しかったらしい。

			　かく言うオレも、あの戦いは厳しかった。

			　正直、眠り……たい…………。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　目が覚める。

			　乳白色の石に囲まれた、温かな空間だ。

			「レイン！」

			「ご主人さまぁ！」

			　ふたりがむくりと起きあがり、オレを見下ろしていた。

			　それはいい。

			　構わない。

			　しかしどうして裸なんだ……？

			　しかもなんだか、ぬるぬるテカテカとしている。

			「こっ、これは、魔力を回復する作用のある温泉から作った薬らしくて……！」

			「常に飲んだり体に塗ったりすることで、効果も促進されると聞いたです……にゃあ……！」

			「それで全身につけるなら、ボクたちも裸になって直接……ってしたほうが効率もいいって聞いて……」

			　ぬるぬるローション・マットプレイか。

			「ところでマリナは？　こういうプレイに、真っ先に参加してきそうだけど」

			「隣で寝てるよ。レインと同じで、魔力を使い果たした感じだから」

			（くぅー………。）

			「なるほど」

			　オレはマリナに近づいた。

			「これが例の薬か」

			　小さなビンに手を伸ばす。ほぼローションと言える、とろみのある液体が入っていた。

			　寝ているマリナの体に垂らす。特におっぱいのあたりには、円を描くように垂らした。

			　やわらかに握りしめ、たおやかにゆらす。ぬるぬるとたぷたぷの、絶妙な触感。

			「んっ………。」

			　マリナがうっすら目をあけた。

			「………。」

			　半分寝ぼけた感じの目のまま、オレの体に腕を伸ばす。

			　そのままたっぷり楽しんだ。

			　回復までにさらに数日を費やして、竜人幼女・スケイルがいる竜人の里に戻った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「青竜は、流石に苦戦したようじゃのぅ」

			「はい」

			「それでもおヌシは青竜を倒し、それなりに強靭な力と体を手に入れた。これでいよいよ――」

			　修業はおしまいだろうか？　オレがそう思っていると、スケイルは言った。

			　

			「本当の試練に挑戦できる下地が整ったの」

			「えっ？」

			「待ってください！　レインが倒した魔獣って、隣で見ていただけのボクたちですら、物凄く強くなるぐらいすごい魔獣だったと思うんですけど！」

			「物凄く……のぅ」

			　スケイルは、オレのほうをチラと見た。

			「ミーユたちも、確かに強くなったけど……。オレと比較したらどうなるかっていう」

			「ううぅ……」

			「そういうことじゃ。ディアギルムが相手では、三魔獣などニワトリと変わらん」

			「では次は、どんな修業になるのでしょうか？」

			「ここじゃ」

			　スケイルは、指を鳴らした。扉が虚空に現れる。

			「この扉を、クグってゆけ」

			　オレは扉に手をかけた。マリナらが、当然のようについてくる。

			「待つのじゃ。この先の試練は、レインひとりで受けさせるのじゃ」

			「ボクたちは、見守ることもダメなんですか……？」

			「すさまじいエネルギーが放出されるじゃろうからな。おヌシらでは、立っているだけで死ぬ」

			　色々すごいな。

			　しかしどんな試練なんだろう。

			　ただモンスターを倒すだけなら、今までの試練と変わらない気がするし……。

			　なんていうことを思いつつ、オレはひとり扉を抜けた。

			　静かなる湖畔の森の中。

			　物騒な修業とは縁のなさそうな、穏やかな場所。

			　そこにその人はいた。

			「きたか」

			　父さんだった。

			　滝に打たれていた父さんが、まっすぐにオレを見つめていた。

			　滝からあがった父さんは、滝の横の平たいスペースにやってくる。

			「まさか……父さんと戦うんですか？」

			「少し違うの。おヌシが戦うのは、ワシそのものではない」

			　父さんは、自身の胸の前に両手をあげた。手のひらと手のひらを向かいあわせる。

			　白い気の塊(かたまり)が浮かびあがった。

			「ワシは魔竜との戦いで、本当の力をだせなくなった。ケガ――ということにしてはおるが、本当は違う。

			　ワシが本当の力をだせなくなったのは、魔竜の呪いじゃ。

			　魔竜の返り血を浴びたワシは、本当の力をだすと命を蝕まれるようになった」

			　オレは唖然とした。

			　呪いを受けてあれ……？

			　呪いを受けて力をだせなくなって、あれ……？

			　やはりウチの父さんは、色々とおかしいのではないだろうか。

			「しかしこの『聖なる滝』を浴びて精神を統一した結果、封印された力を外にだすことには成功した。これを受け取れば、封印されたワシの力を獲得できることじゃろう」

			　オレは白い気の塊(かたまり)を見る。

			　心臓が縮んだ。

			　りんごを少し大きくしたぐらいの大きさでしかないそれは、しかし太陽のようなエネルギーを持っている。

			　これを体内に入れるということは、太陽を体内に入れるということ。

			　並の人間が受けた日には、一瞬で蒸発するだろう。

			（確かに三魔獣を倒せるぐらいじゃないと、さわることすらできないな……）

			「しかしてこの力を渡すかどうか……。ワシは正直、悩んでおる。

			　見ての通り、今のおヌシには重い力じゃからのぅ。

			　体が耐え切れるかどうか……。

			　おヌシが本当の息子であれば、また違ったのかもしれぬが……」

			「そういうことなら、大丈夫ですよ。血の繋がりがないだけで、オレはあなたの息子です」

			「そうか……」

			　つぶやく父さんが、なにを思っていたのかはわからなかった。

			　オレ自身、なにを思っていたのかはわからなかった。

			　父さんに拾われた感謝。

			　強さへの憧れ。

			　強い力を受け入れることへの恐怖。

			　すべての感情が混ざりあってる。

			　しかし確かに、言い切れることがある。

			「規格外れの英雄に育てられた、常識外れの魔法剣士。それがオレです」

		

	
		
			　

			レインへの試練とレリクスの覚悟。

			　

			　オレは父さんの力を受け入れた。

			　急に体が熱くなる。

			「ウオオっ、オッ、オオッ……！」

			　すさまじい力。全身の血管が脈打ち高まる。体が弾け飛びそう――。

			「オオオッ！」

			　眉間のあたりが弾け飛び、鮮血が飛び散った。

			「アアアアアアアアアアアアアッ！！！」

			　叫ばずにはいられない痛みの中で、オレの力が暴走した。

			　両の手から閃光が射出され、森の一部を抜けていく。

			　数百メートルが焦土に変わる。

			　怒声をあげて地面を殴る。地面に大きなクレーターができて土砂が飛び散る。

			「ガアアアアアアアアアアアアッ！！！」

			　ドーム状に広がった魔力が、周囲を破壊していった。

			　ミーユやマリナがこの場にいたら、衝撃の余波で肉片と成り果てていただろう。

			　苦痛との戦いは終わらない。

			　夜がきて朝がきて、また夜が朝がきて、軽い波と重い波を挟みながら、断続的に続いていく。

			　食事が喉を通らなければ、水は近づいた瞬間に蒸発していく。

			「息子よ……信じておるぞ」

			　父さんの声が、遠くから聞こえた気がした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　レインに『力』を渡したレリクスが、スケイルたちのところに戻った。

			「ただいま帰った」

			「お帰りなさい……」

			「お帰りなさいですにゃ……」

			　レインが心配で仕方ないミーユとミリリが困惑しつつあいさつすると、マリナが疑いの眼差しを向ける。

			「レインは………？」

			「ワシといっしょであったことがわかるか」

			「においがする。」

			　流石であった。

			「レインは現在、厳しい試練に耐えておる。常人が受ければ、三秒と持たず絶命する試練じゃ」

			「そんな試練に、レインを置いていったんですか?!」

			「ちぃと用事があってのぅ」

			「その用事は、レインよりも大切なんですか……？」

			「うむ」

			　レリクスはうなずいた。

			「まぁおヌシらは、『レインの帰るべき場所』としてここにいるとよい。ワシは出かける」

			　言うと同時に、レリクスは消えた。

			　魔法を使ったのではない。単に速く移動した。しかしミーユやマリナにとっては、ワープの魔法と変わらなかった。

			　ミーユらがレインを想って不安がる中、マリナは思った。

			（わたしたちのいるここが、レインの帰る場所………。）

			　しかしその場所から、レリクスは立ち去った。

			　それが意味するところとは――。

			　このままではいけないという不安が、マリナの胸に去来した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　レリクスは走る。大陸を走る。風よりも音よりも、速く速く走り抜ける。

			　レインがディアギルムを封印してから、三週間が経っている。

			　レリクスの見立てでは、まだ一週間の猶予があった。

			（しかしてこの気配……。抜け出ただけではないようじゃ）

			　二週間で封印を解いて、一週間で準備を決めた。恐らくはそんな感じだ。

			（しかしワシの見立ては、間違っておらん）

			　それではどうして、予想よりも速く封印が解かれていたのか。

			　答えは至ってシンプルだ。

			（ギルムはワシと違って若い。

			　封印を受けた状態でなお、成長もする――ということじゃろうな）

			　遥か遠くで感じる魔力も、つい先日に対峙した時よりも大きい。

			　レリクスは走る。

			　神聖教会の神官候補であるローリアに話を通し、魔力を感じる方向へと走る。

			　途中で一日だけ休み、数千キロを駆け抜ける。

			　汗の一滴もかいてなければ、息のひとつも切らしていない。

			　数千キロなど、これから始まる戦いを思えば大したことのない距離だ。

			　そして着くのは荒野であった。

			　漆黒の深淵に包まれた魔の森を抜けたところにある、『中立の荒野』だ。

			　この地域に、人は進出してはいけないことになっている。

			　ここに立ち入った人間は、その瞬間に殺されても文句は言えない。

			　一方で魔族も、軍を進めたりはしない。

			　この条件は魔竜討伐の褒賞として、ディアギルムが要求した。

			　そんな『中立の荒野』に、ディアギルムたちが現れる。

			　背後には、推定百万の軍団。

			　ディアギルムとティルト、ロプトの三人を先頭に、スケルトンやグール。ミノタウロスにガーゴイル。漆黒の竜や、毒紫色のフェニックスめいた鳥もいた。

			「ここは『中立の荒野』のはずじゃが。どのような了見じゃ？」

			　ディアギルムは言った。

			「我が従えているのは、『軍』ではない。ただの開拓民である」

			「なに……？」

			「我が魔竜討伐に貢献した関係で、ヒトが魔族を狩ることは禁止となった。

			　しかしその結果として、我ら魔族は増えすぎた。

			　そしてヒトが増えた時には、どうするか。

			　未開の土地を開拓し、住めるようにするであろう？

			　そこに住まう獣を排除し、自らの土地とするであろう？」

			　ここでディアギルムは、人差し指を立てる。

			「しかして住処を追われたヒトは、我ら魔族を恨むであろう。恨みは遺恨と禍根を残す。

			　ならばどうする？　考えた我は結論をだした」

			　

			　ヒトを滅ぼせばいい。

			　

			「相も変わらず、魔族本位の考えじゃのぅ……」

			「本音を言えば心苦しい。

			　我はヒトの大半を、脆弱な身でありながら口先だけは大きい存在として見下している。

			　しかし例外はいる。

			　例えばレリクス＝カーティスという男の強さと精神性には、深い敬意を抱いてる。

			　それが我に言わせれば――」

			「ワシを殺す理由になる――ということじゃろう？」

			「魔族に生まれて魔族に育ち、魔族として生きてきた。

			　その生き方を、変えるつもりは存在しない。

			　ヒトと魔族は相入れぬ」

			「おヌシらはどうなのじゃ？　ロプトにティルトよ」

			「前にも言った通りだよ。ボクは存在がギル寄りだからね。

			　ヒトにはいじめられたこともあるし、ギルの味方。

			　ヒトにはいじめられたこともあるし」

			　軽く聞こえる口調であったが、二回目の『いじめられたこともある』には、深い悲しみと憎しみがにじんでいた。

			　実際ロプトが受けた迫害というのは、命の危機に瀕するものであった。

			「わたしは…………意味がほしい」

			　正義も悪も、正しいことも間違っていることもいらない。知らない。

			　ただ自分が存在する意味がほしい。

			　自分がどうして誕生したのか。作られたのか。それを知りたい。

			　ディアギルムは魔力を高める。

			　左右に控えるティルトにロプトも

			「レインの修業が終わるまでの時間は、稼げるとよいのじゃがのぅ」

			　レリクスがつぶやいた。

			　死を前提とした老兵は、しかし穏やかであった。

			　そもそもレリクスにとって、死とは生よりも身近な存在であった。

			　相手の命を奪う時には、自分の命が奪われることを考えている。

			　その英雄としての経験が死の存在を身近にし、自身の未来を端的に予知する。

			　即ち――。

			　

			　自分はここで死ぬ。

			　

			　魔竜と戦った時にも感じなかった予感を、今は強く感じている。

		

	
		
			　

			レリクスvs三人の七英雄。

			　

			「魔族で揃えた百万の軍勢と、魔竜殺しの七英雄の三人。

			　全盛期の貴様が相手なら、『あるいは勝てるかもしれない』と言ったところだろうが……」

			「今のワシでは、厳しいかもしれんのぅ」

			「しかし貴様はレリクス＝カーティス。全力でいかせてもらうぞ」

			　ディアギルムの第三の目が、紫色に輝いた。

			「グラビティ・フォード！」

			　半径百メートルのすべての重さが、百倍になった。

			「ボクもいくよ……レリクス。加速度百倍！」

			　ロプトが突っ込んできた。

			「ロプトキィーック！」

			　百倍の重さになっているロプトの蹴りは、六トンの衝撃となってレリクスに当たる。

			「この程度であれば、問題はないの……」

			　しかしたかが六トンであれば、レリクスには六キロと大差ない。

			　右手で受け止め気合で飛ばす。

			「重力魔法の被弾を確認。集積回路――発動。

			　アキュミレーションキャノン・グラビトン」

			　ティルトが受けた重力魔法を、レリクスに向けて射出する。

			　巨大な黒いカタマリは、レリクスに直撃した。

			　体の重さが、五倍、十倍、百倍になる。

			　ディアギルムのフィールドとあわせれば、一万倍の重さ。数字にすれば八百トンというバカげた重さ。

			　一五〇頭もの象が乗るのに等しい。

			「これはちと厳しいか……」

			　レリクスであれ、多少の動きは鈍ってしまう。

			「これで『ちと厳しい』で済んでいるあたり、大したバケモノだな」

			　接近したディアギルムが、右手を横薙(な)ぎに払う。

			「グラビティハンド！」

			　魔力のこもった手刀がレリクスの胸元をかすめ、かすり傷をつけた。

			　レリクスが距離を取る。

			　ディアギルム、自身の足元を踏み抜く。

			「重力ゼロ倍！」

			　重力をゼロ倍にされた地面が、ヘビのようなうねりを持って、石と土砂を噴きあげる！

			「ぬうっ！」

			　重力をゼロ倍にされてしまうと、レリクスも身動きが取れない。

			　十メートルほど浮かんでしまう。

			「ロプト……カカト落としぃ！」

			　レリクスの背後に浮かんでいたロプトが、カカト落としを入れた。

			「重力百倍！」

			　それにあわせてディアギルムが、ゼロ倍にした重力を百倍に戻す。

			　ズドオォンッ！！！

			　レリクスは、地面に叩きつけられた。

			　地面にクレーターができる。

			　しかしクレーターの底に、レリクスの姿はない。ほんの一瞬で移動して、ディアギルムに斬撃を放つ！

			「流石はレリクス。大したやつだ」

			　ディアギルムは、上半身をのけ反らせて回避する。

			　その勢いでバク宙。

			　その背後にはティルト。

			「重力魔法の被弾を確認。集積回路――発動。

			　アキュミレーションキャノン・グラビトン」

			　ブラックホールめいたキャノンが、レリクスに放たれる。

			「ハアアッ！」

			　気合いのみで吹き飛ばす。

			「サンダーボルトォ！」

			　ロプトの雷撃が落ちてくる。

			「フレイムファイアァ！」

			　続いてロプトの尻尾のヘビが、炎をレリクスに放つ。

			「アイスハンドォ！」

			　左手をかざせば氷の渦が、レリクスの周囲で回旋した。

			「重力ゼロ倍！」

			　ディアギルムの魔法も入り、再び宙に打ちあげられる。

			（三対一では、厳しいかのぅ……）

			　そう考えたレリクスは、ひとりに集中しようかと考える。

			（ディアギルムは難しい。ティルトは距離を取っておる。となると……）

			　ロプトのほうをチラと見た。

			　レリクスにとっては軽い睨み。しかし対峙するロプトにとっては、筆舌しがたい殺気と恐怖。

			「ひっ……！」

			　と身をすくませてしまう。

			　圧倒的な格の差だ。

			「臆するな」

			　ディアギルムがロプトの前に立ち、レリクスの剣を右手で受ける。

			「一昔前のレリクスならばともかく、ここにいるのはただの老いぼれ。

			　臆するほどの相手ではない」

			　右手で剣を受けたまま、左手で手刀。

			　鉄をも切り裂くその攻撃を、レリクスは腕でガードした。

			「ぬんっ！」

			　ディアギルムのひたいにある、第三の目が光る。放たれた光線が、レリクスのひたいを撃った。

			　光線に押されて吹き飛ばされたレリクスは、宙で回転して光線を凌(しの)ぐ。

			　ひたいからは、赤い血が垂れていた。

			　ティルトが隙を逃さない。

			「重力魔法の被弾を確認。集積回路――発動。

			　アキュミレーションキャノン・グラビトン」

			「ぬるいわぁ！」

			　レリクス、右手の拳で軽く弾いた。

			「爆裂魔法――エクスプロード！」

			　しかしながらディアギルムが、すぐに魔法をあわせてくる。

			　小さな山すら飛ばせる魔法は、レリクスの体をも飛ばした。軽い火傷を上半身に負わせる。

			　その時だった。

			「これは少々、見ていられませんねぇ」

			　突如空間に亀裂が入り、ふたりの男が現れた。

			　赤いコートに帽子を被った、赤ずくめの男。矛盾の妖魔、シェイド＝ジェネラス。

			「レリクスの敵となるなら、容赦はできん」

			　魔竜殺しの七英雄のひとり、死霊使いのネクロ。

			「誰かと思えばシェイドにネクロ。レリクスの加勢にきたのか？」

			「ヒトというのは、脆いが強い。

			　あなたにとっては駆除と粛清をする理由が、わたくしにとっては守る理由になるのです。

			　クトゥフフフ」

			「レリクスは友人だ。例えこの身が尽きようと、受けた恩と誠意は返す」

			「三対三か……。我の力を考えれば、我らが勝利する確率が八割。ということは……」

			「二割で負けるということじゃのぅ」

			「よって我は油断せん。荒ぶる獣を召喚させてもらおう。

			　用意した百万の軍勢を超える力を持った三体だ。

			　百万の軍勢は、凡人には脅威だが、貴様らにとっては子どものオモチャ。

			　しかしこの三体はどうかな？」

			　ディアギルムが、みっつの水晶を取りだした。

			　赤い水晶、灰色の水晶。青い水晶のみっつだ。

			「数百年前の人魔大戦の折、世界を恐怖に陥れたという魔獣よ。

			　偉大なる我の呼び声に答え、姿を現せ！」

			　水晶が砕けた。三色の光が眩く輝く。

			　そして現れるのは――。

			　

			　朱雀、白虎、青竜の三魔獣。

			　

			「ヒトが作った『レプリカ』などではない。

			　オリジナルの三魔獣だ。

			　封印されていたところを、偉大なる我が見つけた」

			　レインでも苦戦していたレプリカのオリジナル。

			　それを召喚したディアギルムは、いびつな笑みを口元に浮かべる。

			「どう戦う？」

		

	
		
			　

			三魔獣朱雀vs七英雄ジェネラス。

			　

			　レリクスたちがディアギルムたちと戦っている時分。

			　レインは秘境の森の奥底で、ひとり苦痛と戦っていた。

			「オオオオ…………」

			　両の拳を握りしめ、暴発しそうになってしまう力を、自身の体に咥えこむ。

			　力の奔流が渦を巻き、怒涛と化して体内で暴れる。

			　暴れる力を右手に集め、拳を固めて一息に――放つ！

			　ズオオンッ！

			　空間がひしゃげて木々が倒れ、地面が激しく抉れていった。

			「ウオオオオオオオオオオオオオオッ！！！」

			　溢れでる力は止まらない。レインを中心に、白い闘気が巻きあがる。

			　皮(ひ)膚(ふ)が張り裂け血が散った。

			　巻きあがる闘気は時と共に収束し、レインの中に蓄えられる。

			　太陽のごときエネルギーを受けたレインが、太陽のごときエネルギーのカタマリになる。

			　しかし限界がきた。

			　エネルギーを受け入れるために摩耗した体力が、自分自身を維持できない。

			　レインはその場に崩れ落ちた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「三魔獣か……。中々の力を持っておるようじゃのぅ」

			「しかし幸いにして三体。わたくしたちと同じ数ですねぇ、クトゥフフフ」

			「……本気をだす必要はありそうだな」

			　レリクス、ジェネラス、ネクロの三人が、それぞれ自分の相手を決めた。

			　ジェネラスが朱雀。ネクロが白虎。そしてレリクスが三魔獣最強の青竜だ。

			「ＫＵＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ！！！」

			　朱雀がジェネラスに襲いかかる。ジェネラスは、自身の周囲に二十五本のナイフを展開させた。
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			　射出する。

			　ナイフは朱雀の羽や胴体を抉っていくが、朱雀はすぐに再生してしまう。

			「手駒を軽く増やしましょうか」

			　ジェネラスは、展開させたナイフらを、『ダブル』の魔法で倍化させていく。

			　五十、百本、二百本。

			　四百、八百、千六百。

			「では行きますよ……ミリオンアーツ！」

			　そして増えたナイフらは、増えた端から朱雀へ向かう。

			　千六百が三千二百。三千二百が六千四百。

			　魔弾のごとく振り続けるそれは、ミリオンになるまで終わらない。

			　再生を続ける朱雀の体を――。

			　切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き。

			　切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き。

			　切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き。

			　切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き。

			　切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き。

			　切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き。

			　切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き。

			　切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き。

			　切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き。

			　切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き。

			　切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き、切り裂き。

			　絶命するまで切り裂いた。

			「Ｋｕｅｅｅ、ｅｅｅ…………」

			「死なない限り再生を続けるのなら、死ぬまで切り裂けばいい。

			　簡単な公式でしたねぇ。クトゥフフフ」

			「ほぅ、朱雀は倒すか。流石は我ら『七英雄』の中で、三強と呼ばれた矛盾の妖魔だ」

			「三強と言っても、区切りのよい数字を好む方々が適当につけただけ。

			　わたくしはあなたとレリクスには及びませんでしたがねぇ」

			　ジェネラスが朱雀を倒した同刻。

			　ネクロは白虎と戦っていた。

			「顕現せよ――ブラッドソルジャー！」

			　自身の血を土に混ぜ、赤い戦士を召喚し、白虎に向かって放つ。

			（無駄である）

			　しかしソルジャーの群れは、白虎に近づいた瞬間に崩れ落ちた。

			　白虎がネクロに、テレパシーを飛ばす。

			（見ての通りだ。余は、近づいたあらゆる物を崩壊させる。

			　いかなる魔法も攻撃も、余には通じん）

			「なるほどね……。しかし他人の『無理だ』を理由に諦めていたら、ボクはここにいなかった」

			　恋人を甦らせるという、途方もない目標を持っていた。

			　その目標のため、すべてを費やし世界最高のネクロマンサーとなった。

			　世界最高のネクロマンサーとなったがゆえに、友のために戦える。

			　ネクロはコートを翻(ひるがえ)す。自身の血液が入ったビンを、三本投げる。

			「顕現しろ――ブラッドタウロス！」

			　体長四メートルのミノタウロスが、三体でてきた。

			　ブラッドソルジャーと異なって、赤と青と黄色の二体。

			「放てタウロス！　ツインテンペスト！」

			　赤いミノタウロスが炎の竜巻、青いミノタウロスが氷の竜巻を放つ。

			（己が血に炎と氷の魔石を混ぜ込んで作った、『魔召喚』の技術か……？）

			「弾けて混ざれ、シルフェイドジャベリン！」

			　黄色いミノタウロスが、雷を放つ。

			　それは炎と氷の竜巻と混ざり合い、一本の槍となって白虎に向かう！

			　高熱と低温に、分子さえ分解する雷撃の融合。

			　レリクスですら、直撃すれば無事では済まない最強の奥技。

			　が――。

			　

			　白虎には届かない。

			　

			　届く前に崩壊し、虚空へと消えてしまう。

			（いかなる攻撃であろうとも、届かなければ無意味……）

			「そのようだねぇ……。しかしひとつ質問なんだが……」

			（なんであるか？）

			「キミはどうして生きている？

			　こうしてこの場に復活し、何を思い、何をなそうとしている？

			　どんな信念でディアギルムに手を貸そうとしている？」

			（そのようなものはない！　ただ本能のまま、破壊の限りを尽くすのみよ！）

			「それならボクにも勝てそうだ」

			　ネクロはフルートを取りだした。旋律を奏でる。

			　未練を残した霊たちが、ネクロの周囲を漂い始める。

			（これは……。ぬっ、ぐおっ。体が……?!）

			「ボクはネクロマンサー。死体を操る存在だ」

			（それがどうした……。余は、死体などでは……）

			「強い信念も何もなく、本能のまま動くだけの存在。

			　食欲のままに動くゾンビと、いったい何が違うんだい？」

			（それは……。それは……。グオオッ、オオッ……！）

			　答えようとする白虎だが、体の主導権を取られているせいで何も言えない。

			　ただ本能のまま、拘束を解こうとする。

			　だがそれは、ネクロにとってはゾンビと大差ない行動であった。

			「ネクロマンサー・ネクロが汝に命ずる。汝が持ちし崩壊の力。それを自身へ向けて放て」

			（グオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！！！！！）

			　白虎は自身の力によって崩壊を始め――――チリと化した。

		

	
		
			　

			魔族の王は進化する。

			　

			　ジェネラスとネクロが、それぞれ朱雀と白虎を倒した。

			　にも関わらずレリクスが、青竜を倒し切れていない。

			　あらゆる攻撃は気軽に流しているものの、攻撃をできていない。

			「どうした？　レリクス」

			「うまくは言えぬが、こやつを倒してはいかんような気がしてのぅ」

			　そう言ってレリクスは、青竜に鋭い眼光を送った。

			「キュピィィ……」

			　三魔獣と恐れられし存在は、猫に見られたヒヨコのように怯えた。

			「流石はレリクス。感づいたか」

			　ディアギルムは、トンと右足を踏み込んだ。

			「重力万倍」

			　グシャアッ！

			　重力を万倍にされた青竜が、あっさりと潰れる。

			　白虎、朱雀、青竜の死体から湧き上ったエネルギーが、ディアギルムに注がれた。

			　

			「元よりこの三魔獣とは、使い魔として使役するものではない。

			　膨大なエネルギーの貯金箱で、『エサ』なのだ」

			「それではひとつ、試させていただきましょうかねぇ。サウザント・アーツ！」

			　ジェネラスが身を翻(ひるがえ)す。

			　千本のナイフがディアギルムを囲み、一直線に向かう。

			　しかしナイフは、ディアギルムに到達せずに崩壊していく。

			「これならどうだ？　サウザント・ステーシー！」

			　ネクロが少女の怨霊を、自身の周囲に展開していく。

			「カース・ボイス！」

			　千人の怨霊の声砲が、ディアギルムに向かう。

			「フンッ」

			　ディアギルムは右手を突き出して、黒い魔力の弾を放った。

			　軽く放ったように見えるそれで、千人の怨霊の声は掻き消えた。

			　しかし同時に、レリクスが踏み込んでいた。

			　髪やヒゲの先端が、白虎の力でチリと化すものの――。

			　

			　スパァンッ！

			　拳が入った。

			　

			「ぬうっ！」

			　ディアギルムも反撃をする。

			　互いに拳と蹴りを打ち合い、どちらともなく距離を取る。

			「闘気を自身の身にまとい、貴様のスキルで『崩壊』する速度より速く拳を打ち抜く。

			　そうすれば、攻撃は当たるようじゃのぅ」

			　勝てば負けないにも匹敵してしまう、強引な理屈。

			　それを実行できてしまうのが、レリクスであった。

			「なんにせよ、これで役割は決まりましたねぇ」

			「ティルトとロプトは、ボクとシェイドで抑える。レリクスはギルムを！」

			　ジェネラスを名で呼んだネクロは、自身のコートを翻(ひるがえ)した。

			　自身の血液が入ったビンをバラまき、血と土で作られた戦士を生み出す。

			「気に食わないなぁ、その態度。ボクやティルなら、なんとかなるって思ってるわけ？」

			「キミもティルトも、ギルムやレリクスに比れば、ボクたちに近い存在だからね」

			　

			　ネクロは淡々としていた。

			　単にそう思っているから、そう言っている。ただそれだけの態度なのだ。

			「ネクはマジメで、気が狂うなぁ……」

			　その時だった。

			　気が抜けたロプトの隙を突き、ジェネラスが横から切りかかる！

			「うわあっ！」

			　ロプトは、かろうじて回避する。しかしその背後から、『ダブル』の魔法で自身を増やしたジェネラスが切りかかる！

			「ちょっ……。待っ……！」

			　ロプトはジェネラスの斬撃を、右腕で弾いた。

			「この硬度……ミスリルゴーレムですね？

			　倒した相手の能力を奪える力は健在のようですねぇ、クトゥフフフ」

			「そっちこそ、力は同じの分身を作れるっていう反則めいた力はそのままみたいだね……！」

			　ふたりに増えたジェネラスは、さらに『ダブル』で四人に増えた。

			　しかし横から、ティルトが突撃をかけてくる。

			　拳。

			　幼女の見た目をしているが、古代の技術で作られた兵器でもある一撃は、ジェネラスの分身を吹き飛ばす。

			　攻撃の余波でボロキレのように飛んで行ったジェネラスの分身は、高さ四メートル級の岩を破壊して消滅した。

			　ネクロのブラッドソルジャーがティルトに襲いかかる――が。

			「んっ………！」

			　ティルトは、ただのアッパーで砕いた。

			「相も変わらず、パワーはすさまじいですねぇ。クトゥフフフ」

			　ジェネラスは不敵な笑みを浮かべると、三人の自分を六人に増やした。

			　反則じみた能力で、ふたりとの戦いを有利に進める。

			　一方のレリクスとディアギルムは、互角の戦いをくり広げていた。

			　ふたり互いに宙を舞い、蹴りと拳を打ち合っていく。

			　レリクスの白い闘気とディアギルムの紫色の魔力が、花火のように散っていく。

			「惜しいな、レリクス。これほどの力。偉大なる我の味方をするなら右腕にしてやるものを」

			「悪いがお断りじゃ。ワシはヒトも魔族も、虐殺する趣味はないのでな！」

			「魔族も庇護の対象とする。まさに『英雄』の思考であるな！」

			　ディアギルムの、ひたいにある目が怪しく光る。

			「重力万倍！」

			　その一撃で、レリクスは地面へと落ちた。

			「追撃だ……カーズフレア！」

			　ディアギルムの右手から、紫色の魔弾が撃たれる。直径二メートルほどのそれには、山ひとつ消せるほどの力があった。

			　だがレリクスは、その程度なら右手一本で弾く。

			　剣を抜いて斬撃一(いつ)閃(せん)。白い斬撃は虚空を描き、ディアギルムに迫る！

			　白虎が持っていた『衰退』の力で減衰するが、それでもディアギルムの右腕を飛ばした。

			「その状態で、我の腕を飛ばすとは……」

			　ディアギルムは、吹き飛んだ腕に視線をやった。ひたいの瞳を怪しく光らせ、腕を取り寄せくっつける。

			「朱雀の力が入っていると、つくのも早いな」

			　戦いは続く。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　レリクスたちが戦っている時分。

			　レインは倒れ伏していた。指をピクリと動かすだけで、ナイフで裂かれたかのような痛みが走る。

			　動けないから動けずに、意識だけが遠くなる。そして呼吸が――。

			　

			　止まった。

			　

			　それは死の前兆。命が失われる予告とも言える現象。

			　しかしそんなレインの下に、ひとつの影が姿を現す。

			　影はレインの頬に手を当てた。息がないことを確認すると――唇を重ねた。

			　命の吐息を流し込み、冷たい水をレインに飲ませる。

			　傷だらけになった体を、ほどよい冷気が癒していった。

			　続いて頭の真後ろに、やわらかな触感。吐息と水を吹き込んでくれた影が、膝枕をしてくれていた。

			　レインはうっすら目をあける。陽光を背景に、自分を助けてくれた影の正体が見えた。

			「マリナ……？」

			「うん。」

			「どうして……。ここに……？」

			「がんばった。」

			　ふと見れば、マリナの背景には次元の裂け目のようなものがあった。

			　どう考えても、『がんばった』で済ませてはいけない魔法が使われている。

			　

			「がんばった。」

			　

			　しかしマリナからすると、ただそれだけのことであった。

			　おかしな宗教のおかしな儀式のイケニエになるために育てられ、ひとりの少年に助けられた。

			　その少年に会いたいという想いだけで、異世界に飛んでいく儀式を再現させた。

			　そんなマリナからすれば、大好きな人のために次元を割るのも、『がんばればできること』でしかない。

			「レイン……？」

			「ご主人さま……」

			　マリナの力でやってきていたミーユやミリリたちも、ゆっくりとレインを囲む。

			　レインは静かに立ちあがる。気合いのこもった声をあげる。

			　レインを中心に、白い光の柱が立った。

			「行こうか」

			　それを言ったレインの姿は、より端正なものに変化していた。

			「父さんが危ない」

		

	
		
			　

			英雄、死す。

			　

			　レインが力を解放できた時分。

			　レリクスは、ディアギルム相手に苦戦していた。

			　あらゆる攻撃はディアギルムが手にした白虎の力で威力を削られ、通った攻撃も朱雀の力で回復されてしまう。

			　それでも流石はレリクスと言うべきか。

			「散発的な攻撃は通らん。となれば――」

			　刺すような殺気を身にまとい、光の矢のごときチャージをかける。

			　交差した。ディアギルムの、肩の肉が削られる。

			　しかしディアギルムに近づきすぎた肉体は、『崩壊』の力でダメージを受けた。

			「鋭い攻撃ではあるが……当たらなければ意味はないぞ」

			　ディアギルムの魔力が高まる。

			　範囲内の相手全員の重力を百倍にする魔法が、さらに強化されていく。

			「ボクのブラッドソルジャーが動けなくなるほどの重力……。これは二百か……いや、三百はあるかな……？」

			「数で押してくるネクにとっては、この重力は厳しいよねぇ……？」

			　ロプトの尻尾がヒュオンと動く。止まっていたブラッドソルジャーが薙(な)ぎ払われた。

			「重いであろう？　レリクス。しかし偉大なる我は、貴様に脅威を感じてもいる。偉大なる王をもってしてもなお、貴様の底知れぬ力は侮れん。そして脅威を感じる弱い心は、新たな力を我にもたらした」

			「なぬ……？」

			「カタストロフ・フォード！」

			　ディアギルムの体から、鈍い灰色が放たれる。

			　それは白虎が持っていた、相手を崩壊させる力。

			　草はしおれて木は枯れる。飛んでいた鳥たちは、命を奪われ骨となる。その骨も、時を待たずして灰になる。

			「ぬおおおっ！」

			　レリクスは、闘気をたぎらせて耐える。

			「魔力を張り巡らせてガードをすれば耐え切れますが……。厳しいですねぇ。クトゥフフフ」

			「ソルジャーはもちろん、ジェネラルの顕現も難しそうだ」

			「崩壊魔法と重力魔法の同時被弾を確認。集積回路発動。アキュミレーションキャノン・エクスモード」

			　被弾した魔法を吸収して自分の力にできるティルトが両手を構えた。

			　右手からは重力魔法。左手からは崩壊魔法を放つ。

			　それは半径三十メートルの爆発を起こし、範囲内のものに三百倍の重力と瞬間的な崩壊を与えた。

			「崩壊魔法と重力魔法の同時被弾を確認。エクスキャノン――発動」

			　ディアギルムの魔法を受けて放たれるそれは、数秒単位でリロードされる。

			「何度対峙しても、厄介な攻撃ですねぇ。クトゥフフフ」

			　ジェネラスは、帽子を押さえながら回避する。

			　ナイフを増やし、投擲しようと構えるが――。

			「させるわけないだろ」

			　ロプトがでてきて阻まれる。

			　右手の正拳。しかし幻影。ロプトの拳は、虚空を貫いて終わる。

			　ジェネラスは、ロプトの背後に移動していた。

			「読んでるってーの！」

			　ロプトの尻尾がジェネラスの腰に絡み、ジェネラスをぶん投げた。

			「崩壊魔法と重力魔法の同時被弾を確認。エクスキャノンターゲット――ジェネラス」

			　

			　崩壊魔法と重力魔法の球体が、ジェネラスに放たれる。

			　崩壊魔法は剣で裂いて無効化するが、重力魔法は食らってしまう。

			　数百トンの重力で、地面に叩きつけられた。

			　味方の援護もしながら戦えるディアギルムに対し、レリクスはひとり。

			　あくまでひとりで、ディアギルムと戦わなければいけない。

			　ディアギルムとの距離を詰め、乱打を見舞う。

			　ディアギルムの手刀を右手でいなし、カウンターで腹部に掌底。ディアギルムの力で手のひらが崩れていくのも構わない。

			　闘気弾を放とうとする――が。

			「無駄ァッ！」

			　ディアギルム、自身を中心とした爆発を起こす。

			　白虎の力を発動している今では、死そのものを内包した爆発である。

			　相手の細胞に入り込んだ崩壊の粒子が、相手の体をより強い形で崩壊させていく。

			　それは離れていたジェネラスやネクロにも届く。

			「この破壊力は……。しばしの『消滅』を余儀なくされてしまいそうですねぇ……」

			「ボクも『死』を迎えそうだ。

			　友と戦って死ねることは本望だが……守れなかったのは心残りだ」

			　ふたりはそろって消し飛ぶが、レリクスは耐えた。

			　吹き飛ばされながらも宙でふんばり、ディアギルムの攻撃を耐え切った。

			「今のはワシでも、厳しかったのぅ……」

			「今ので死んでいないとはな。驚きではあるが、限界も近いようだ」

			　ディアギルムは、右手に魔力を溜め込んだ。レリクスへ向かう。

			　互いに乱打を拳を打ち合うが――。

			　

			　ディアギルムの手刀が、レリクスを貫いた。

			　

			「ガハッ……」

			「流石の貴様も、心臓を貫かれては生きていけまい」

			「そうじゃのぅ……」

			「虚しいものだな、レリクスよ。

			　魔竜を倒したころの貴様であれば、今の我をも軽く倒せることができていた。

			　それが魔竜を倒すため、力を尽くしてこのザマだ」

			「……ワシは、この結末にも満足しておる」

			「負け惜しみか？」

			「そうではない」

			　レリクスは、ディアギルムの腕を掴んだ。自分の心臓を突き刺したままの腕を。

			「ワシは強き人間じゃった。

			　強さゆえに人が集まり。強さゆえに人に慕われ。強さゆえに孤独であった。

			　しかし息子に出会ったことで、生きることに意味が生まれた。生きることの意味を感じた。

			　ワシはその息子に、託すことができたのじゃ」

			「託す……だと？」

			　その時だ。

			　レリクスの、背後の空間が割れる。

			「父さん！」

			　現れたのはレイン。レリクス最愛の息子。

			　レリクスは、不敵な笑みを浮かべて言った。

			　

			「自分のあとを継いでくれる者がおる。いいものじゃぞ、それはっ！」

		

	
		
			[image: 134.jpg]
		

	
		
			　レリクスが、自身の命を輝かせた。渾身の頭突きが、ディアギルムのひたいに突き刺さる。

			　それが最期の力となった。レリクスは、仰向けに倒れる。

			「父さぁん！」

			「乗り越えたようじゃのぅ……レイン」

			「オレはあなたの息子ですから……」

			　会話するふたりに向かって、ティルトが右手を突き出した。

			「エクスキャノン、ターゲット――――」

			「やめておけ」

			　ディアギルムが、腕で静かに制止する。

			「やつらは戦士だ。

			　親子の感傷に浸っているように見えても、我らが攻撃すれば察知する」

			　だがそれは、わざわざ待つ理由にはならない。

			　が――、ディアギルムは待った。

			「レインよ……。ワシは満足じゃ。

			　数多の命を守るために戦いを続け、息子に見守られて逝ける。

			　人の幸福が最期の時で決まるというなら、ワシほどの幸せな者はおらん」

			「父さん……」

			「血の繋がりはないワシらであったが、血で繋がっていない分、絆で繋がっていたと思う。

			　唯一の心残りは、孫の顔を見れなかったことぐらいじゃが……。

			　望みすぎというものじゃろう」

			「……あなたの意志は、オレが継ぎます」

			「礼を言う。それでは、あとは任せるぞ……レイン。

			　ワシのすべてを受け継いだ、我が最愛の、むす……こ…………」

			　

			　規格外れの英雄、レリクス＝カーティス――――死す。

			　

			「父さぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ！！！」

		

	
		
			　

			みんなの戦い。

			　

			　レリクスが死んだ。

			　レインは離れた場所にレリクスを移動させると、ディアギルムのところへと戻る。

			「よい目をしているな、小僧。貴様の目には憎しみがない。

			　無意味なる犠牲を出さぬために相手を止めようとしている人間の――――英雄の目だ」

			「父さんが戦った理由も、そうであったと思いますから」

			　それを言うレインは、意識の上ではそう思っていた。

			　しかしディアギルムはもちろん、レイン自身も気づいていない。

			　心の奥底に眠る、世界でもっとも尊敬していた人を奪われた怒りがたぎっていることに。

			「ずいぶん強いようだけど、ネクもシェイドも倒れてる今、三対一で勝てるのかなぁー？」

			　ロプトが煽ると、マリナやミーユがレインの隣に立った。

			「ボクが言っているのは、戦える人の数なんだけどなぁ！」

			　ロプトが目を見開いて、背中の羽やお尻の尻尾を鋭く立たせた。

			　ロプトは自分が倒したモンスターなら、その威圧感などもコピーできる。

			　千を超える魔獣を倒してその力を手にしてきたロプトが放つ威圧感は、刃のごとき風となる。

			　常人であれば、皮(ひ)膚(ふ)が裂けて肉が消し飛び、バラバラになっているところだ。

			　しかしレインは動じない。

			　普通の人間が道端の雑草にこれといった脅威を感じない程度には、ロプトの威圧感を流している。

			　実際、千程度なら、レインであれば右手一本でどうにでもできる。

			　しかしながらマリナやミーユは、辛そうな素振りを見せた。

			　絶命とは言わずとも、戦うことは難しそうだ。

			　と――思われた直後。

			　

			「子ども騙しはやめておけ」

			　

			　リリーナが指を鳴らした。

			　マリナたちの体が、白い光に包まれる。

			「子どもみたいになってるオマエが言うなよ！　リリーナ！」

			「キミに言われたくはない」

			　もっともであった。

			「わたしは、レリクスにはついて行かなかった。その意味がわかるか？　ロプト」

			「……なんだよ」

			「わたしがレリクスについて行っても、ギルムを倒せるかどうかは怪しかった。

			　しかしレリクスの力を受け継いだ少年たちといっしょなら、確実に勝てる。

			　そう踏んだレリクスの意志だ」

			「偉そうに言いやがって……」

			「偉そうではない。偉いのだ」

			　それが合図となった。ロプトが攻撃をしかける。

			　

			「サンダーバードの――サンダーボルトォ！」

			　

			　雷雲の中に住んで雷を食べる伝説の魔獣――サンダーバードの雷撃だ。

			「ウインドシールド！」

			　ミーユが風の盾を張り、イカズチを横に逸らした。

			　イカズチの熱で地面が抉られるものの、レインにはかすりもしていない。

			「リリーナさんの支援魔法があれば、なんとか……」

			　ミーユが静かに息を吐く。心臓がドキドキとバクバクで大変だったが、二本の足で立てている。

			「雷撃を防いだぐらいで、調子に乗るなぁ！」

			　ロプトが両手のツメを伸ばした。ミーユに向かって飛びかかる。

			「にゃあっ！」

			　ミリリが自身のトンファーで、ロプトのツメをガードした。

			「にゃうぅ…………！」

			　力負けして押されるが――。

			「ミリリ！」

			　リンが横手から槍をだしてフォローする。

			「隙ありなんだぜなぁ！」

			　ロプトが下がると、カレンが後ろから棒で殴りかかった。

			「ん……このっ！」

			「ぜなあぁ！」

			　しかしロプトは尻尾を振るい、カレンを弾き飛ばす。

			「なんでアタシだけ……」

			　悔しさに歯を噛んだカレンは、石を投げて攻撃した。

			　ディアギルムが、ミーユたちに魔力を向けた。

			「小賢しく戦うか……。ならば受けよ！　グラビティ・フィールド！」

			「封印剣！」

			　白い魔力をまとった剣が、ディアギルムの空間を切り裂いた。

			「お前が消した、クリストフさんの技だ！」

			「あの幽霊か……」

			　ディアギルムは、隣のティルトに重力の魔法を放った。

			「重力魔法の被弾を確認。集積回路発動。アキュミレーションキャノン・グラビト――」

			「させない。」

			　マリナの魔法が、ティルトの右手を凍らせた。

			「冷却魔法の被弾を確認。集積回路発動」

			　ティルトは氷も吸収し、攻撃に備える。

			　が――。

			「それもダメ。」

			　マリナは素早く接近すると、回し蹴りをティルトに放った。

			「んっ……！」

			　ティルトは弾かれ飛んでいく。

			「取り巻きふたりは、わたしとみんなでなんとかする。」

			「任せるぞ！」

			　レインはディアギルムに突っ込んだ。

			「試してやろう……カーズフレア！」

			　ディアギルムが右手を突きだした。直径三十センチ級の魔力球が、無数にでてくる。

			「テヤアッ！」

			　レインは封印剣の二刀流で、魔力球を薙(な)ぎ払う。

			　ディアギルムとの距離、二メートル。

			「重力万倍！」

			　ディアギルムのひたいの目が怪しく光り、レインの体が重くなる。

			　レインは重くなった剣を捨て――。

			「オオオオオオオオオッ！！！」

			　ディアギルムの顔面に、渾身の拳を叩き込む！

			　ディアギルムが持つ白虎の力で、拳の皮(ひ)膚(ふ)がチリッと剥がれた。

			「穿て災厄の手――カラミティハンド！」

			　ディアギルム、薙(な)ぎ払うような掌底。

			　危機を感じたレインは、咄嗟に下がる。

			　ズオォンッ！

			　地面が爆発したかのような衝撃の波が走った。レインが立っていた足場に巨大な亀裂が発生する。

			　回避していなければ、タダでは済まなかった。

			「中々できるようではあるが……これならどうかな？　重力ゼロ倍！」

			　重力がなくなった。

			　レインの体が宙に浮く。

			「体が宙に浮いてしまうと、前にでるため地を踏み込むのも、鋭い剣の振りを再現するのも難しくなる」

			　ディアギルム、再び右手に魔力を込める。

			「カーズフレア！」

			「ファイアーボール！」

			　レインは炎を下に放った。その反動で空へと向かう。

			「重力万倍！」

			「封印剣！」

			「切り裂いただとっ?!」

			　同時にレインは、自身の体をエレメント化させた。

			　自身を封印属性の塊(かたまり)にして、ゼロ倍の重力も無効化させる。

			　だがディアギルムは、レインが地に足をつけることを許さない。

			　ドンと地を蹴り宙を飛び、レインに向かってチャージをかける！

			　レインは封印のエレメント化を解いた。迎撃のファイアーボール。

			「偉大なる我の盾となれ――重力マイナス二十五倍」

			　

			　レインの魔法が、レイン自身に跳ね返る！

			　

			「オレの魔法が、オレに効くはずないだろうっ?!」

			　レインは炎を右手で受けると、雷撃の力も加えて返した。

			「ハーッ！」

			　ディアギルムが叫ぶ。全身が光り輝き、無数のレーザーが射出された。

			　レインはその弾幕を、右へ左へ動いてかわす。

			「貫けっ！」

			　右手を伸ばし、雷撃の槍を放つ。

			「重力マイナス二十五倍！」

			　ディアギルムは、やはりカウンターで返してくる。

			　レインは雷撃を回避する。ディアギルムが突っ込んできた。

			「受けよ我が拳！」

			「ウオオオオオオオオッ！」

			　ふたりが互いに拳を打ち合う。衝撃の波が空を駆け、白い雲が消し飛んだ。

			　ディアギルムが、口の端をゆがめて笑う。

			「ミリオングラビティ！」

			　百万倍の重力魔法は、かつてない重量となった。

			　五万トンが一気にかかり、レインは地上に落下する。

			　かろうじて受け身を取るが、そんなものの意味もない。

			　ズドゴォンッ！　と音を立て、地面の奥底にまで落ちていく。

			「重力とは星の力！　偉大なる我を相手にするということは、星を相手にするということ！

			　沈むがよい！　カーズフレアー・マキシマム！」

			　ディアギルム、両の腕を空にかかげる。

			　巨大な魔力球が、構築されていく。

			「っ……」

			　ダメージを受けたレインは、起きあがることもできず歯を食いしばる。

		

	
		
			　

			ティルト。その過去。

			　

			　ここは地上。

			　ミーユたちと戦っていたロプトが、最大級のカーズフレアーを放とうとしたディアギルムに気づく。

			「ギルムのやつ、アレぶっ放す気かよっ！」

			「にゃあ！」

			　ロプトはミリリが放った渾身の蹴りを、右腕一本で受けた。

			「せいっ！」

			　リンがロプトの左を狙う。

			「この……」

			「リトルハリケーン！」

			　ロプトが反撃しようとしたら、ミーユが魔法で竜巻を起こす。

			「生憎さま！

			　アダマンゴーレムも倒したことのあるボクは、大概の魔法は無効化するよ！

			　それこそギルムぐらいの力がないと、そよ風と変わらな…………って、ああっ！」

			　ロプトには効かなかった魔法だが、リンやミリリには効いた。

			　ふたりそろって宙を舞う。

			「このっ……！」

			　ロプトが背中の羽を広げて、ふたりを追いかけようとした。

			「ぜなあぁ！」

			　カレンがロープを投げつけた。ロプトの足首に引っかけて、『足を引っ張る』。

			「ジャマするなぁ！」

			　右手から火炎弾。火山の底に住むオオカミ――ボルケーノウルフを倒して獲得した火炎弾は、岩をも溶かす摂氏二〇〇〇度。

			　カレンが食らえば一溜りもないが――。

			　

			「それは効かん」

			　

			　リリーナが指を鳴らすと、白い壁が浮きあがる。

			　壁と炎は、同時に消えた。

			「小さき者よ舞いあがり、望む形を作ってください！　サンドエレメンツ！」

			　ミリリが砂魔法を放つ。

			　ミーユが放った風にも乗って、ロプトの視界をくらませた。

			「視界を塞いだぐらいじゃボクは……」

			　ロプトは目を閉じ、聴覚に頼る。ヒアリングラビットという、普通のウサギの十万倍の聴覚を持つウサギの力だ。

			　が――。

			　

			「目が見えなくなれば音に頼る。それはもはや本能ですね」

			　

			　リンは手持ちの、手榴弾のピンを抜く。

			　かつてミリリと戦った時、自分が使われた一品だ。

			　物理的な威力はほとんどないが、爆発的な音をだす爆弾。

			　バガアァァァァァァァァァンッ！

			「あっ……！」

			「はにゃあぁ……！」

			　耳を押さえていたミリリとミーユですらうめく。

			（ぴくっ、ぴくっ、）

			　耳を防ぎ損ねたカレンに至っては、地面に倒れて死にかける。

			　そんな威力のあるそれを、ロプトは思い切り浴びた。

			　

			「うああっ、あっ、ああっ……」

			　

			　ロプトは自身の耳を押さえてうめく。視覚と聴覚。両方が封じられて苦しい。

			　三半規管がマヒしてる。

			　頭上から、ディアギルムの激しい魔力だけを感じる。

			「くそぉ……。くそッ、くそおぉ！」

			　目を閉じたまま羽を広げた。空へと逃げる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ロプトが逃げる少し前、マリナはティルトと戦っていた。

			　マリナが鋭いパンチを放つ。

			　ティルトはそれを食らいつつ、一切怯まずカウンターの拳。

			　ドォンッ！

			　ダイナマイトのごとき爆音が鳴った。衝撃も、それに匹敵する威力。

			　ただしマリナも手慣れてる。ヒットの直前で後ろに下がり、氷と雪の中間の物体をクッションにして勢いとダメージを殺していた。

			　それでも軽いダメージではない。

			（引く………？）

			　と思ったその時。

			　二百メートル離れたところで、ディアギルムが巨大な魔力球を作っているのに気がついた。

			（だめ………！）

			　体が勝手に動きだす。ドンと地を蹴り高く跳ね、ティルトを飛び越そうとする。

			「させない。」

			　しかしティルトも垂直跳びで、マリナの前に姿を見せる。

			「待って。」

			「だめ。」

			「行かせて。」

			「だめ。」

			　互いに拳と蹴りを打ち合う。マリナの攻撃はほとんど当たるが、ダメージはない。

			　ティルトの攻撃はまったく当たらないものの、ひとつ当てればマリナを倒せる。

			　単純な力と防御力の差が、絶望的な有利不利を生み出していた。

			　それでもマリナは諦めない。

			　ティルトに強引な頭突きを入れて、レインの援護に向かおうとする。

			　ティルトがマリナの、足首を掴んだ。

			「先に向かうと………あなたも危険。」

			「うん。」

			「なのに………どうして？」

			「あの人のことが、とても好きで大切だから。」

			「あなたは………そのために生きてるの？」

			「うん。」

			「………。」

			「あなたは違うの？」

			「………わからない。」

			　ティルトは考え、くり返す。

			「私は………むかしの人に造られた存在。

			　憎らしいと言われていた国の人を殺して滅ぼすために、高い魔力を持った女の子を改造して『私』ができた。

			　でも憎らしいと言われていた国の人たちは、憎らしくなった。

			　普通に泣いて、普通に怒って、普通に生きていた人たちだった。

			　私は、その人たちを殺すことができなくって………。」

			　なにもできずに封印された。

			　

			「そうしたら、私の国の人たちが滅ぼされた。」

			　

			　民が善良であることは、王が善良であることを保証しない。

			　ティルトが殺せなかった国の民は善良であったが、王や貴族は違ったのだ。

			　そしてティルトの国を滅ぼした国は――――内乱で滅んだ。

			「そこで私には、なにひとつなくなった。

			　倒すべき敵。守るべき人。私が生まれてきた意味。復(ふく)讐(しゆう)するべき相手。

			　みんな消えてなくなった。」

			　ティルトはマリナに問いかける。

			　

			「わたしは、どうして生まれたの？

			　あなたは、どうして生きてるの？」

			　

			　ティルトの瞳は、赤く紅く輝いていた。

			　その根底にあったのは、憎しみと悲しみと後悔だ。

			　やり場のない憎しみと悲しみに、救いようのない後悔。

			　それらをどこにやることもできず、忘れるようなこともできない。

			　すべてを破壊してやりたいような衝動があるのに、生まれもっての善性がそれをさせない。

			　苦しい。

			　ひたすらに苦しい。

			　だからティルトは問いかけ戦う。自分の答えを見つけるために。

			　ティルトを見つめ、マリナは言った。

			「………おんなじ。」

			「おんなじ………？」

			「むかしのわたしも、あなたとおんなじ。

			　教祖サマがこの世界にくるためのイケニエとして生まれて、イケニエとして育てられた。

			　十五歳の誕生日に、殺されるために生きてきた。

			　目的は違うけど、『道具』って意味ではおんなじ。」

			「………。」

			「そんなわたしを、助けてくれたのはレイン。

			　名前も知らないわたしのことを、命を賭けて助けてくれた。

			　わたしのレインは、そういう人。だからわたしも、あの人を助けたい。

			　自分の命を、あの人のために使う。そのために生きてる。」

			　まっすぐだった。

			　この上ないほどまっすぐで純真で、率直な気持ちであった。

			　

			「あの人に助けられた時、わたしの世界に色がついた。」

			　

			「………………。」

			　ティルトは無言で手を離す。マリナはディアギルムのところへと向かう。

			「アブソリュート………ゼロ。」

			　渾身の魔力を込めて、ディアギルムにぶつけた。

			「む？」

			　ディアギルムはその氷塊を、腕一本で軽く弾いた。

			　渾身の魔力をもってしても、マリナができるのはその程度だった。

			　しかしその一瞬が、レインには大きかった。

			（マリナがディアギルムと……？）

			　その一点が、レインを奮い起こさせる。

			　マリナがディアギルムと戦おうとしている。自分よりも強い、ディアギルムを相手に。

			　だったら――。

			「寝ている場合じゃないってなぁ！」

			「限界に近いダメージを与えたはずだが？」

			「限界に近いダメージを受けたら、その限界を越えればいいっ！」

			「フン、なるほど。さすがはレリクスの息子だ。完璧に潰さねばならん。

			　食らうがいい！　カーズフレアー・マキシマム！」

			　ディアギルム、レインに向かって巨大な魔力球を落とす。

			　近づいてくるにつれ、その球の大きさがわかる。

			　五メートルや十メートルどころではない。二十メートルか三十メートル級のそれだ。

			（封印剣と雷撃剣の二刀流でも、切り裂けそうにない……）

			　それならば。

			「封印剣の上に、雷撃剣を！」

			　両手の剣に、白い光が芽生える。その上に、金(こん)色(じき)の輝き。

			「それから――ダブル！」

			　雷で分身を作る。

			「テャアァッ！」

			　斬撃を飛ばす。

			　二属性の二刀流を、ふたりでおこなう。

			　それは四倍の威力の攻撃が、二倍に増えたのに匹敵する。

			　金色をまとった白い斬撃は、毒紫色をした巨大な魔力球に吸われていく。

			　しかしながら少しずつ、魔力球を削ってもいった。

			　だがしかし、魔力球は落ちてくる。

			　レインは剣を、Ｘ(クロス)して受けた。

			「グウウゥッ……！」

			「粘るようだが……。偉大なる我の前では無意味よ無意味っ！」

			　ディアギルム、さらに魔力を込めていく。

			　レインも負けじと魔力を込める。

			「ハアァ―――ッ！」

			　封印の魔力と白虎が持っていた崩壊の力を同時に発し、魔力球を押し返す！

			「なにィっ?!」

			　驚(きよう)愕(がく)するディアギルムに、ディアギルム自身の魔力球が当たる！

			　爆発が起きた。

			「まさかこれほどになっているとは……」

			「虚空に浮かべ――封印、雷撃、火炎剣！」

			　レインは魔力で三種類の剣を作り、一二〇本浮かばせた。

			「ジェネラスが使用していた、サウザンドナイフを思わせる力だな……」

			　冷静に分析するディアギルムだが、密かに危機は感じていた。

			「カタストロフ・フォード！」

			　全身から、鈍色の光を放つ。

			　あらゆる魔法や物理を衰退させる、白虎の力。

			　素の状態であれば、炎の剣も雷撃の剣も力尽きて消えていた。

			　しかしレインの浮かばせた封印剣が、白虎の力を相殺させる。

			　さらにレインは、剣をダブルの魔法で増やした。

			　さらに増やした。

			　さらに増やした。

			「クッ……！」

			　剣の増殖と維持に多大な魔力が持って行かれる。体が悲鳴をあげてくが――。

			（父さんが受けた痛みは、こんなもんじゃない！）

			　四八〇本の剣が、ディアギルムに向かう！

			「ぬううっ！」

			　封印の剣が、ディアギルムの持つ崩壊と再生の力を減衰させる。

			　雷撃の剣と炎の剣が、ディアギルムに熱と斬撃のダメージを与える。

			　長剣がディアギルムをかすめれば、短剣が刺さる。

			　体に刺さった短剣は、その熱でもってディアギルムを体内から焼く。

			「レリクスでもない小僧に、この程度で……。この程度で……。

			　ウオォォォォォォォォォォォォォォォツッ！！！！！」

			　ディアギルムの雄叫びと共に、激しい爆発が起きる。

			　ディアギルムの体が、白い煙で包まれた。

			　爆発を、遠目で確認したリリーナがつぶやいた。

			「今の破壊力……。やったのか？」

			　しかしレインは理解していた。まだディアギルムは、死んでいないと。

			　事実、煙の奥からは、生きているディアギルム。

			「クククク……。なるほど。すばらしい。

			　貴様がヒトでさえなかったら、共に歩くことを提案している」

			　ディアギルムは、地上へと降りてきた。

			　全身は傷だらけの上に、右側のツノは折れていた。

			「…………もう引かないか？」

			「ほぅ？」

			「見る限り、アンタはもう限界じゃないか。なのにまだ戦うのか？」

			「強さに加えて、甘いところまでレリクスを引き継いだか。

			　しかし貴様らヒトと、我ら魔族がわかりあうことはできん」

			「どうしてだ?!　かつてお前は、父さんたちと魔竜を倒した『仲間』だろ?!」

			「理由はコレだ」

			　ディアギルムは、ひたいにある第三の目を指差した。

			「貴様も知っている通り、なんらかの理由で魔水晶が体内に入ったものは、魔物と呼ばれる存在になる。

			　我ら魔族は、魔水晶によって魔人と化した一族だ」

			「それがどうして、わかりあえないって話に繋がるんだ……？」

			「魔水晶を持つ魔族は、魔物と同じ存在だ。大きな力を得る代わり、暴力衝動に支配されやすくなる。

			　魔族同士なら『たわむれ』で済むが、ヒトと魔族だとそうはいかん。

			　より正確に言えば――――いかなかった」

			　

			　ディアギルムは、空を見つめて瞳を閉じた。

			　過去の景色が去来する。

		

	
		
			　

			魔族王ディアギルム。

			　

			「この偉大なる魔族王ディアギルムには、愚かなる兄がいた。

			　魔族として自由気ままにすごしていた兄は、強大な魔物に戦いを挑んだ。

			　魔物を倒したまではよかったが、兄もまた瀕死の重傷を負った」

			　

			「そこをひとりの村娘に助けられた。

			　その魔物は、村娘がいた村の疫病神であった。

			　半年に一度、娘をイケニエに捧げねば災厄をもたらすと村人を脅していた。

			　兄は『生意気な魔物』を討伐したにすぎないが、救世主として称えられた」

			　

			「村娘の看病を受けた兄は、その村に住んでやることにした。

			　さらに愚かしいことに、ヒトという脆弱な存在に心を許し、子まで残した」

			　

			　ディアギルムは、当時のことを思い出す。

			　キャッキャと笑う幼い子どもに、子を抱きあげる兄。

			　命の重みは、幸せの重みであった。

			「自らの子を抱く兄の姿は、偉大なる我が見たことのないほどの幸福に満ちていた――が」

			　どこか穏やかだったディアギルムの目から、穏やかさが消えた。

			「とある日のことだった。

			　兄の子は、村の子と言い争った。

			　それはどこにでもあるような言い争いで、小突きあいだった――が。

			　相手はヒトで、こちらは魔族。

			　魔族にとっては軽い『小突き』も、凡人にとっては致命打へと変化する。

			　特に兄の子は、偉大なる我の血族だ。力は相応のものであり、小突かれた村の子は――」

			　

			　死んだ。

			　

			「兄の子は、止めに入った大人も殺した。

			　止まらない暴力衝動のまま、自らの母にすら手をかけた。強靭な魔族と魔族であればただのカンシャクで終わる行為も、脆弱なヒトの前では致死の暴(ぼう)虐(ぎやく)になる。

			　レリクスのような存在は、例外中の例外なのだ」

			　ディアギルムの言葉には、この上ない重みがあった。

			　歴然たる真実が持つ、真実の重みだ。

			「その凄(せい)惨(さん)な現場を見た兄もまた、『魔族』であった。

			　怒りという本能のままに我が子を殺し、自らを呪って死んでいった。

			　偉大なる我に、コトの顛末を記した手紙だけを残してな」

			　ディアギルムは、一通の封筒を取りだした。

			　手紙を見つめる眼差しが、兄を敬愛していたことを伝える。

			　いまだ手紙を持っているという事実が、兄への想いの深さを伝える。

			「わかったか？　レリクスの息子よ。ヒトと魔族は相入れん。わかれて暮らすしかない。

			　しかし偉大なる我は、魔族の王だ。

			　魔族の敵は親でも殺す。強大な魔竜であろうと、戦いを挑む。

			　増えてきた魔族の民が飢え始めるなら、ヒトを滅してでも新しい土地を開拓する」

			　ディアギルムの雰囲気が変わる。

			　その身に纏う空気の質が、より禍々しいものになる。

			「そして必要とあらば、魔水晶が持つ破壊の衝動にも身をゆだねよう」

			　ディアギルムの気が高まっていく。

			　周囲の大気が怯えて震え、地面や岩がヒビ割れる。

			「この偉大なる我の背には、四〇〇万の民がいる！

			　貴様にその命を背負う覚悟があるか?!

			　その偉大なる我を、滅ぼし尽くす覚悟があるか?!」

			　次の瞬間、ディアギルムの姿が消える。

			　ドゴォンッ！

			　レインの拳とディアギルムの拳が打ち当たった。

			　ラッシュを打ち合う。

			「否である！　貴様にはない！　覚悟も気概も決意も想いも信念も精神も！

			　断じてなぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁいっ！」

			　咆哮するディアギルム。みっつの瞳が、血のような『紅』に変わった。

			　魔人覚醒。

			　自身の理性と引き換えに、魔水晶が持つ暴(ぼう)虐(ぎやく)の力を全開にまで引き出す秘奥技。

			　ラッシュに押し負けたレインは、頬を殴られ吹っ飛んだ。

			　ディアギルムはその勢いのまま宙を舞い、レインの腹部に膝を落とす。

			「クハッハ―――ッ！」

			　倒れたレインの足を掴んで乱暴に振り回し――全力で投げ捨てた。

			　巨大な岩に叩きつけられ、衝撃で爆発が起きる。

			「クカカカカ…………カァ―――――――ッ！」

			　両手を重ねて魔力の閃光。

			「負けるかよ！」

			　レインは右手に魔力を込めて、素手で弾いた。

			「オマエは諦めただけじゃないか！

			　兄さんの死を受け止められずに、諦めただけじゃないか！

			　自分が諦めただけのことを、世界の真理のように語るなぁ！」

			「ＧＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！」

			　ディアギルムが突っ込んできた。

			　傷だらけのレインは、渾身の力を右手に込める。

			　そして――。

			　

			　レインの拳が、ディアギルムを貫いた。

			　

			「カハッ……！」

			　血を吐いたディアギルムは、よろよろと下がる。

			「すさまじかったぞ……。レイン＝カーティス。さすがは英雄・レリクスの息子だ。

			　魔族の未来は……貴様に託すことにしよう…………」

			「は……？」

			「我を止めることができるとすれば……、レリクスであると思っていた。そしてレリクスであれば、我が敗北したとしても、魔族を滅することはせんとも、思っていた……。

			　そういう意味で我は、レリクスに甘えていた男だ。

			　魔竜を倒す時でさえ、自らの力は温存し、中心となる戦いをレリクスにゆだねた。

			　今回の戦いも、レリクスを倒しさえすれば勝てると、レリクスのことだけを考えていた」

			「ヒトと魔族は、相入れないんじゃなかったのか？」

			「相入れぬ……が、従属はできる。

			　誇りを捨てることにはなるであろうが、命を捨てるよりはマシであろう……」

			「それにしたって、都合がよすぎないか……？」

			「そうだな……。都合がよい。

			　急変がすぎるのも認めよう。

			　あまりの態度の変換に、貴様が戸惑っていることも容易に想像がつく。

			　だが我は、我が民のことのみを考えて生きている。

			　分がある戦いと見れば仕掛けるし、分がなくなれば頭を下げる」

			　そう言ったディアギルムは、地に両膝をつけて――。

			　

			　土下座した。

			　

			「貴様が願いを蹴り飛ばすのも、受け入れるのも自由。

			　どのようにするのも、勝者の権利として、自由にするが……。よい…………」

			　そして息絶える。

			　致命の傷を負っても膝を折らず立ち続けていた男が、地に頭をつけたまま死んだ。

			　かつての仲間も正しい倫理も民のために捨ててきた王は、自らの誇りを捨てることもいとわない。

			　それが民のためであるなら。

			「………。」

			　ティルトが無言で目を閉じ、ディアギルムの冥福を祈る。
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			　後ろに控える百万の魔族は、偉大なる王の死を嘆く。

			　敵であったレインですらも、瞳を閉じて黙祷はした。

			　ヒトにとっては害多き存在であった。父の仇でもあった。

			　最期の言葉は都合がよすぎて、態度の変化も急すぎた。

			　それは自身の信念を、捨てる行為にも等しい。

			　だがそれも、すべては民のためである。

			　その民を想う気持ちには、敬意を払いたいと思った。

			　自分の父なら、そうするであろうとも思った。

			　ディアギルムに接したすべての者が、その存在に敬意を払った。

			　ただひとり――かつての英雄にしてジェノサイド・キマイラの異名を持つロプトを除いて。

			　

			「は……？」

			　

			　ディアギルムの死を悟ったロプトの目が開く。

			「なんだよ……それ。なんで勝手に死んでるんだよ。

			　ふざけんなよ……。ふざけんなヨォ！」

			　唐突に激怒したロプトに、ミリリやミーユはもちろんのこと、リリーナですら呆気にとられる。

			「ヒトを殺してくれるんじゃなかったのかよ！

			　ボクに石投げたやつら、ツバかけたやつら、殺そうとしたやつら、

			　みんな殺してくれるんじゃなかったのかよ！

			　ふざけんな！　ふざけんな！　ふざけんなヨオォ！！！」

			　ロプトのまとう気が変化していく。

			　黒い邪気。禍々しい魔力。

			　それに覚えのあるリリーナが、戦慄に震える。

			「バカな……。この力は……」

			　かつてレリクスやディアギルムたちが手を組んでようやく倒した伝説の怪物。

			　

			　魔竜。

		

	
		
			　

			ロプトの過去と、復活の魔竜。

			　

			　魔竜殺しの七英雄と呼ばれた、七人の戦士がいた。

			　しかし魔竜との戦いにおもむいた理由は、様々であった。

			　

			　世界最強の死霊使いは、死んだ恋人を蘇(よみがえ)らせる薬に魔竜の心臓が必要だから戦った。

			　脳と心臓が無事なら死者を蘇生させることもできる治癒魔法使いのエルフは、エルフの自治権と庇護権を条件として戦った。

			　エルフの自治を完全に認める一方、魔物がでたら王国の騎士団は派遣するという、都合のよい契約だ。

			　遥か太古に兵器として作られた少女は、自分が生きる意味を探す一環として戦った。

			　

			　各々の目的は違えど、本当に『英雄』と呼べるのは、レリクスただひとりであった。

			　たくさんの命を守りたいと思って戦ったのは、レリクスただひとりであった。

			　そんな七英雄の中でも、際立って英雄らしからぬ理由で戦っていたのが、ロプトであった。

			　

			　死にたくないから。

			　

			　それがロプトの理由であった。

			　魔竜は強い。魔竜は怖い。魔竜は世界の、色んな命を奪い尽くす。

			　そんな魔竜が野放しになったら、自分は間違いなく殺される。

			　それは確かな事実と言えた。

			　ロプトの力は、『倒した魔物の力を吸収すること』。

			　それは倒した魔物の力を、吸収『してしまうこと』でもある。

			　魔物を引き寄せる力を持った悪魔や魔物を倒してしまうと、引き寄せる体質になってしまうのだ。

			　弱い魔物を威圧して追い払う力も持っているため、並の魔物が相手なら問題はない。

			　しかし魔竜は別である。

			　高い力と魔力を持っているロプトは、『おいしいエサ』として狙われる。

			　それゆえ魔竜と戦った。

			　単に自分が死にたくないから、魔竜を殺すのに手を貸した。

			　しかしロプトは、いわゆるヒトも嫌いであった。

			　その性質は、ディアギルムとも違う。

			　ディアギルムは、ヒトを嫌ってはいない。

			　必要とあらば殺すことを厭わないだけで、嫌っているわけではない。

			　畑を作るために森を切り開く人間が、森を嫌っているわけではないのと同じだ。

			　ヒトが森を切り開くように、ディアギルムはヒトを切り歩こうとしただけだ。

			　ロプトは違う。

			　ただ純粋に、ヒトを憎み嫌っていた。

			　理由は過去にさかのぼる――。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　とある村に住んでいた女が、魔獣に凌(りよう)辱(じよく)を受けた。

			　女から産まれた子は、コウモリの羽とヘビの尻尾を持っていた。

			　周囲の村人はもちろん、実の母すらその子を恐れた。

			　そして子は捨てられた。誰からも祝福されることなく、産まれたその日に捨てられた。

			　崖の上から捨てられた。

			　産まれたその日に死にかけた子は、川に流され森に入り、獣を食らい生きていった。

			　彼女にとって不幸だったのは、彼女が自我と心を持っていたことだ。

			　孤独を感じ仲間を願い、自分と同じ姿を持ったヒトが住まう地に姿を見せた。

			　けれども、石を投げられた。

			　コウモリの羽やヘビの尻尾は『悪魔』と言われる存在のそれであり、忌避の対象であったのだ。

			　容姿だけなら気にしないヒトたちも、ロプトの異様な力は恐れた。

			　魔物の力を取り入れるということは、その凶暴性なども乗り移らせるのではないかと危惧を抱いた。

			　ロプトは迫害を受け続けた。

			　ひとり山にこもっているだけなのに、『討伐隊』が組まれたこともあった。

			　かかる火の粉を振り払っているうちに、ジェノサイド・キマイラと呼ばれる存在になった。

			　そして魔竜の復活だ。

			　そのプレッシャーから逃げるため、ロプトはレリクスたちと手を組んだ。

			　レリクスたちと過ごすのは、悪い気分ではなかった。

			　人間からは『バケモノ』と呼ばれた自分も、レリクスたちの中では小物。

			　その現実が安心できた。

			　自分に明るいところがあるとすれば、レリクスたちといた期間があったからだと思う。

			　けれども、情が深まるにつれて、憎しみも深くなった。

			　レリクスたちには目標があった。

			　魔竜を倒してどうしたいか、明確な考えがあった。

			『自分が生まれてきた意味を見つけたい』というティルトの目的ですら、『死にたくないだけ』という自分に比べれば、とてもしっかりしていると思った。

			　なにせ自分は本当に、『死にたくないだけ』であったからだ。

			　生きてしたいことがない。

			　生きている意味がない。

			　しかしそれでも、死ぬのは怖いから仕方なく生きてる。

			　ただのケダモノと変わらないそれが、ただのケダモノと言われているようで辛かった。

			　自らへの憤りが、出生への憎悪に変化した。

			　出生への憎悪は、ヒトへの殺意へ変化した。

			　英雄となって人々が自分を讃えるようになってからも、殺意は消えてくれなかった。

			　強くなったと言っていい。

			（あれだけボクをいじめておいて、救われた時はこれかよ）

			　英雄となってから賛美してくれるなら、どうして英雄となる前の冷たい日々から、自分を救ってくれなかったのか。

			　飢えと孤独に喘いでいる日の自分に、パンのひとつでも恵んでくれなかったのか。

			　ヒトの『弱さ』が、『浅ましさ』に見えた。

			　

			　それでもレリクスたちの手前、殺意は必死に堪えていた。

			　過去が夢にでてきても、歯を食い縛って耐えた。

			　しかし増えすぎた魔族の住処を確保するため、ヒトを滅するというディアギルムの話を聞いたロプトは思った。

			　

			　殺してもいいんだ。

			　

			　かつての仲間が、ヒトを殺すと言ってきた。

			　それなら自分がガマンする必要もない。

			　ヒトを殺せる。

			　殺してもいい。

			　その発想は、ロプトにかつてない期待と恍(こう)惚(こつ)を与えた。

			　しかしそのディアギルムが、あっさりと死んだ。

			　自分がひとりも殺していないのに死んだ。

			　ディアギルムがいなければ、ヒトを虐殺することはできない。

			　孤独をなによりも恐れていたロプトは、独りでなにかすることができない。

			　やり場なき悲しみ。

			　向かう先のない怒り。

			　それはロプトの奥に眠る、凶悪なそれを呼び起こす。

			「アアアア……！」

			　黒い邪気。禍々しい魔力。

			　それに覚えのあるリリーナが、戦慄に震える。

			「バカな……。この力は……」

			　かつて自分が、レリクスたちと組んで倒した暴(ぼう)虐(ぎやく)の存在。

			　即ち――。

			　

			　魔竜。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ロプトが持つ特性は、倒した魔物の力を自分の中に取り入れること。

			　レリクスたちと共に魔竜を倒したその瞬間に、魔竜の一部は体内に入り込んでいた。

			　すさまじい力の奔流に、ロプトは自身の頭を押さえる。

			「アアアアアッ！　やだっ、やだっ、やだアァァァァァァァッ！」

			　ロプトの体が変化していく。

			　ヘビの尻尾はドラゴンの尻尾に。

			　コウモリの羽はドラゴンの羽に。

			「痛いよぉ！　痛い痛い痛いっ！　やだっ、やだっ、やだアァァァァァァァ！」

			　強大すぎる魔竜の力は、ロプトひとりにあつかえるものではない。

			　ミリリたちとの戦いで使わなかったのも、そういうことだ。

			　しかし憎悪が抑制を外し、暴力が表にでようとしていた。

			　ロプトはリリーナを見る。

			　かつての仲間だった少女を見つめ、助けを――――。

			　

			　求めることができればよかった。

			　

			　しかしロプトは、できなかった。

			（誰かに？　助け？

			　無理だろ、今さら。

			　これだけ好き勝手やっておいて、今さら、そんなこと言ったら……）

			　

			　人間(あいつら)じゃないか。

			　

			　ロプトは涙を流しながらも、助けてとは言えなかった。

			　痛みと苦痛に、自分の存在が消される恐怖で泣きじゃくり――。

			　

			　魔竜に体を乗っ取られた。
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			魔竜復活。

			　

			「ひさかた振りのカラダァ―――！　実体のあるボディ――――！」

			　ロプトを乗っ取った魔竜が、両手を広げて叫ぶ。

			　竜の羽で空を飛び、遥か上空から地上を見下ろす。

			「見覚えのある憎らしいハエと、見覚えはないがうっとおしそうなハエがいるナァ」

			　魔竜は両手に魔力を込めると、ディアギルムと共にきていた百万の魔族たちに目をやった。

			「ハァ――――――――――――!!」

			　魔竜は宙に浮かぶ魔族らに、黒い閃光を放つ。

			「グオォォォォォォォォォォォッ！」

			「ギャアァァァァァァァァァァァ！」

			「ディアギルム様アァァァァ……！」

			　ヒトを滅ぼすために集められた精鋭は、閃光に触れた瞬間に消し飛んだ。

			　魔竜は地上の魔族にも、魔力を発する。

			　今度のそれは、真っ黒い球体。地面に落ちたそれは、大爆発を引き起こす。

			　星を抉るかのごとき威力に、百万の軍勢はそのほとんどが消滅した。

			「雑魚の寄せ集めでは、準備運動にもならんナァ……」

			　魔竜は地上をチラと見た。

			　ティルトと視線が交差した。

			　次の瞬間。

			　

			　魔竜はティルトの前にいた。

			　

			「目覚めの運動につきあってもらうぞ」

			　魔竜は軽く腕を振る。

			　パァンッ！

			　その一撃で、ティルトは激しく吹き飛んだ。

			　体が煽られ三回転する。

			　かろうじて受け身を取るものの、視界にはノイズがかかってしまった。

			「頭部に対する損傷を確認。損傷率五十二パーセント。戦闘回路損傷。

			　視界不良………遮断。アーマーモードに転身します。」

			　ティルトの両手につけられているリストバンドが、光り輝き変化する。

			　右手がドリル。左手が機銃。

			　ティルト自身も、巨神兵めいたアーマーに身を包まれる。

			「アーマーモードだとっ?!」

			「知ってるんですか?!　リリーナさん！」

			「ティルトが持っている、最強のモードだ！

			　稼働時間を五分と限定する代わり、最大最強の火力で相手を葬りにかかる！」

			　ミーユの背筋が凍りつく。

			　ティルトの攻撃は見ていたが、一撃一撃が重かった。

			　破壊力だけであれば、ミーユの知ってるレリクスにも匹敵している。

			「そんなあいつが、さらに力を……？」

			　驚(きよう)愕(がく)するミーユだが、リリーナは素早かった。

			「支援するぞ！　ティルト！」

			　支援魔法をティルトに使い、強化してやる。

			　この手際のよさは、やはり歴戦の英雄であった。

			　ティルトの機銃が火を噴いた。

			　一〇〇ミリという常軌を逸した太さの銃弾が、秒速一二〇キロで放たれる！

			「それでよい。この程度の力でなければ、準備運動にはならんからナァ！」

			　魔竜が魔力を放出し、自身の手前にバリアを出した。

			　ドガガガガッ。

			　リリーナの支援も受けた銃弾が、ティルトから放たれ続ける。

			「フフフフ……。よい、よいぞ。なまっていた体が、徐々に目覚める！」

			「あの破壊力でも、目覚ましにしかならないのですにゃ……?!」

			「朝の運動……ラウンドツー！」

			　魔竜がドンと地を蹴った。

			　バリアを前に展開したまま、ティルトに向かう。

			「んっ！」

			　ティルトはドリルで応戦していく。

			　ガリバババッ！

			　ドリルは魔竜のチャージを止めた。魔竜のバリアも削っていく。

			「これはこれは、中々の威力だが……」

			　魔竜は右手を、ツイッと伸ばした。ドリルを掴む。

			「これならどうなる？　どうする？　ンンッー?!」

			「ッ………！」

			　ドリルが回転するにつれ、ドリルのほうが削れて砕ける。

			　リリーナの支援魔法もかかっているのに、まるで意味なく砕けていく。

			　魔竜の体が、ティルトに接近していった。

			「忌まわしきハエよ。我が恨みを浴びて死するがよい！」

			　魔竜はドリルを握り壊すと、そのままティルトを葬ろうとした。

			　その時だ。

			「てあっ！」

			　マリナがティルトを横から殴った。

			　魔竜の攻撃が宙を切る。

			　マリナは氷の粉を出し、魔竜の視界をくらませた。

			　スパンと跳んで、ティルトの横に着地する。

			「平気？」

			「どうして………わたしを助けたの？」

			「あなたは………わたしとおんなじだから。」

			　雰囲気が同じなら、世を儚(はかな)んでいたことも同じ。

			　そんなティルトを、見捨てておくことはできなかった。

			「わたしとあなたは、いいお友達か家族になれる。」

			「………。」

			　ティルトの胸に、熱いものが込みあげた。

			　敵であった自分にそのような声をかけてくれるマリナに、聖母のようなぬくもりを感じた。

			「カハハハハ！　すばらしい！　すばらしいぞ！

			　ヒトが持つ愛、友情、正義、信頼、それらはすべてすばらしい！

			　ヒトの世は、すばらしさに満ちている！」

			　魔竜が高らかに声をあげ、マリナとティルトの友情を称えた。

			　

			「そしてそれを破壊する行為こそ――――愉悦」

			　

			　ゆがんだ笑みを浮かべた魔竜が、自身の右手から光線を発射した。

			「くそっ！」

			　レインが横から雷撃を放ち、光線を落とそうとした。

			　しかし遅い。

			　レインの雷撃より速く、光線はマリナを貫こうとする！

			「だめっ！」

			　ティルトがマリナを突き押した。マリナが立っていた場所に、自身の体を移動させる。

			　

			　漆黒の光線が、ティルトの胸を貫いた。

			　

			　ティルトは赤い血を吐いた。

			「ッ………！」

			　ゆるやかにヒザをつく。

			「戦闘………不可。リペアモード、に………。」

			　バタリと倒れた。

			　その瞳孔は開き、命の輝きは失われている。

			「死んでしまったカァ？　もう少し、いたぶって遊ぶつもりだったのだがナァ」

			「キサマァ――――――――――――――――――――！」

			　激昂したレインが、魔竜に向かって殴りかかった。

			　魔竜は指一本で拳を止めた。

			「っ?!」

			「カーハハハ。弱いナァ。だがそれでこそ――――なぶり甲斐がある！」

			　血色の目をした魔竜は、まばたきの一瞬に八発の拳と蹴りをレインに入れた。

			「ご主人さまぁ！」

			　ミリリが魔竜の背後から殴りかかる。

			　魔竜はくるりと身を翻(ひるがえ)し、ミリリをドギャッと蹴り飛ばす。

			「ミリリ！」

			　ゴムまりのように跳ね飛ばされたミリリを、リンが抱き止めた。

			　しかしその衝撃で、リンもいっしょに飛ばされる。

			「リリーナさん！」

			「よし！」

			　リリーナの支援魔法を受けたミーユが、自身の魔力を練りあげる。

			「ウインドスピア！」

			　魔竜はなにもしなかった。ただ棒立ちのまま、ミーユのウインドスピアを受けた。

			「心地よい風であるナァ」

			　気持ちよさげに風を浴び、宙で軽くデコピンをした。

			　バチィィン！

			　一〇〇メートル近い距離があったにもかかわらず、ミーユは吹き飛ばされてしまった。

			「くッ、ううっ……」

			　リリーナのおかげで絶命は免れているが、立ちあがることはできない。

			「みな弱いとはいえ、弱さに差はあるようだナァ……。もう少々、手加減が必要か」

			　魔竜は高速で移動した。

			　瞬間移動のような速度で、カレンの前にシュンと立つ。

			「ぜなっ……?!」

			「絶望してくれたまえ」

			　魔竜はカレンの手首をへし折る。

			「ぜなあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！」

			「カハハハハ！　それでよい！　もっとだ！　もっともっと悲鳴をあげろォ！」

			　魔竜はカレンをなぶり続けた。

			　手首の次は、親指から順に指をへし折り足先を踏みつけて潰し、腹部を何回も殴った。

			「許さない………！」

			　マリナがカレンを助けようとするが――。

			「フンッ」

			　左手を前にだした際の風圧だけで、紙屑のように吹き飛ばす。

			　カレンのこともいたぶり飽きた。髪の毛を掴んで放り投げる。

			「絶望はよいが……。そればっかりでも飽きてしまうナァ。

			　スパイスとして――そうだな、『怒り』でもうながしてみるか」

			　魔竜は翼を広げて飛んだ。

			　五キロ先に、大きな街が見えた。

			「街の規模のわりに、人が少ない……。ディアギルム対策で避難していたか？

			　まぁよいか。逃げ遅れも多い」

			　魔竜は右手をスウッと挙げた。

			　黒い槍が顕現していく。

			「滅びをもたらせ！　アビスゲート・ドルラギア！」

			　魔竜は槍を放り投げた。槍は五キロを三秒で突き進むと、街に落ち――。

			　

			　キノコ雲を巻きあげた。

			　

			「カハハハハ。消し飛んだナァ。

			　恋人との婚姻を控えていた娘。

			　来週のピクニックを楽しみにしていた親子。

			　病弱の父を支えるやさしい息子。

			　みながみな消し飛んだ。

			　運よく助かった者もいるが、大切な者を失い悲しんでいる。

			　カハハハハ！」

			「どうしてそんな、ひどいことができるのですにゃっ?!

			　ひどいことをして、笑っていられるのですにゃ?!」

			「笑うのは当然であろう？

			　健康でいる者の体が痛み、幸せそうな者が不幸になったのだぞ？」

			　ミリリの顔が引きつった。

			　対話ができない邪悪の化身。存在そのものが悪。

			　殺すしかない存在も、世の中にはいる。

			　それを強く感じさせた。

			「それでは話を聞かせてやった礼として……命をもらおうとしようか。

			　充実した生を送っている貴様からは、ほどよい絶望が取れそうだ」

			　残酷な笑みを浮かべた魔竜が、ミリリの眉間を指差した。その指先に、黒い魔力が溜まっていく。

			「ふざけるなぁ！」

			　レインが渾身の闘気弾を魔竜にぶつけた。

			　ミリリの眉間を狙っていた魔竜の光線は、ミリリの頬をかすめて終わった。

			「まだ動けるとは……。

			　元気のいい弱者をなぶることは楽しいが、計算を狂わされるのは不愉快だ」

			　魔竜が露骨に機嫌を損ねた。

			　その全身から、鮮血のような紅いオーラが漏れでる。

			　大気が震えて雲がかき消え、レインやミリリたちの傷が痛む。

			　弱きものがその場にいれば、すでに絶命しているだろう。

			「父さんたちは、こんなバケモノに勝ったのか……?!」

			　そのつぶやきの半分は、絶望から発せられていた。

			　しかし闘志も燃えていた。

			「父さんが倒したバケモノだったら、オレが倒せないわけにはいかない！」

			　レインは再び蘇(よみがえ)る。

			　その全身が、炎のように紅い輝きに包まれる。

			「この何度でも立ちあがる力……レリクスのようであるナァ！」

			　その通りであった。

			　レイン自身も気づいていないが――レインが持っている力は、『受け継ぐ力』。

			　相手と心を通じ合わせたら、その相手が持っている力の一部を受け継ぐことができる。

			　だからリリーナから回復魔法を教わった時は、すぐに習得することができた。

			　クリストフが使用していた封印魔法も、使用できるようになった。

			　そしてレリクスの意志を継いだ今、レインは『英雄』となっている。

			　いかなる困難にもくじけず立ちあがり続ける、レリクスのような『英雄』に！

			　レインは魔力で、紅いツバサをその背に生やした。

			「行くぞ魔竜！　オレは絶対、オマエを倒す！」

			　あらゆる人からの力と想いを受け継いで、巨悪を倒すために戦う！

		

	
		
			　

			覚醒のレイン。

			　

			　背中に炎の翼を生やしたレインが、魔竜に向かって飛びかかる。

			　互いに交差をくり返しながら、螺(ら)旋(せん)を描いて舞いあがる。

			　激突のたびに火花が散って、互いの魔力が削れていった。

			　世界の色が映画のように薄い、大気圏にまで突入する。

			　魔竜の右のボディブロー。レインの体が曲がったところで左の肘を打ち落とし、レインの体を蹴りあげる。

			（コイツの攻撃……）

			　レインはダメージを負いつつも、とあることに気がついた。

			　宙で身を翻(ひるがえ)し――。

			「ファイアーボルト！」

			「効かぬわっ！」

			　素手で弾いた魔竜にチャージ。懐に潜り込み、魔竜のパンチを回避しながら掌底をアゴに叩き込む。

			　魔竜の攻撃は続いてくるが、すべて回避し反撃を入れる。

			（やっぱりそうだ！　人型になった直後のせいか、ヒトの動きに慣れていない！）

			「ふーむ、なるほど…………。ハアァ―――！」

			　なにかを悟ったらしい魔竜が、魔力で衝撃波を放つ。

			　レインは軽く吹き飛ばされた。

			「貴様は、『武道』なるものを心得ている。

			　ゆえに『武道』を心得ていないこちらの力が、そちらには当たらん」

			（バレたか！）

			　魔竜は虚空で、組手めいたものをした。

			　それは短い時間であった。数字にすれば、せいぜい五秒程度だろう。

			　しかしそのわずかなる合間で、魔竜は言った。

			　

			「覚えた」

			　

			「?!」

			　魔竜がドゥンと接近してきた。

			　にらみ合う。

			「こないのか？」

			（隙が消えてる……?!）

			「ならばこちらからゆくぞ」

			　魔竜の拳。

			　レインは腕で横にいなして、右の拳で殴り返す。

			　魔竜はするりと回避して、手刀でレインを薙(な)ぎ払う。

			　刀のような一撃は、受け止めることができない。下に飛んで回避する。

			「遅い」

			　瞬間移動めいた速さで、魔竜はレインの前に立つ。

			　ドガンッ！　右ストレートがレインの顔面に入る。

			「くッ……」

			　怯んだレインに、追撃のハイキック。

			　上半身を逸らしてかわす。かわした勢いを利用して、オーバーヘッドなキックを入れる。

			　魔竜の体が上に飛ぶ。

			　レインは素早く移動して、魔竜の背後に移動した。追撃の拳。

			　しかし魔竜もヒュンと消え、レインの背後に回ってる。反撃の拳。

			　レイン、紙一重で回避する。

			　魔竜と視線がパチリとあった。

			（キッ！）

			　にらんで自身の魔力をぶつける。小さな爆発。レリクスがよく使っていた技。

			「オラオラオラオラァ！」

			　拳のラッシュを叩き込む。

			「弱い！」

			　しかし魔竜は一発の拳で、ラッシュを破ってレインを殴った。

			　レインの体が隕石のように、空から地面へと落下していく。

			　ドゴオォンッ！

			　そのまま叩きつけられた。

			「今日一日で何回目だろうなぁ……。地面に叩きつけられるの」

			「不満があるなら、これで最後にしてやろう」

			　魔竜が右手を、空へと掲げた。

			　黒い槍が顕現される。

			「先も見たからわかると思うが……。

			　この槍は、地面に落ちれば半径二十キロは軽く吹き飛ぶ。

			　貴様が回避することはできない」

			　正論だった。

			　自分ひとりなら助かることは容易だが、近くにはミリリやミーユ、マリナやカレンなどもいる。

			　リリーナぐらいは助かるだろうが、リリーナ以外はみんな死ぬ。

			「迎撃するしかない……！」

			　両手に自身の魔力を溜める。使う力は封印の力。尊敬すべき勇者の力。

			　純白の閃光を、魔竜に向かって放つ！

			「カハー！」

			　魔竜も同時に槍を放った。

			　バチバチババチッッ！

			　魔竜の槍が、レインの閃光を裂きながら落ちてくる。

			「負けてたまるか……！」

			　レインは出力をあげようとするが、思うようにいかない。

			「少年！」

			「レイン！」

			「ご主人さま！」

			　リリーナが支援魔法を入れて、マリナやミリリがレインの隣でレインを助ける。

			「レイン……！」

			「マスター……」

			「ぜなあぁ……！」

			　ダメージで駆けつけることもできないミーユらも、送れる声援は送った。

			　レインが徐々に、魔竜の槍を送り返す。

			　が――。

			　

			「二本目だ」

			　

			　無慈悲なる魔竜は、二本目を顕現させた。

			「クッ……！」

			　流石に二本は耐え切れない。万事休すとしか言いようがない。

			　と――思われたその時だった。

			（お諦めですかぁ？　クトゥフフフ）

			「お前は…………ジェネラス？　ディアギルムに消し飛ばされたはずじゃ……」

			（ですからよくよくご覧ください。死んでいるでしょう？）

			　正論だった。

			　体は体長五〇センチほどに縮んでいるし、全体的に透けている。

			　そして何より足がない。幽霊の姿そのものだった。

			（元よりわたくし、自らの分身を遠くに置いておくこともできる存在ですからねぇ。

			　遠くの分身が無事であったら、こういう芸は可能です）

			「確かにウチを襲った時も、二ヵ所に分かれて色々してたな……」

			（わたくし妖魔でございますので。クトゥフフフ）

			　ジェネラスは、いつものように笑うと言った。

			（そして分身していた理由は、保身のほかにもうひとつ）

			　ニコリと笑ったジェネラスは、自身の指をパチッと鳴らした。

			　空間が円のように開き、向こう側の景色が見えた。

			「見えるっすかー?!　レイン様！」

			「レイン様だ……！」

			「レイン様」

			「うむ、レイン様だ」

			　そこにいたのは、聖教会の神官候補であるローリアと、護衛の聖騎士軍団。

			「お初にお目にかかります、レイン様。マリナ様も、ご健全であられるようで」

			　恭しく頭を下げるのは、ミーユの実家に所属していた『四神将』の名を持つ戦士と僧侶。

			「ボクもいますよ！　レイン様！」

			　ミーユの『代わり』としてミーユの実家で養われていた少年――ニールもレインを応援していた。

			　そのほかミーユの親友であるフェミルや、レインたちを遠巻きに見ているだけだった学園の生徒。レインに教えを請いていた教師たちもいた。レインが関わったことのある人物のほとんどが、そこに集結していた。

			「みんな……?!」

			　レインは落ちてくる槍の勢いに押されながらも、力が戻ってくるのを感じた。

			　負けられない。自分が負ければ、この人たちも死ぬ。

			　そう思ったら負けられない。

			（早速効果がでましたねぇ。

			　しかしわたくし、ただの精神論をあなたに持ってきたわけではございません）

			　ジェネラスの分身体は、レインの背中に手を当てる。

			（この姿のわたくしは、他者の魔力を借りなければ姿形を保てません。

			　一方で、他者から魔力を借りることに特化した状態――とも言えます。

			　そしてわたくしの分身体は、すべての意識と魔力を共有することが可能です）

			　ジェネラスは、みながいる先に視線をやった。

			　そこにはレインに背を当てているのと別の分身体もいる。

			（つまり……ですよ？）

			「ボクたちの！」

			「わたしたちの！」

			「ワシらの！」

			「「「魔力を受け取ってください！」」」

			　みなの魔力をジェネラスが受け取り、レインの背中に流し込む。

			「オオオオオオオッッ！」

			　かつてない力の湧きあがりを、レインは全身で感じ取った。

			　みんなから受け取ったすべての魔力を、渾身の力で放出する！

			　しかしその出力をもってなお、魔竜に憔悴が浮かぶことはなかった。

			「みなから希望と力を受け取って放つ究極の奥技とは……。

			　実に踏み潰し甲斐がある！

			　心を無下にされる絶望を、この我に見せるがよい！」

			　ドォンッ！

			　魔竜が追加の魔力を落とす！

			「ぐぐぐ……！」

			「カハハハハ！　無駄よ無駄！　無駄無駄無駄ァ！

			　雑魚がいくら束になろうと、忌まわしき七英雄一匹にも及ばん！

			　この我に勝ちたければ、地獄の底から英雄を舞い戻らせるのだナァ！」

			「クッ……！」

			　魔竜の煽りに、リリーナが歯噛みした。

			　リリーナも、七英雄のひとりではあった。

			　しかしネクロに敗北し、今は大幅に弱体化している。力を貸してもたかが知れてる。

			　その時だった。

			「キミの話をまとめるに――ボクら『英雄』と呼ばれた存在が、

			　地獄の底から舞い戻ればいいのかな？」

			「ネクロ?!　ディアギルムに消し飛ばされたはずじゃ?!」

			　ネクロは右手でレインを支えつつ言った。

			「ああ、そうさ。ギルムに消し飛ばされたボクは、一度死んだ。

			　その先では、ボクの大切な恋人――エリスが待ってた」

			　懐かしむような目をしつつ、ネクロは続けた。

			「だけど怒られてしまってね。まだボクは、借りを返せるほどに戦っていない。

			　だからきてはいけないって言われてしまったよ。

			　幻なのか本物なのか。わからないけどうれしかったなぁ……」

			「クッ……。バカな！　バカなバカなバカなァ！

			　そのような精神論で、脆弱な小バエが甦れるはずがない！」

			「ああ、そうだ。ボクはエリスに出会ったが、甦れた理由はそれじゃない」

			　ネクロは懐に手を入れた。

			　カラの小ビンを取りだし見せる。

			「この小ビンには、オマエの心臓で作ったクスリが入ってた。

			　ボクの恋人――エリスには、死後から時間が経ちすぎていて使えなかった。

			　だけど死んだ直後なら、効果はあったっていうわけさ」

			「ぬぐぐぐ……！」

			「よいクスリですねぇ。わたくしにも使っていただけませんか？」

			「悪いが無理だ。全部使い切ってしまった」

			「なるほど。使い切りました。

			　それでは諦めるしかございませんねぇ。クトゥフフフ」

			「おしゃべりはこのへんにして、全力で行こうか」

			　ネクロが出力をあげた。

			　魔竜が必死に歯を食い縛る。

			「ぬぐぐぐぐ…………カアァ――――――――――！」

			「クッ……。これは……手強い……！」

			「大丈夫ですよ……ネクロさん。オレが全力を出しますから！」

			「キミはもう、すでに全力であったろうに。

			　まぁレリクスと戦っているかのようで、悪い気分ではないがな」

			　七英雄ネクロの力が、レインの体に注がれる。

			　レインは渾身の魔力を込めて叫んだ。

			「絶望しろ！　魔竜！」

			「グオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！！！！！！」

			　真っ白な閃光が、魔竜の体を包み込んだ。

			　閃光が通りすぎた後には、なにひとつ残っていなかった。

		

	
		
			　

			魔竜、消滅……？

			　

			　レインの攻撃により、魔竜の姿は消し飛んだ。

			　レインは青い空を見つめて、ぽつりとつぶやく。

			「勝った……？」

			「恐らく……」

			　静寂の時が流れる。そしてその静寂が、予想を確信に繋げた。

			「「「ウオォォォォォォォォォォォォォォォォ！」」」

			　ジェネラスの力で戦いを見ていた、ローリア率いる聖騎士や、学園の生徒たちが歓喜する。

			　戦っていたミーユたちは、歓喜というより疲労でダレる。

			　しかしその顔は、安堵で満ち溢れていた。

			　勝った。

			　勝った。

			　勝ったのだ。

			　と――みなが思いかけた時だった。

			　

			　

			　突如現れた光線が、レインの胸を貫いた。

			　

			「少年！」

			「レイン！」

			　リリーナが咄嗟に治癒魔法をかけて、マリナがレインに寄り添う。

			　ネクロは魔力を絞りだす。自らの血を土に混ぜ、ブラッドソルジャーという戦士を作った。レインたちの盾にする。

			「今のは危なかったぞ……。

			　乗っ取った小娘が持っていた『デビルスライム』の力で分裂し、かろうじて回避できた……」

			　魔竜の体は、その下半身がスライムのようになっていた。

			　それもすぐ戻る。

			「リリーナさま！　ご主人さまは大丈夫ですにゃ?!　どうなっているですにゃ?!」

			「心臓に穴があいている！　復活させるには三分……いや、五分はかかる！」

			　五分。

			　それは短いようでいて、絶望的な時間。

			　レインを除けばもっとも強かったはずのティルトですら、三〇秒ともたなかった。

			　ネクロでも、一〇秒が限界だ。

			「わたくしの本体が生きていても、一分もつかどうかですから……。厳しいですねぇ」

			　それ以外の者であれば、コンマ一秒もつかも怪しい。

			「しかしもたせるしかない！

			　幸いにして、やつは先の攻撃でダメージを受けている！　それならば……」

			　叫ぶリリーナであるが、魔竜はさらなる絶望をもたらした。

			「カハハハハ！　勝利からの敗北！　すばらしい絶望だナァ！

			　殺されかけた痛みも恨みも、すべて吹き飛ぶ！」

			　誇張ではなかった。

			　黒い光が湧きあがると共に、体中の傷が癒えていく。

			「全快である！」

			　魔竜はブワッと飛びあがる。黒いオーラを、柱のように放出した。

			「アレは……。全快どころじゃ……」

			「むしろパワーアップしてますねぇ。クトゥフフフ」

			「元より魔竜は、すさまじい再生力を持っていたが……」

			「そういえばロプトさんは、『瀕死の重傷から回復すると、パワーアップする魔獣』を倒したことがありましたねぇ」

			　異様なる再生力と、瀕死からの再生でパワーアップする力。

			　最悪の組み合わせが、最悪の事態を生み出していた。

			　ただでさえ難しかった『五分』が、さらに遠のく。

			　今の魔竜が相手では、ティルトが復活したところで一〇秒と持たない。

			　絶望。

			　圧倒的な絶望。

			「それではメインディッシュと行こう。

			　忌まわしきレリクスの息子を完全に消し去れば、貴様らの絶望は最高の仕上がりになる」

			　凶悪な笑みを浮かべた魔竜は、右手を掲げる。

			　黒い槍が顕現された。

			　先刻レインにぶつけたよりも、倍近く大きい。

			「ハアァ―――――――――――――――――――――――――――――！」

			　黒い槍が放たれた。

			　すべてが終わる――と、思われたその時だった。

			「重力千倍！」

			　ひとりの男が槍の勢いを殺し、

			「フンッ！」

			　もうひとりが槍を裂いた。

			　ふたりの男の存在に、誰もが己が目を疑った。

			　存在を確認するかのように、リリーナがつぶやく。

			「レリクスに……ディアギルム？」

			　常識外れの魔法剣士を育てあげた、規格外れの英雄。

			　そんな規格外れの英雄を、一度は倒した魔族の王。

			「おのれぇ―――――――――――――――――――――――！」

			　魔竜が怒声を響かせた。

			　無数の魔力弾を放つ。

			　ミーユはミリリはもちろんのこと、ネクロやリリーナであろうと直撃すれば死は免れない高魔力。

			　レリクスは、それらすべてを切り裂いていく。

			「ふたりとも、死んだはずでは……？」

			　レリクスは、魔竜の魔法を切り裂きながら答える。

			「よくわからんが甦った」

			「よくわからんが?!」

			「よくわからんのだから、そう言うしかないじゃろう」

			　相変わらずのレリクスだった。

			　ただジェネラスは、察していた。

			「あなたでしょう？　ネクロ」

			「ああ、そうだ。友人(リリーナ)を手にかけた罪も清算していないボクが、蘇生の秘薬を自分に使っておしまいにするはずがない」

			「そういう理由であったのか」

			「心臓が貫かれていた以上、賭けでもあったけどね。ただ……」

			「偉大なる我であるか？」

			「蘇生の秘薬は、ボクとレリクスの分でなくなった」

			「ギルムであれば、甦らせたのはワシじゃ」

			「キミが?!」

			「ワシが死んでおったところに、やってきたからのぅ。

			　魔竜は強そうであるし、いたほうがよいと思って連れてきた」

			「連れてきたで連れてこられても困るというか、連れてこれるはずはないというか……」

			　呆れてしまうネクロだが、レリクスなので仕方ない。

			「それにディアギルムがいると、魔竜を倒したところで……」

			「我のことならば安堵しろ。

			　今の我は、余興で殺された我が民を偲ぶ憤(ふん)怒(ぬ)でこの世に留まっている。

			　やつを殺せばそれも消え、再び眠りにつくだろう」

			　話していると、魔竜の魔法弾がやんだ。

			「この手の魔法は楽じゃのぅ。切り裂けば消えてくれる」

			「それで切り裂けるのは、おかしいとは思うが……」

			　レリクスだから仕方ない。

			「小癪ナァ！」

			　魔竜が自身のツメを伸ばした。

			「ではゆくか、レリクスよ。

			　五分稼げと言われたが――――いっそ倒してしまうとしよう」

			「うむ！」

			　レリクスは、ドンと地を蹴り突っ込んだ。

			　剣を振りあげ、魔竜のツメに打ち当てる。

			　ガキィン！

			　甲高い音が鳴る。レリクスの剣が跳ね飛ばされるが、魔竜のツメもかちあげられた。

			　レリクスの剣は飛ばされるが、魔竜のツメは無傷。それはふたりの地力の差を如実に示していた。

			「重力ゼロ倍！」

			　ディアギルムが掌底を、魔竜の胸元に入れた。

			　重力をゼロ倍にされた魔竜は、容易く吹き飛ぶ。

			「ぬおおっ……！」

			　魔竜が羽を広げて宙に止まると、跳んできたレリクスの手刀。

			「効かんっ！」

			　魔竜は先刻獲得した武道の心得を利用して、レリクスの手刀をいなす。

			　同時に全身を、マグマのように熱くさせた。今の魔竜は、摂氏一二〇〇度のカタマリになっている。

			「これはロプトが使用していた、マグマビートルの発熱機構か……？」

			「少々癪だが、貴様たちに強さを見せつけ絶望を与えられるなら安いものよ！」

			「ワシがこの程度で絶望することはありえぬがな！」

			　獣のごとき獰猛な笑みに裂帛の咆哮。拳。蹴り。拳、拳、拳、拳、拳、拳。

			　熱でダメージを受けていくが、構わずに放ち続ける。

			「手緩いわぁ！」

			　魔竜の反撃。レリクスは腕をクロスさせて防いだものの、衝撃で押される。骨にもピシリとヒビが入った。

			　魔竜が追撃をかけようとする――が。

			　

			「重力千倍！」

			　

			「ぐぬうっ！」

			　落下こそしないものの、動きが大幅に乱れた。レリクスは距離を取る。

			　魔竜は空に手を挙げる。巨大な魔力球が作られた。半径十メートル級の巨大さだ。

			　その魔力球には、星を抉る力が込められている。

			「切れば魔法は通じんという話だったが、剣がない今はどうかな?!」

			「同じじゃよ！」

			　レリクスは、魔力球を手刀で裂いた。

			　星を抉る程度では、レリクスを倒すことはできない。

			「しかしダメージは受けているようだなぁ！　手のひらの皮が剥けているぞ！」

			「否定はせぬよ」

			　魔竜は自身の周辺に、直径三〇センチ級の魔力球を無数に浮かべた。

			「いつまで持つかナァ?!　カーハハハ！」

			　魔竜は無数の魔力球を、矢継ぎ早に放出してくる。

			「ハアアッ！」

			　レリクスは気合で魔力球を吹き飛ばし、残ったものも素手で弾く。

			「偉大なる我も手伝ってやろう」

			　ディアギルムも魔法弾で弾幕を張った。

			　いくつもの爆発が起きていく。

			　しかしふたりは、徐々にだが押されていく。

			「カッハッハ！　小癪なる貴様らも、生き返った直後では動きが鈍いなぁ！」

			　魔竜は右手を横に突き出す。巨大な剣が錬成された。

			　長さ一〇メートルほどの剣を、魔竜は構えた。

			「たたっ斬ってくれる！」

			「あの攻撃……。今のワシらではどうにもならんの」

			「その通りだな。貴様と組んで、時間稼ぎが手一杯だとは思わなかった」

			「まぁ、もっとも……」

			「充分だったようだがな」

			　ふたりは隙間をあけるかのように、左右に散った。

			　

			　その中央から、レインが飛び出してくる！

			　

			「フンッ――――ハアッ！」

			　魔竜の剣を素手で受け止め、気合いで弾いた。

			「時間稼ぎ――ありがとうございます」

			「礼を言う必要はない。偉大なる我は、我の民のためにやっただけだ」

			「ワシにも礼は必要ない。息子の危機に駆けつけるのは、親であれば当然じゃ」

			「――ありがとうございます！」

		

	
		
			　

			消滅の魔竜とマリナの想い。～世界でいちばん大切なこと～

			　

			「行くぞ魔竜！」

			「ヌウウッ……！」

			　魔竜はレインから距離を取りつつ、無数の魔力球を放っていく。

			　レインは意識を集中させる。

			　飛んでくる魔力球のことごとくが、スローモーションのように映った。

			　つい先刻の、レリクスの戦いっぷりを思い返し――。

			「テヤアッ！」

			　先刻のレリクスと同じように、魔力球を切り裂いていく。

			「バカなっ！　忌まわしきレリクスの技を、もう受け継いだというのかっ?!」

			「オレは父さんの息子だからなっ！」

			　レインは魔力の出力をあげた。魔竜に急接近する。

			「ヒイイッ……！」

			　魔竜は背を向けて逃げた。

			「逃がすか！　封印剣――空牙！」

			　レインは素早く剣を振る。封印の斬撃が宙を舞い、魔竜の背中の羽を裂いた。

			「グギャアアッ！」

			　魔竜は地面に落下していく。

			　レインは反撃を受けないように警戒しながら、地上へと降りた。剣を構える。

			「まっ、まっ、待てぇ！　待て待て待てぇ！

			　この少女を乗っ取った我だからわかることだが、この少女はただのさびしがり屋だ！

			　誰よりも孤独がさびしく仲間が恋しく、それをこじらせ悪の道に染まったに過ぎん！

			　我を切れば、そんな少女も死んでしまうぞ?!

			　殺すのか?!　根っからの悪人ではない、更生の余地がある少女を殺すのか?!」

			「オマエ……！」

			　レインの殺意がふくれあがった。

			　そんな少女の自我を殺してこの発言は、あまりにもムシがよすぎる。

			　それが事実だったとしても、世界で唯一、コイツだけは言っていいセリフではない。

			「無論このままでは、我を見逃そうと少女の意識は消えたままだ！

			　そこでひとつ勝負をしよう！

			　我はこの少女の支配をやめて、少女の体から出る！

			　霊体のみで逃げようとする我が逃げ切る前に、我を捉えて殺すことができれば貴様の勝利！

			　我が逃げ切れれば、我の勝利！

			　勝負を受けるか?!　受けないか?!　受けぬのであれば、貴様は助けることができたかもしれない命を、無残に踏み潰したことになる！　我はその後悔と葛藤を最後の晩餐として、至上の心地で消えるであろう！　カハハハハ！」

			　最悪の発想であった。

			　しかし同時に、急所でもあった。

			　そんな風に言われて即座に斬撃を放てるほど、ヒトもレインも残酷ではない。

			　さらにある種の油断もあった。

			『勝負を持ちかけてきた以上、こちらが返事をするまでは待つ』

			　そんな予想と油断もあった。

			　しかし魔竜は、その点においても巧みであった。

			　レインが迷う数秒の間に、ロプトの体の支配を解いた。地下を移動していく。

			　不意打ちは警戒しているレインも、足の下は気づかない。

			　不意打ちを警戒していればこそ、ロプトのほうを見てしまう。

			　そして魔竜は――。

			　

			　マリナの背後に現れた。

			　

			「カーハハハァ！」

			　マリナが振り向くより早く、マリナの耳の中に入る。

			「乗っ取ってやる！　乗っ取ってやるぞぉ！　この娘の精神を壊し、体を乗っ取ってやるぅ！

			　この娘であれば、貴様は絶対に手出しができぃんっ！」

			　叫ぶ魔竜。レインの怒りが頂点に達する。

			　そして当のマリナはと言うと――自身のこめかみをポンと叩いた。

			「じゃま。」

			　

			　魔竜はマリナの体からでた。

			　

			「は……？」

			「わたしの中に入っていいのは、世界の中でレインだけ。」

			「たったそれだけの信念で、我の支配を跳ね除けたのか……?!」

			「『たった』じゃないし、『それだけ』でもない。世界でいちばん大切なこと。」

			　マリナはこの場にいるメンバーの中で、一番メンタルが強い。

			　すべての基準がレインであるため、ゆらがないし迷わない。

			　魔竜を頭に入れる気持ちもスペースもない。

			　もしそんなスペースがあれば、レインのことを頭に入れる。

			　好き好き病は飾りじゃないのだ。

			「バカな……。バカなぁ……！」

			「なんて言っている場合か？」

			「ハッ！」

			　レインの声に魔竜が気がついた――が、遅い。

			「封印の檻――シールドプリズン！」

			　封印の輝きに、魔竜の本体は閉じ込められた。

			　同時にレインは、細いナイフも展開する。ディアギルム相手に使った、炎、雷、封印属性の短剣だ。

			　レインは剣を射出する。即死しないよう、一本一本射出する。

			「ギャアァ！　ギャアァ！　ギャアァ――――――――――！」

			「オレやマリナの分だけじゃない！　くだらない快楽のために傷つき殺された人の恨みと怒りも背負いながら――――千回後悔しながら死ねぇ！」

			「ギエェェェェェェェェェェェェェェェェェェ！！！！！」

			　一本一本ゆっくりと――。

			　しかし確実に刺され、魔竜は完全に滅した。

			　勝利。

			　正真正銘の勝利。

			「オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！！！」

			　レインを始め、みなの歓喜が響き渡った。

			　その雄叫びは周囲の人間にも『勝利』を確信させて、みながみな勝利に湧いた。

			　ディアギルムが、そんなレインたちを遠巻きに見ていた。

			　その体は、少しずつ透け始めている。

			「逝くようじゃのぅ。ギルム」

			「フッ。そうだな」

			「……後悔などはなさそうじゃな」

			「我の計画は、なにを言われても言い訳のできん失敗に終わってしまったからな。

			　そのような王が死して終わるのは、民のためにもよいことだ」

			「相変わらずじゃのぅ」

			「我は自分が中心になって戦おうとした。貴様は後に続く者に託した。

			　その繋がりの力が、魔竜をも破った。

			　来世では、兄が死んだ程度で未来を諦めることがなければ、ヒトの力もそれなりに認めた魔族として生まれたいものだ」

			「ヒトに生まれ変わりたいとは言わんあたりが、おヌシらしいのぅ」

			「フッ」

			　ディアギルムの体が光に包まれ、魂が天に昇って行った。

			　戦いは終わったのだ。
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			戦い終わればやっぱりイチャラブ！

			　

			　戦いが終われば、待っているのは戦後処理だ。

			　戦いをあとにして生き残った敵に、なんらかの話をする。

			　死を与えることがあれば、死より重い罰を与えることもある。

			　今回で言えば、ティルト、ロプト、ディアギルムについてきた魔族の残党が、沙汰を受ける対象になる。

			　が。

			（………。）

			　

			　ティルトはマリナがかばってた。

			　

			「だめ。」

			　ティルトを抱きしめ、離そうとしない。

			　感情移入し切っている。

			　雰囲気が似ていることも相まって、妹をかばうおねーちゃんのようになってる。

			　そんなティルトは困ったようにうつむいて、ロプトのほうをチラチラ見ていた。

			「気になるの？」

			「うん………。」

			　密のある交流はなかったが、いっしょに戦った仲だ。

			　気にならないと言えばウソになる。

			（てくてくてく。）

			「ん………。」

			（つれつれつれ。）

			　てくてくと移動したマリナは正座しているロプトに手を伸ばした。ティルトの元に、つれつれと連れてくる。

			　そしてふたりを背中にかばい、レインに言った。

			「だめ。」

			　発言しにくい空気ができた。

			　基本マリナは、レインの言うことしか聞かない。

			　功労から見ても、優先されるはレインの言葉だ。

			　しかしレインも、許すとは言いにくい。

			　個人的には、許してもいいと思っている。しかしそもそも、自分が『許す』と言って通るのだろうか？　などと考えてしまう。

			　リリーナが言った。

			「問題はないぞ、少年。

			　この手の話に関して言えば、わたしたちは自由だ。

			　キミがどんな選択をしようと、国はそれを支持することが決まっている」

			「なるほど………………確かに自然とそうなるな」

			「どうしてそうなるのですにゃ?!」

			「もしオレが、お店のパンを盗んだらどうなる？」

			「ご主人さまは、そのようなことはなさらないですにゃ！」

			「オレで想像できないなら、やりそうな人でもいいけど」

			「やりそうな人……ですにゃ？」

			　ミリリは一瞬、カレンを見つめた。

			「今の視線は、いったいどういうことだぜなー！」

			「ななななっ、なんでもなんでもないですにゃー！

			　カレンさまがパンを盗みそうだなんて、一瞬たりとも思っていないですにゃー！

			　とにかくとにかくパンを盗めば、王国の騎士さまが、どろぼうさんを逮捕ですにゃー！」

			「その泥棒が、王国の騎士よりも強かったら？」

			「逮捕は無理ですにゃ……」

			「そういうこと。法律や権力は、自分より強い相手には通用しない」

			「目にあまりすぎれば玉砕を覚悟して動く可能性もあるが、多少違和がある――という程度では動かん。それゆえに責任もあるとは思うが、今回のケースで言えば――」

			「オレの好きにしてもいい範囲ってことですか」

			「先の戦いを見る限り――ロプトの中に眠っていた魔竜は、時間の問題で蘇(よみがえ)っていた。

			　その魔竜を、キミが倒したのだ。

			　被害そのものは大きかったが、魔竜が復活したという事象を鑑(かんが)みれば、最小限と言えるほどに抑えたのだ。

			　前回の魔竜は初動の遅れも相まって、八〇〇万の人命が失われたからな」

			　普段はポンコツでありながら、たまに鋭いリリーナであった。

			　しかし三秒ほどの間をおいて、なにかに気がついて言う。

			「今のわたしは、鋭いことを言った気がするぞ?!　ほめてもよいぞ?!　ほめてもよいぞ！」

			　安定の『スキル・台無し』であった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「と……いうわけで、オレの家に住むようになったふたりだ」

			「わかりました！　よろしくお願いします！　ボクの名前はニールです！

			　レイン様に受けた『一生をかけなければ返せない大恩』を、一生をかけて返そうと思っています！」

			　ミーユの身代わりに使われていた少年――今はオレの家で執事をしている――が、恭しく頭をさげた。

			「………。」

			「…………」

			　あいさつを受けたのは、ティルトとロプトのふたりであった。

			　ふたりの身柄は、オレが預かることになった。

			　死んだ魔竜が、一時とはいえ甦った。似たようなことが、また起こらないとは限らない。

			　その時のために、戦力は必要だ。

			　しかしふたりを自由にして、反乱などを起こされては困る。

			　監視役は必要となる――が、ティルトやロプトを『監視』できる人間は、そう多くない。

			　オレか父さんぐらいのものだ。

			　だからオレが生かすと決めた以上、責任を取るのもオレなのである。

			　コレがすんなり通ったのは、ミーユの実家が攻めてきた時、ひとりの戦死者も出さなかったことも影響していた。

			　どうも世間ではあの戦いが、『究極の無血戦』として広まっているらしい。

			　七英雄レリクス＝カーティスの領地に、二〇万の軍勢が攻めてきた。

			　レリクス＝カーティスは息子とふたりで戦いを挑み、ひとりの死者も出さずに退散させた。

			　強さと人格の両方を表す逸話として、記録＆報告されてるらしい。

			　そういうオレや父さんだから、ティルトやロプトを保護して観察下におくことは、『むしろよろしくお願いします』という感じであった。

			「なんかもう……、ありがとう……。

			　ボクを助けてくれただけじゃなくって、こんなことまで……」

			「乗りかかった船だからな。気にするなよ」

			「うん……」

			「ああぁ……！　わかるなぁ……！　ボクすっごいわかるなぁ……！

			　ありがたい気持ちと申し訳ない気持ちがあって、なにも言えなくなるその感じぃ……！」

			　しおらしくなったロプトに、ミーユが共感を示していた。

			「もう本当に、すっごく、すっごくわかるなあぁ……！」

			　ロプトに背中から抱きついて、頬ずりまで始めた。

			　同じボクっ子であることからも、共感の度合いが高まってる感じだ。

			「安心していいからね？　レインはすごいドスケベだけど、サイコーにかっこよくってボクたちのこと大切にしてくれるから。

			　貞操以外は、完全に大丈夫だよ！」

			「貞操は危険なのっ?!」

			「そこはもう、諦めてもらうしかないかなぁ……」

			「貞操を諦めないといけない時点で、全然安心できないんだけど……」

			「ハッ！」

			　盲点だったらしい。ミーユはカチンと固まってしまった。

			「いや……。ほ、ほんと、大丈夫！　大丈夫だから！

			　レインが無理やり手を出そうとしても、ボクがゼッタイ止めるから！」

			「レインって、無理やり手をだすようなオトコなのっ?!」

			　墓穴であった。

			　ロプトになにも言えなくなったミーユは、ロプトを固く抱きしめてオレに言った。

			「ダメだよレイン！　無理やりやったら、ゼッタイにダメだよ?!

			　もしも性欲が抑え切れなくなったら、ボクがしてあげるからね?!

			　ボクのことなら、どんな時でも好きなようにしていいから！」

			　そう言われると、『ミーユの触感』を思い出す。

			　抱きしめた時の温かさとか、おっぱいのやわらかさとか、挿れた時の締まりとか。

			　そしてそれらを思い返すと――。

			「するしかないな」

			「えっ？」

			　オレはミーユの手を引いて、ミーユたちがいる部屋をでた。

			　寝室に連れ込みドアを閉める。

			　ベッドに行くのすら待ちきれず、ドアの前でミーユを背中から抱きしめる。

			「ちょっ、待っ！　本気かっ?!」

			「いいって言ったのミーユじゃん」

			「言ったけど、こんなにいきなりやってくるとか、フツーは想像しないだろ?!」

			「ロプトをかばうミーユの姿が、いじらしくってかわいくって……」

			　オレはミーユを、背中から抱きしめた。おっぱいを丁寧に揉みながら、股間のほうをやさしくさする。硬くなってきた股間を、お尻にグイグイ押しつける。

			「お前なぁ……。ああっ、はあっ、んんッ……！」

			　あくまでやさしくさわっていると、少しずつ濡れてきた。

			　オレは服を脱がす前――に、自分の首を引っかき、ツメが伸びていないことを確認した。

			　毎回やってる作業だが、大切なことである。

			　ツメは伸びていなかった。ミーユの下着をするするとおろし、ワレメに触れる。

			　触れるだけでなにもしない。ただ熱を伝える。

			「はあああ、ヒャッ♥　はッ♥　くウゥんッ……！♥♥」

			　それだけで、ミーユのワレメはぬるぬるになる。

			「んんっ、もうっ……。するなら、早くぅン……！」

			　ミーユは誘うかのように尻を動かす。

			　尻に押しつけていたオレの股間と、ほどよくこすれて気持ちいい。

			　いただきます。

			　立ちバックでさせてもらった。

			　ぐっちゅぐっちゅぐっちゅぐっちゅ、ずっぷずっぷ。

			　ミーユの股間も濡れ濡れで、締まり具合はキューキューだった。

			　熱い気持ちをそのままに出す。

			「熱いの、きたアァンっ……！

			　なんか……。すごっ、ひさしぶり……で。おま○こが、ハひィンッ……！

			　ひさしぶりのおちんちんで、ボクのおま○こ抉られイクッ、抉られイクうぅ！」

			　どぴゅるうっ！　どぴゅっ！　どぴゅっ！

			　ミーユはその場に、ふにゃふにゃへたりとへたれ込む。

			「ロプトには、する……なよ？

			　ボクになら、いくらしても構わない……けど」

			「いくらオレでも、そんないきなり手を出したりしないって」

			　この時のオレは、本気でそう思っていた。

			　しかしその晩。

			「ハアッ、あッ、あッ、ハあァンッ！」

			　オレはロプトに手を出していた。

			　いや、違う。

			　違うのだ。

			　ちゃんとした流れがあったのだ。

			　言い訳を聞いてくれ。

		

	
		
			　

			ハーレム＆ハーレム。

			　

			　ティルトやロプトに屋敷を案内した夜。

			　オレは自室に戻っていた。

			　色々あって疲れていたし、素直に寝るつもりであったが……。

			（こん、こん、こん。）

			　ドアからノックの音がした。かわいらしい雰囲気的に、マリナだと思う。

			「あいてるよ」

			　予想通りにマリナであった。

			　ちなみに夜は、オレから行くことは基本的にしない。というかしないようにした。

			　誰にでも、疲れている日や気が乗らない日はある。

			　しかしオレのほうから行くと、みんな気を使って受け入れてしまう。

			　特にミリリは拒否しない。

			　だから夜は、元気があって、したい気分の時だけくるように――と言ったのだ。

			　自分の性欲に問題があることは、一応自覚しているのである。

			　昼に勢い任せでやってしまうのは…………すいません。

			　オレはマリナを招き入れようとして気づく。

			「ティルト……？」

			　小さなティルトが、マリナの陰に隠れていた。

			「あなたのことを話したら、興味があるって言ってきた。」

			（こく。）

			　ティルトは小さくうなずいた。マリナの陰に隠れたままで――。

			（じぃ………。）

			　とオレを見てくる。

			　マリナをとても慕っているから、オレのことも気になっている感じだ。

			「見られながらするつもりなの……？」

			「わたしはそのつもり。」

			「…………」

			「気持ちよくって幸せで、レインのことをとても好き好きになる行為。

			　わたしはティルトに、そう言った。恥ずかしいことじゃない。」

			（らんらんらん。）

			　迷いなく言い切るマリナに、ティルトの瞳も輝いていた。

			　マリナにとってえっちなことは、あくまで愛の行為であるのだ。

			　その発想に、オレのほうも異論はない。

			「期待に答えるとしようか……！」

			「んっ………。」

			　オレが決意を固めると、マリナのほうからキスをしてきた。

			　オレはマリナを抱きしめる。おっぱいが、胸板に当たって気持ちいい。

			「あっ………。」

			　お尻を撫でれば漏れる吐息も、色っぽくていい。

			「はやく………。」

			　おねだりの声もかわいい。

			　ベッドに寝かせて衣服も脱がす。整った形をしている巨乳に、桜色の乳首。その両乳首は、興奮を示すかのようにそそり立ってる。

			「大丈夫だな」

			　やわらかなおっぱいを握りしめ、挟ませてもらう。

			　快楽で汗ばんだマリナの谷間は、ほどよく湿ってなまめかしい。

			　マリナ自身も手を使い、積極的に挟んでくれる。

			　ニュプ、ニュプ、ニュプンッ♥

			　形の変わるおっぱいは、それだけで興奮の対象だ。

			「はあッ、はッ、はあッッ……！」

			　マリナの顔も赤みが増してく。

			　ペニスの触感というよりも、オレのモノを挟んでいる実感によって昂奮している雰囲気だ。

			（とさ………。）

			　マリナの横で、小さなティルトが寝そべった。

			　服は着てない。

			「どきどきどき………。」

			　期待の眼差しでオレを見ている。

			　マリナとオレの行為を見て、されたいと思っているようだ。

			　それでも一応、確認を取る。

			「されたいの？」

			（こく。）

			「いいと思う。」

			　マリナからの許可もでた。

			「痛くなったり怖くなったりしたら言いなよ？」

			　やさしく声をかけてやり、おっぱいに触れた。

			「あっ………！」

			　ふにゅりとした触感。手のひらサイズのほどよい美乳。

			　激しくいじったりはしない。体温だけで刺激を伝える。

			「んっ………。」

			　包むようにやさしくさすり、乳首の先に指を当てる。

			　ぴと……。ぴと……。ぴと。

			　少し離して軽く当て、少し離して軽く当てるのをくり返す。

			「あッ………。はッ………。んッ………！」

			　痛くならないことを最優先にしているのだが、少しずつ感じてもらえてもいるようだ。

			　太ももを、もじもじとこすらせてもいる。

			　ワレメに右手を当ててみると、濡れていることがよくわかった。

			「これなら挿れられそうだね」

			　オレはティルトの秘部にあてがう。

			「痛かったらいいなよ？」

			　警告しつつ、ゆっくりと挿れた。

			　ヌリュッ……。ヌリュッ……。

			「んんっ………。くうっ………。」

			　奥に入っていくにつれ、ティルトの声がなまめかしくなる。

			　ずちゅんっ。

			　強い抵抗もないままに、最奥まで入った。

			「はあぁぁぁぁぁんっ………！」

			　包み込むような触感に、絡みついてくるような秘肉。

			　思わず腰を動かしたくなるが、ティルトが痛くならないようゆっくりと動かす。

			　ゆるやかに引いて、ぬっこりと押す。ゆるやかに引いて、ぬっこりと押す。

			「あっ、はっ、あっ………。おまたの奥のところ、気持ちいい………です。」

			「そうか」

			　オレはそこを攻めた。

			　にゅこ、にゅこ、にゅこ。

			　最小限の衝撃で、敏感なところだけを突いていく。

			「はっ、あっ、あっ、あっ。すごい………。くる………。すごいのがきて、きて、きて………。

			　おま○こ気持ちよくなって………。イクッ、イクッ、イク………！」

			　ティルトが高まってきたのを見計らい、オレは盛大に射精した。

			「クふうぅぅぅぅぅぅんっ………！」

			　絶頂を体感したらしいティルトは、オレに抱きついて身悶える。

			　小さなワレメも精液を逃さんとばかりに、オレのペニスをきゅうきゅうと締めつけてくる。

			「あとはこういう体位もあるよ」

			　オレはティルトに挿れたまま、おしっこをする犬のように足を開かす。

			「はあっ、あっ、ああっ。私の大好きな、おま○この奥に、レインさんのおちんちんの先っぽが、ぬっこぬっこと当たって……。当たってえぇ………！　すごい……。はあっ、はあっ、またっ、またっ、イキュうぅんッ………！」

			　そんな感じで体位を変えつつ、五回、六回とイカせてやった。

			　最後は仰向けになったティルトに、精液をぶっかける。

			（びくっ、びくっ、）

			　ティルトは虚ろと恍(こう)惚(こつ)の混ざった眼差しで痙攣した。

			「わかった………？」

			（………こく。）

			　うなずいたティルトに、マリナは言った。

			「おいしいごはんにおいしいと言う。綺麗な景色に感動する。

			　お風呂に入って気持ちいいと言う。えっちな時にはえっちする。

			　それで自分が元気な時に、大変な人がいたら手を貸してあげる。

			　生きるって、それでいいとわたしは思う。」

			「………。」

			　マリナの言葉は、ティルトに深く響いたようであった。

			　これはたぶん、オレや父さんが言っても意味はない。

			　些細な幸せを得ることも難しい環境で生きてきたマリナが言うから、ティルトにも通じる。

			　えっち大好きな享楽主義っぽいところもあるマリナだが、要するに『今を大切に生きたい』という子なのだ。

			　そしてそんな会話をしてると、気配に気づいた。

			　リリーナやミーユやミリリやカレンやリンらが、部屋の入り口から覗きをしていた。

			「どうしたの？」

			「色々な雑務が終わったわけであるし……」

			「『してもらいたいなぁ』って……」

			「ミリリもミリリも、ミーユさまと同じ雰囲気的な感じでした……にゃあ」

			「アタシも前にしてもらったのが、忘れられないんだぜなぁ……」

			「ミリリやリンはともかく、ミーユはいいのか？　ロプトはどうした？」

			「ロプトなら、今寝たところでもあってさ……。えへへ」

			　ミーユはちょっぴり、決まり悪げな笑顔を見せた。

			　子どもができて気を使ってる母親のような感じだ。

			　実際そういう気持ちなんだろう、とも思う。

			「まぁいい。順番にかわいがってやろう。

			　まずはリリーナとリンとカレン。ベッドで四つん這いになれ」

			「う、うむ」

			「はい……」

			「ぜなぁ……」

			　オレは三人を四つん這いにさせた。

			　エルフの衣服とセーラー服のスカートと、メイド服のスカートをたくしあげる。

			　かわいいパンツと、むっちりとした太ももが露わになった。

			※イラストになるとうれしいです。

			　三人の股間を、パンツ越しにさわった。

			「オレがいじるまでもなく濡れているな」

			「ハあッ……！」

			「んクッ……」

			「ぜなァんッ……！」

			　この三人を先にしたのは、明確な理由がある。

			　オレに抱かれているみんなの中で、三人は性欲が強い。

			　カレンは『おいしいごはんをくれるから』という理由で懐いているし、リンは『待遇のよいマスターであるから』という理由で忠誠を誓っている。

			　セックスについても、『単に気持ちがいいから』という理由が強い。

			　リリーナはふたりほどドライではないが、独身時代が長すぎたせいでこじらせている部分がある。

			　なのでオレも、そういう対応をする。

			　三人の性感帯を中心にいじり、ほどよいところで挿れる。

			「そこッ……。クンッ……。いいッ……！」

			「カッはァんッ……！　レインさまの、太いモノが中に……！」

			「やっぱりすごい触感だぜなあぁ……！　クセになるおちんちんだぜなあぁ……！」

			　交互にピストンをくり返し、適度なところで射精する。

			「クはアッ……！」

			「はぁ……♥　はぁ……♥」

			「ぜなあぁ……♥」

			　ミーユやミリリは対照的だ。オレへの愛情が濃い。

			「ほら、こっちこい」

			「うん……」

			「はにゃあぁ……」

			　なのでオレは、ふたりをやさしく抱きしめる。

			　抱きしめながら髪を撫で、耳元でささやく。

			「ミーユは今日もかわいいね」

			「んッ……」

			「ミリリもかわいい。とても素敵だよ」

			「はにゃあぁん……！」

			　そんな感じで、時間と愛情をたっぷりとかけて前戯する。

			　ふたりの場合は極端な話、セックスをしなくてもいい。

			　オレに可愛がられることを喜ぶ。

			　それなのでオレも、ふたりを可愛がることに集中する。

			「ぴと………。」

			　マリナもくっついてきた。

			　マリナは基本えっちな上に、オレに可愛がられることを喜ぶ子でもある。

			「んんっ………。」

			　頭を撫でてやると、寝ている猫の子のように瞳を細める。

			　かわいい。

			　三人まとめて可愛がり、最終的にはエロいこともする。

			　ロプトがそれを覗き見していた。

			「き、気持ちよさそう……だね」

			「ロプト?!」

			　ミーユがガバッと跳ね起きる。

			　見られてはいけないものを見られてしまったような空気がよく出ている。

			「どうして起きてきたの?!」

			「なんか目が覚めたら、ミーユがいなくなってたからさぁ……。

			　どこ行ったのかなーって。

			　そしたらなんか、気持ちよさそうにしてるし……」

			「うう、いや、ええっと、そのぉ……」

			　ミーユは胸の前で指を絡ませ、もじもじとした。オレとロプトを交互に見つめる。

			　ミーユはマリナなどと違い、行為を恥ずかしいものと考えているフシがある。

			　一方のマリナは、堂々としたものだ。

			「あなたもしてみる？」

			　ピザを食べていたら友達がきた。なのでピザを一切れわけた。

			　マリナにとっては、その程度の感覚である。

			「…………」

			　これにはロプトも言葉を失うが……。

			「ミーユもティルトも、気持ちよさそうだったしね……」

			　脱ぎ始めた。

			「ああああ……！」

			　ミーユが頭を抱えるが、ロプトの意思があるのだから仕方ない。

			「脱いだけど……どうすればいいのかな？　レインさん」

			「まずは目を閉じてくれ」

			「うん」

			　ロプトは素直に目を閉じた。

			　オレはほっぺや首筋に、チュッ……。チュッとキスをする。

			「うひゃっ、ひゃあっ！」

			「イヤだったか？」

			「イヤっていうか……。くすぐったい？」

			「そうか」

			　イヤでないならいいだろう。

			　しかし急いで行為を続け、トラウマなどになられても困る。

			　そんなことになったら、ミーユに言い訳できない。

			　やさしく抱きしめたまま、うなじや背中をやわらかく撫でる。

			「うひゃあ……。これっ、あんッ、イイ……かも…………」

			　オレの指が動くたび、ロプトの体がぴくぴく動く。

			　お尻についてるコウモリの尻尾も、ピィンと立ってぴくぴく動く。

			（これは性感帯だろうか？）

			　試しに握ってペロッと舐めた。

			「ふひゃあぁんっ！」

			　甲高い嬌声がでた。

			　お約束と言えばお約束だが、すばらしい反応でもある。

			　はむっと咥えてチロチロ舐める。

			「ふひいぃん……。だめえぇ……。尻尾チロチロされちゃうと、おまたが変な感じになっちゃうぅ…………！」

			「ほぅ」

			　さわってみると濡れていた。指もぐちゅりと入ってく。

			「ここはね、おまたじゃなくって、おま○こって言うんだよ？」

			「おま……んこ？」

			「そうだ。おま○こだ」

			　ロプトの反応をしっかり見つつ、指を動かす。

			「くきィっ！」

			　反応があったところを、ぐちゅぐちゅと攻める。

			「らめえぇ、らめえぇ！　なんかくりゅっ、なんかくぎゅうぅぅぅぅぅぅ！」

			　ロプトは背筋を弓なりに反らし、豪快にイッた。

			「はぁー♥　はぁー♥　はぁー♥」

			　仰向けに倒れ、絶え絶えな息を吐く。

			「ミーユは、こんなすごいことしてたんだね……♥」

			「本番はこれからだけどな」

			「えっ?!」

			　ロプトの両膝を掴み、足をグイッと開かせた。

			「待って待って待って！　ソレをボクのおまたに挿れるのっ?!

			　どう考えても入らなくない?!」

			「痛かったら言えばいい。すぐに抜くから」

			「うん……」

			　前戯と指でイカせたおかげか、ロプトは素直にうなずいた。

			　ずちゅっ……。

			「んっ……」

			　ぬちゅっ……。

			「くっ……」

			　にちゅっ……。

			「はああぁ……！」

			「最後まで入ったろ？」

			「うっ、うんっ」

			「動くぞ」

			「くひいぃんっ！」

			　オレは腰を動かしていく。愛液の音がねちゃねちゃと響き、ロプトは断続的な声をあげる。

			「ハアッ、あッ、あッ、ハあァンッ！　ハあァアァンッッ！」

			　純粋な人間ではないせいだろう。ロプトの中は、独特な触感があった。体温を持ったスライムのようにねっちょりとしている。オレが腰を動かすたびに、ずっちょずっちょと体液が散る。

			　ずぴゅるんっ！

			　あっという間に射精した。

			「はあッ、はあッ、はあぁんッ……！　熱いのでてりゅ、熱いのでてりゅうぅ……！

			　熱いのが、ボクの中に溶けていきゅううぅ……！」

			　このあとは、抜かないままで六発コースだ。ティルトにしたのと同じように、体位を変えつつヤッていく。

			「はひいぃん……♥♥♥」

			　恍(こう)惚(こつ)となった幼い姿にぶっかけるまでも、ティルトと同様である。

			　以上である。

			　ロプトにも手をだしてはしまったが、向こうからきた結果なのだ……！

		

	
		
			　

			幕間１　王への報告書。

			　

			　戦いが終わり一息ついて、報告書を書くことになった。

			　あったことや褒美の要望などを国王に報告し、判断を待つわけだ。

			「どうやって書けばいいんだろうか？　この報告書って。

			　大概のことはオレの自由になるとは聞いたけど、不要な波風は立てたくないし」

			「そういうことならわたしが得意だ。書いてやろう」

			「いや、いいよ。教えてくれれば自分で書く。そうじゃなきゃ覚えられないし」

			「わたしは、いつまでも覚えられないダメな少年の面倒を見る――というシチュエーションにも憧れるのだが」

			　今日もリリーナは残念だった。
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			「まぁ、よい。キミが言うなら教えてやろう。

			　最初に被害は、正確に申告する」

			「今回の場合だと……。魔族の人がたくさんと、大きな街がひとつ？」

			「ここを間違えると、それ以外の報告も真偽が疑われるからな。正確に書け。

			　正確な数字がわからない場合は、『正確な数字はわからない』と明記しろ」

			「うん」

			「次に書くのは、『どうしてそれが起きたのか』、『誰がそれをやったのか』だ。

			　ここはウソをついてもよい」

			「ええっ?!」

			「実際に起きた被害と違い、確認する術がないからな。ウソをついたところでバレん。

			　ディアギルムが我らの領土に侵攻を始めた結果、魔竜が復活してしまったのか。

			　魔竜が魔族を支配して進行をしてきたのか、キミが好きに決めてよい」

			　そういうことか。

			　だがこれは、考えるまでもない。

			「かつて討伐された魔竜は、しかし完全に滅んではいなかった。

			　その復活を察知した魔族王ディアギルムは、配下を率いて魔竜復活の地に向かう。

			　激しい戦いの後に七英雄ロプトが意識を乗っ取られる事態にも陥ったが、英雄王レリクス、魔族王ディアギルム、ふたりを補佐した英雄の息子レインによって、完全に滅ぼされる」

			「これでよいのか？」

			「戦ってる時、ディアギルムに言ったんだよね。

			『ヒトと魔族が共存できない？　お前は諦めただけだ！』って。

			　だったらオレは、責任を持たないと」

			「それで真実を隠すわけか」

			「共存を諦めたディアギルムは批判したけど、誰かのウソには文句言ってないし」

			「ヘリクツなのは間違いない――が。

			　嫌いではない」

			　オレはそのような報告書を書いた。

			　これにより、魔族の民の王でしかなかったディアギルムは、すべての人の英雄として語り継がれることになる。

			　最後には協力してくれたことに対する、オレなりの礼だ。

		

	
		
			　

			幕間２　ＹＵＴＯ ～やっぱりウチの父さんおかしい(ＹＡＰＰＡＲＩＵＴＩＮＯＴＯＵＳＡＮＯＫＡＳＩＩ)～

			　

			　小さいころから父さんと修業を積んでいた荒野。

			　オレはひさしぶりに、父さんと訓練をしていた。

			「フウゥンッ！」

			　父さんは強かった。

			　拳を振り回した風圧だけでオレは吹き飛ぶ。

			　宙で体勢を立て直すにも――。

			（もう目の前にっ！）

			「ファイアーランス！」

			　オレは右手に炎を発し、その勢いで回避する。

			　父さんの拳が、オレが先刻いた場所に振り下ろされた。

			　ゴウンッ！

			　寸止めのような形ではあったものの、地面がド派手に抉られていく。

			（ダブルッ！）

			　オレは雷の分身をだした。

			「喝ッ！」

			　しかしながらすぐに消された。

			　封印効果を持った魔法球を、周囲に浮かべる。

			「聖封・散弾――」

			「喝ッッ！」

			　それも消された。

			「ちぃと小細工に頼りすぎではないか？　我が息子よ」

			　父さんは、とてもうれしそうに言う。

			　小細工なのは認めるが、気合いひとつで消せるのはおかしい。

			　あの魔竜ですら、気合いだけでは消せなかったのに！

			　仕方ない。

			　オレは小細工をやめて、拳と蹴りで相対した。

			　ズガガガガ。互いにラッシュを打ち合っていき――。

			　

			　負けた。

			　

			「参りました……」

			「うむ」

			「っていうか……。どうしてそんなに元気なんですか……？」

			「ワシにも原理はよくわからんが……。

			　死地から蘇(よみがえ)ったことで、隠されていた力が覚醒したようじゃ」

			　まだ隠されてたんですか。

			「やはり人間、自分で自分の限界を決めてはいかんのぅ。

			　おヌシというすばらしい息子ができたことで、人生に満足しているところがあった。

			　おヌシはワシの人生にとって最高の授かり者じゃが、それとこれとは話が別じゃ」

			　父さんは、ますます元気になっていた。

			　まがりなりにも一度死んだら、弱くなるものじゃないの？

			　それがどうして、パワーアップしているの？

			　やっぱりウチの父さんおかしい。

			　英語でＹＵＴＯだ。

		

	
		
			　

			幕間３　ジェネラスとネクロ。

			　

			　ミーユの実家――グリフィンベール家の敷地。

			　金髪碧眼の美青年が地に伏して倒れていた。

			　グリフィンベール家が備える四神将のひとり――ルークスである。

			　ルークスは立ちあがり、剣を構えて叫ぶ。

			「お願いします！　もう一本！」

			「よいでしょう。クトゥフフフ」

			　ジェネラスが剣を構える。

			　キィンッ、キィンッ、キイィンッ！

			　互いの剣がハーモニーを奏で、赤い火花を散らしていく。

			「よい剣筋ですねぇ。クトゥフフフ」

			　ルークスから距離を取ったジェネラスが、自身の指をパチッと鳴らした。

			（っ！）

			　ルークスは目を見開く。

			「ハアッ！」

			　達人でなければ察知できない魔力の糸が、時速八十キロで迫っているのが見えた。

			　回避する。

			　ボゥンッ！

			　小さな爆発が起きた。

			「成長しましたねぇ。それではこれは、いかがでしょうか？」

			　ジェネラスは、自身の赤い帽子を押さえた。

			　ふたりに増える。

			「分裂するのは卑怯ですよ?!」

			「卑怯者と対峙した時の訓練であると思ってください」

			「クッ……！」

			　ルークスは戦うが、二対一では分が悪い。あっという間に負けてしまった。

			「それでは今日は、このぐらいにしておきましょうか」

			「はい……。師匠！」

			「…………」

			「どうしました？」

			「わたくしのような妖魔を師と呼ぶあなたが、奇妙に見えただけですよ」

			「生まれはどうあれ、あなたは稽古をつけてくださる。師匠でなければなんなのです？」

			「…………」

			　ジェネラスは、なにも言わずに帽子で顔を隠す。

			　ストレートな好意に慣れていないジェネラスにとって、単純な好意は照れ臭い。

			「終わったか？　シェイド」

			　ジェネラスは振り返った。自分をシェイドと、名で呼んだネクロにうなずく。

			「ええ、終わりました。あなたのほうも、聖女さんたちの訓練は終了ですか？」

			「ああ、終わった。だから模擬戦を頼もうと思ってな」

			「よいでしょう。

			　今のわたくしは、あなたから受け取った魔力で顕現している身。

			　その分の働きはいたしますよ。クトゥフフフ」

			　ふたりは人気のない荒野に移動した。

			「それではゆくぞ……。ブラッドソルジャー！」

			　ネクロは自身の血液を地面にまいた。血と土の融合体であるソルジャーが顕現される。

			「わたくしには通用しませんよ？」

			　パチンッ。ジェネラスは指を鳴らす。

			　無数のブラッドソルジャーは、一瞬で爆発四散した。

			「終わってはいないぞ！」

			　ネクロはババッと印を組む。

			　四散したソルジャーの破片は、小さなソルジャーに変化した。

			「ゆけっ！　ブラッド・アーミー！」

			　五センチから六十センチほどの集団が、ジェネラスに襲いかかる！

			「このような『数』が意味をなすのは、『弱者』が相手の時だけであると思いますが？」

			　ジェネラスは身を翻(ひるがえ)して宙を舞い、両手を広げた。

			　ドガガガガアァンッ！

			　広い範囲で爆発が起き、小さなアーミーが粉々になった。

			「キミならば、そのぐらいはできると思っていた。

			　――ミクロブラスト！」

			　ネクロが両手で印を組む。

			　粉々になったアーミーが、煙のような動きでジェネラスに向かう！

			「これは――！」

			「ボクの新しい技さ！　ひと粒でも吸い込めば、体の中から破壊される！」

			「これまた物騒な技を……。わたくしでなければ死んでいますよ？」

			　ジェネラスは『ダブル』で分裂し、炎で焼き払いにかかる。

			　が――。

			「これはまさか――。煙になっても、貴方の意思で動かせて?!」

			　右のジェネラスは回避するが、左のジェネラスは逃げ切れなかった。

			　ネクロの煙が足首にかかり、呪いのように動きを止める。

			　そして残った黒い煙が、ジェネラスの口の中に入った。

			　死を司る腐食の力で、ジェネラスの分身を腐敗させてく。

			「ネクロマンサーらしいと言いますか……エゲつない新技ですねぇ」

			　ジェネラスは『ダブル』を連続で使用して、四体に分裂した。

			　さらに四体でナイフを構え、ひとり十六本のナイフを投げる。

			「むっ！」

			　ネクロは左手で煙を操作しつつ、右腕でナイフを受けた。

			　ドスドスドス。

			　腕はもちろん体にも、無数のナイフが刺さっていく。

			「クッ……！」

			　ネクロマンサーの体なので死にはしないが魔力は乱れる。

			　ジェネラスの分身の一体が、ワープのような速さで動く。

			　ネクロの首に、剣を当てた。

			「チェックメイト――ですねぇ」

			「……そのようだな」

			　ネクロは煙の魔力を解いた。

			「しかし危うかったですねぇ。技の錬度が高ければ、わたくしやられておりました」

			「ボクの錬度が高ければ、キミはもっと本気を出したんじゃないか？」

			「あるいはそうかもしれませんねぇ。クトゥフフフ」

			　ジェネラスは剣を納めた。

			「ところでどうして、戦いの訓練などを始めたのです？

			　わたくしの記憶では、あなたという人間は強さに対するこだわりなどありませんでしたが」

			「そうだねぇ。確かにボクには、強さへの拘りは『なかった』。

			　でも『できた』のさ」

			「ほぅ」

			「ボクが魔竜討伐に参加したのは、エリスを蘇(よみがえ)らせるためだった。

			　だけど魔竜の心臓で作ったクスリで蘇(よみがえ)らせるには、時間が経ちすぎていた。

			　それでもクスリは、無駄にはならなかった。

			　レリクスという、大切な友達を守るのに使えた。

			　世の中は、そういうものなんだなぁ……って思った。

			　夢や目標が叶わなくても、努力が無駄になるとは限らない。

			　ひとつの夢が叶わなくっても、違うナニカを守るのに、努力は使えるかもしれない。

			　そう考えたら、磨ける力は磨いておくべきだと思ってね」

			　ネクロは静かに空を見上げる。

			　空は青く澄み渡っていた。

		

	
		
			　

			幕明け　新たなる旅立ち。

			　

			「それではまたの。我が息子レインよ」

			「はい」

			　王への報告を終えたオレは、屋敷を出ようとしていた。

			「ぴと………。」

			　マリナが背中にくっついてきた。

			　オレを見る。

			（じぃ………。）

			　オレは父さんに言った。

			「今度お会いする時は、孫を連れてこようと思います」

			「ぽっ………。」

			　マリナはほっぺを、桜色に染めた。

			「ご主人さまー！　馬車がやってきましたにゃあぁ！」

			「そっか」

			　オレは馬車のほうを見る。

			「孫は見れればうれしいが……。できずとも遊びにきてよいからな？　我が息子レインよ」

			「はい！」

			　オレたちは馬車に乗り込んだ。

			　ゴトゴトと動き出す。

			「しかしこの年で領主とは……。すさまじいな、少年」

			「領主と言っても、経営手腕を買われた感じではありませんからねぇ」

			　魔竜たちを倒したオレは、国王に報告書を出した。

			　それによって、ディアギルムは英雄のまま死んだ。

			　となれば必然、ディアギルムが統治していた魔族領をどうするか――となる。

			　英雄の民となれば、無下にあつかうわけにもいかない。

			　しかし生半可な人材では、魔族たちを抑え切れない。

			　強靭な力を持っていて、なおかつ信頼できる人格の持ち主。

			　国の判断では、オレか父さんぐらいしかいなかった。

			　どのくらい信頼されているのかは色々な手続きの際、王都に行ってわかった。

			　流石は偉大なる英雄・レリクス＝カーティスの息子。

			　流石は偉大なる英雄・レリクス＝カーティスの息子。

			　流石は偉大なる英雄・レリクス＝カーティスの息子。

			　これを二桁は言われまくった。

			　父さんが尊敬されていなければ、こういうセリフは言われない。

			　父さんが尊敬されているとわかって、とてもうれしかった。

			　なにはともあれ。

			「ご主人さま、すごいですにゃあぁ……！」

			「わたくしのマスター――ミーユさまの見る目は間違っていらっしゃりませんでしたね」

			「出世街道なんだぜなー！」

			　みんなからの評価はこうなっている。

			「魔族領ってどんな感じなんだ？　ロプト」

			「基本的には……怒りっぽい人が多いかなぁ」

			「えっ」

			「ギルは『ヒトと魔族は相容れない』って言ったけど、ボクもギルに考え近いよ。

			　ギルは冷静な魔族だったけど、わりと例外。

			　魔水晶のヒトを支配する力は、レインさんが思ってるより強い。

			　それでいて、魔水晶を持っているヒト――つまり魔族は、魔水晶の力があるから普通のヒトより物凄く強いわけで」

			　ロプトの真顔の解説に、浮かれていたミリリたちが青ざめた。

			　ただ反応は、三者三様であった。

			「ミミミ、ミリリはミリリは、地獄の底でもご主人さまがいらっしゃるなら天国ですにゃあ！

			　むしろむしろご主人さまが、ミリリに天国をくださっておりますにゃあぁ！」

			　盲目的なまでにオレを信じてくれるミリリ。

			「レインさま、マリナさま、ロプトさまやティルトのそばを離れないよう、注意いたします。

			　もちろんミーユさまも、レインさまたちのおそばにいてください」

			　冷静に状況を判断し、ベストの選択を取るリン。

			「ぜなぜなぜなぜな…………」

			　ただ真っ青になって震えるカレン。

			　実に三者三様である。
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			（つん、つん。）

			「どうした？　ティルト」

			（………。）

			「ティルトは魔族領のこと、自分にも聞いてほしいと思ってる。」

			（こくっ。）

			「それはいいけど……。ちゃんと話せるのか？」

			（………………。）

			　無言であった。

			「うまく話せない。それでも聞かれないのはさびしいと言ってる。」

			（こくっ！）

			「そうかそうか」

			　オレはティルトの頭を撫でた。

			（んー………。）

			　ティルトはまるで、子猫のように目を細める。

			　かわいい。

			　マリナが自分で言ってた通り、マリナに似ている。

			　オレにとってマリナとは、世界最大最高の美少女である。よってマリナに似ているティルトも、世界最大最高の美少女に次ぐ美少女である。

			　そんなこんなで旅は続いた。

			　草原を越えて街を抜け、野宿をしたり、宿屋に泊まったりしてすごす。

			「あっ♥　あっ♥　あっ♥　あっ♥」

			　馬車の中ではすることがないのでマリナとセックスをしたし、

			「んはっ♥　あっ♥　はあぁんっっ♥」

			　夜には宿でマリナとセックスをした。

			　体位は色々しているが、やはり正常位が多い。

			　オレがマリナの膣を突くたびにおっぱいが、たぷんたぷんと揺れまくる。

			　股間の湿り具合も含め、オレとするたびエロい体になっている気がする。

			　乳首を摘まんで中にだす。

			「はぁぁあああああんっ！　♥♥♥!!　♥！！！！！」

			　最高だ。

			　ミリリが魔法で作った車に乗ってもいいのだが、のんびりとした旅もいい。

			　そんな感じで長いこと馬車にゆられ、荒野を抜けて森を抜け、魔族領についた。

			　馬車を降りる。

			「街並みは普通だな」

			　平均的な石造りの建物が並び、たくさんの人がいる。

			「でもでもそのへんにいる人が、怖い的雰囲気なんだぜなぁ……。

			　ツノが生えていたりキバが尖っていたり、悪魔の尻尾が生えていたりするんだぜなぁ……」

			　カレンが震えた。体はもちろん、頭の羽もビクビクと震える。

			　ただの見た目以上のレベル差もあって、強い者には弱いカレンが震えるのも道理であった。

			「あとはみなさん、元気がない気がするですにゃあ……」

			「わたくしの村が飢饉で苦しい目にあった時の人々と、同じ顔をしておりますね」

			　頬が痩せこけている者、目がギラついている者、することもなく道に横たわっている子どもなどがいた。

			　その時だった。

			　街にいた人たちが、オレたちを見た。

			（無印……？）

			（ああ、無印だ）

			（だけど横にいるのは、ロプトにティルトではないか？）

			（なんで無印といっしょに……？）

			　無印ってなんだろう。オレはティルトに聞くことにした。

			　ついさっき、うまく話せないけど聞いてほしいって言ってたからな。

			「無印ってなんだ？」

			（ぴくっ！）

			（きょろ………。きょろ………。）

			（きょど………。きょど………。）

			（………………。）

			　やっぱりうまく話せなかった。

			　なのにマリナは理解した。

			「無印は、体に魔水晶がない人のこと。この人たちにとって魔水晶は、そういう存在。

			　あるのが普通で、ないのが異常。」

			（こくこくこくっ！）

			　完璧な説明だったらしい。ティルトは三回うなずいた。

			　しかしどうして、マリナはここまで完璧にわかるんだろう。

			「わたしと似てるから。」

			　マリナはティルトの頭を撫でた。

			　理由になっていない気もするが、本人が言うなら仕方ない。

			「っていうか今、オレ『どうしてわかるんだろう？』とか口に出してなくない？」

			「あなたのことだからわかる。」

			　即答であった。

			「考えてること、してほしいこと、わたしのことがどれだけ好きか、大体わかる。」

			　マジか。

			「あなたがわたしを、いっぱい好きでいてくれていることも………わかる。

			　だからわたしも、あなたのことが毎日毎日どんどんドンドン好き好きになっていく。

			　もうこれ以上好きになるなんてあり得ないと思ってるのに、すぐにもっと好きになる。

			　好き好き病が………止まらない。」

			　マリナの顔が赤くなっていく。

			　かわいい。

			　とてもかわいい。

			　オレもマリナを好き好き病にかかっているので、とても素敵で最高であると思う。

			「な、なぁレイン。マリナと好き好きなのはいいと思うけど、今の空気はそんなこと感じてる場合じゃ……」

			　ミーユの言う通りだった。

			　街の人たちはみな、警戒心をオレたちに向けている。

			　対応をひとつ間違えば、敵対心に変わるであろう。

			「この地方の政治体系って、どんなものだったっけ？」

			「基本はギルが王だけど、大きなグループもよっつぐらいあるよー。

			　そこにもそれぞれリーダーがいたけど、みんなギルに従ってた感じー」

			「じゃあまずは、この街のトップに会いに行くか」

			　オレはゆっくり、歩みを進めた。

			　髪の長い、性格のキツそうな女が声をかけてくる。

			　中々胸の大きい女だ。

			「待てよ、無印」

			「なんの用だ？」

			「無印がここを通るにはなぁ、出さなきゃいけねぇモンがある」

			「コレか？」

			　オレはアイテムボックスの機能を使い、干し肉をだした。

			「なっ……?!」

			「要は腹が減ってるんだろう？」

			「感謝なんかしねぇからな！」

			　女は肉を受け取ると、悪態をつきつつ去って行った。

			（見たか……？）

			（見た……）

			（アイツらを襲えば、食い物が……？）

			　魔族らは、亡者の目をしてオレたちを見た。

			「なにやってるんだぜなぁー！

			　こういう相手は、一度気を許すとどこまでもつけあがるんだぜなあぁー！

			　少なくともアタシは、一度許されたら永久にたかるぜなあぁー！」

			「つまり自己紹介ですか」

			　リンがクールに突っ込んだ。

			「でもいいんだよ、これで」

			　オレはアイテムボックスの機能を使い、また新しい干し肉をだした。

			（（（おおおっ……！）））

			　魔族たちが色めき立つ。

			「三列に並べ。背が低い順からだ。背が同じくらいの場合は、オレの女神であるマリナに尋ねろ。マリナが前と言ったほうが前だ。ルールを守ればやる肉も、ルールを守らんやつにはやらん」

			　この対応は、実のところ予想していた。

			　ディアギルムの目的は、『人口が増えすぎたのでヒトの土地を植民地にする』だった。

			　そして人口が増えてなにが問題になるかと言えば、一番は食料だ。

			　アイテムボックスの魔法で、詰められるだけの食料は詰めてきている。

			「待てえぃ！」

			　体長三メートルの大男が前にでてきた。

			「背の低いやつが先だぁ?!　どんな理由で、そういう話をしてやがるんでぇ！」

			　見るからにゴツイ体をしていて、ひたいには魔族の象徴である魔水晶がある。

			「基本は子どもが優先だ。でも年齢は、詐称するのが簡単だ。身長だったらそうはならん。

			　年を取ってる小さな大人が入ることもあるからベストだとは言わないが、ベターではあるだろう」

			「ベスト……？　ベター……？」

			「ベストって言うのは――」

			「わけわかんねぇこと言ってるんじゃねえぇ！」

			　男は殴りかかってきた！

			　しかし魔竜やディアギルムに比べれば、取るに足らない雑魚である。

			　オレはパンチを軽くいなして、男を後ろに放り投げた。

			「グオオオオオッ！」

			（ドルベスを、いともあっさり……）

			　魔族たちの中では、そこそこ強い評価だったらしい。様子を見ていた人たちがざわつく。

			「あの……レイン様」

			「どうした？　リン」

			「差し出がましいようですが、彼らとの共存は、やはり難しいのでは……」

			「そんなことはないだろう」

			　オレはリンから視線を移す。

			　視線の先には、ちゃんと並んでいる魔族たち。

			「共存と言っても、すべてのヒトと魔族が共存する必要はない。

			　共存できるヒトと魔族が、できる範囲で共存していけばいいんだ。

			　そうすれば、この広くない土地に縛られる必要はない。

			　この世界ではモンスターが強すぎるせいで、開拓できない土地も多いしな。

			　共存できるヒトと魔族が増えてくれれば、そういう土地も開拓できる」

			「なるほど……。流石はレイン様です」

			「まぁこれも、色んなヒトや魔族を見てきたからだけど」

			　具体的に言えば、ミーユの実父のダンソンと、魔族の王のディアギルムである。

			　あのふたりを比較すれば、誰だってディアギルムを選ぶ。

			　ダンソンが酷すぎるだけと言えばその通り。

			　しかしその酷すぎる人間が、王に次ぐ『三公』という地位についていたのだ。

			　魔族に肩入れしたくなっても仕方ない。

			　オレは並んでいる魔族たちに、持ってきたパンと肉を配った。

			　すると奥から声がした。

			「これはどういう騒ぎなのだ？」

			　この地区のリーダーである、モーガン・グライシスであった。

		

	
		
			　

			魔族領。～四侯爵のモーガン～

			　

			　会議室めいた、立派な空間。

			「吾輩がこのビラット地方を統治する、モーガン＝グライシスである。

			　こたびはなんの用があってここにきたのか」

			　緑の肌を持ったスキンヘッドの魔族がそう名乗った。

			　オレの左右には、マリナとリリーナが控えている。

			　オレたちが三人なので、モーガンサイドも三人いる。

			　ティルトとロプトは、ミリリやミーユらといっしょに隣の部屋だ。仮になにかあったとしても、あのふたりがいれば大丈夫である。

			「オレはレイン＝カーティスだ。王の命令で、この地方を統治することになった」

			「証拠などはあるのであるか？」

			　オレは書状をテーブルに乗せた。

			「これはこれは……。なるほどである――が」

			　しかしながらモーガンは、書状をビリビリと引き裂いた。

			「証拠などはあるのであるか？

			　たかが『無印』が、この土地を統治できるなどという幻想を許可された証拠が」

			「ここにある」

			　オレは書状をテーブルに乗せた。

			「っ……?!」

			「その手は予想していたからな。ニセモノぐらいは用意するさ」

			　相手がこちらを舐めてくるなら、舐められないようにしないといけない。

			「何枚であろうと変わらん」

			　モーガンは、オレがだした書状をにらんだ。

			　ボゥンッ！

			　緑の炎で書状が燃えた。

			「ここは偉大なる魔族王・ディアギルムが治めていた土地である。

			　無印に統治されるいわれはない」

			「そのディアギルムからも、この地方のことは任されていたんだけどなぁ」

			「口先ではなんとでも言える」

			　もっともであった。

			「さらに言うなら――この吾輩が信用しようとも、吾輩の部下が信用するとは限らん。

			　吾輩の民が信用するとも限らん。そういうことだ。ヒトの者よ」

			「なるほど――」

			　このモーガンという男、粗暴に見えて理性的だ。

			　自身の魔族としてのプライドというより、部下や民のことを考えた上でオレを排除しようとしている。

			　やはりヒトと魔族でも、対話できる相手とはできる。

			「ちなみにアンタは、どういう相手なら信用する？」

			「簡単なことよ」

			　モーガンは、上半身の衣服を脱いだ。

			「フウゥンッ……！」

			　右腕の筋肉が、異様なほどに盛りあがる。

			「我らが王と呼ぶに相応しいパワー！　それを見せつけることである！」

			　モーガンが、右腕をテーブルに置いた。腕相撲の体勢だ。

			「このモーガン＝グライシスがもっとも得意とするのは、力の勝負！

			　これに勝利できないようでは、ディアギルム様の跡は任せられぬ！」

			「ん、わかった」

			　オレは右手をすうっと乗せた。

			　モーガンの手を握る。

			「力を見せたほうがいいって言うなら、本気をだすぜ？」

			「その心意気やよし。

			　では行くである。レディー――――ゴッ？！？！？！」

			　ドゴォンッ！！！

			　瞬殺だった。

			　モーガンがゴウと言いかけた瞬間に、モーガンの右腕はテーブルに叩きつけられてテーブルは爆散し、その勢いでモーガンも倒れた。

			「おおおおっ……！」

			　倒れたモーガンの右腕は、完全にへし折れていた。

			「「モーガン様っ！」」

			　横にいたモーガンの部下ふたりが、モーガンに駆け寄った。

			「いや……よい。

			　勝負を挑んだのは吾輩である」

			　モーガンは立ちあがった。

			「レイン＝カーティスよ。すばらしきパワーであった。

			　このモーガン＝グライシス、四侯爵のひとりとして力を貸すことを誓うである」

			「ありがとう」

			　モーガンの右腕が折れているので、オレは左手で握手した。

			「それにしてもすさまじい力……。ヒトであるとは思えぬであるな」

			　リリーナが言った。

			「ここにいる少年は、レリクスの息子だ」

			「つまりヒトではなかったか……」

			　それがどうして、『ヒトではない』に繋がるのだろうか。

			　謎である――と言いたいとこだが、父さんの過去の行動を思い返してしまうと……。

			　否定できなかった。

			「一応補足しておくが、レリクス＝カーティスは人間であるぞ？

			　理屈はわからんが強い。もう本当に、理屈はわからんが強いのだ」

			　さすがであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　モーガンの城に泊めてもらい、マリナたちとイチャついた次の日の朝。

			　朝食を済ませたテーブルで、モーガンが言った。

			「レイン殿。これを見てほしいのである」

			「これは……？」

			「トーナメント表である」

			　確かにトーナメント表だった。

			　一番左にオレの名がある。

			　しかしおかしい点があった。

			「ご主人さまの戦いが、多すぎると思うです……にゃあ」

			「これだとレインが、イチ、ニィ、サン、ヨン…………たくさん戦うことになるぜなあぁ！」

			「十六連戦ですね。

			　しかも右側にいるモーガン様たち四侯爵は、いきなり準決勝や決勝から戦えますね」

			「その通り。誰が見てもレイン殿に不利すぎるトーナメントである」

			「でもだからこそ、意味があるっていうことか」

			「その通りなのである！」

			　このトーナメントでオレが優勝すれば、どんなバカでもオレを認める。

			「すばらしい案じゃないか。早速手配と準備をしてくれ」

			「お褒めに与り光栄である！」

			　こうしてモーガン主導のもと、トーナメントが始まった。

			　新しい王を決めるとあって、腕自慢たちが集まった。

			　賭けもおこなわれているらしく、盛りあがりは凄まじい。

			「あそこにいるのがレイン＝カーティス」

			「ディアギルムを破ったと聞くが……。いかがなものか」

			「ディアギルムは強き王ではあったが、魔族にしては情が濃すぎるところがあったからのぅ。

			　不純物は弱さに繋がる」

			　特にそれっぽいオーラを放っている三人が、オレを値踏みしたりもしていた。

			　いよいよ大会が始まって――。

			　オレは優勝した。

		

	
		
			　

			レイン＝カーティス、王になる。

			　

			　前回のあらすじ。

			　トーナメントが始まったと思ったら優勝していた。

			　

			「なんという強さ……」

			「無印だとは、到底思えん……」

			「我が魔道が、まるで通用しないとは……」

			　モーガン以外の四侯爵も、地べたに倒れ伏していた。

			　三人とも弱くはなかったのだが、今のオレでは相手が悪い。

			　みんなそろって、パンチ一発で吹っ飛んだ。

			　万人からは、歓声があがっている。

			「「「レ・イ・ン！」」」

			「「「レ・イ・ン！」」」

			「「「レ・イ・ン！」」」

			　びっくりするほど拍子抜けだが、それほどディアギルムが強かった――ということだろう。

			　オレはみなからの歓迎を受け、この地方の王となった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　力で王となったオレは、しかし力は使わなかった。

			　まず第一に、みんなの理性度を調査した。

			「魔水晶のせいで暴走しやすいのは――と」

			　一ヶ月近い時間をかけて調べ、一定の法則を見つける。

			「女よりは男のほうが暴走しやすく、男でも体が大きいと暴走しやすい。

			　ただし魔力が高い場合は、その限りではない……か」

			「あとはやっぱり、子どものほうが暴走しやすいみたいだな」

			「そうだね、ミーユの言う通りだ。

			　とりあえず『暴走しにくいみんな』のうち、五人ぐらいは出張に行ってもらおう。

			　父さんやミーユの実家――リチャードさんに頼めば援助はもらえるけど、頼ってばかりなのも問題だからな」

			「この土地離れても大丈夫かな……？　その人たち」

			「だから五人ぐらい。問題なければ数を増やす。出張先も、ミーユの実家にすればいい」

			「確かに今なら、ネクロさんたちがいるもんね……」

			「そういうことだ」

			「とっ……ところでさぁ、『子どものほうが暴走しやすい』って気がついたボクは、偉いと思うから……さ」

			　ミーユは頬を赤らめて、自分のほっぺを指差した。

			「甘えるのがうまくなってきたな」

			　オレはほっぺにキスをする。

			「えへへぇー」

			　かわいい。

			「あとは………。ラチュエルさんのところが暴走しにくい………感じ。」

			「四侯爵のラチュエルか。確か北方の……海沿いの土地だったな」

			「うん。」

			　マリナは先ほどのミーユと同じく、自身のほっぺを指差した。

			　オレはチュッとキスをした。

			「マリナは変わらず甘えん坊だな」

			「うん………♥」

			「レインさんレインさん！　北っていうと、ギルムもここの出身だったはずだよ！」

			　ロプトが身を乗り出すように言った。

			　明らかにナニカを期待している。

			　オレはロプトにもキスをした。

			「少年！　わたしは特になにもしていないが、キミにキスをしてほしい！」

			　リリーナが堂々と言ってきたので、やっぱり普通にキスをした。

			「そそそっ、それはなんだかズルいですにゃあー！」

			（こくっ！　こくっ！）

			　ミリリとティルトが抗議したので、ふたりにもキスをしてやった。

			「それじゃあ北に行ってみるか」

			　そんな感じで北に行き、海があったので泳いだりした。

			　夜は岩場でセックスもした。

			　岩に手を当てお尻を向けてきたマリナを、バックから突く。

			「何度ヤッても、マリナのおま○こは気持ちいいねぇ」

			「んはっ、はっ、はあっ……！」

			　マリナはマリナで、気持ちよさそうであった。

			「はにゃっ、はにゃっ、はにゃあぁんっ……！」

			　続いて仰向けになったオレに、ミリリたちが順番にまたがって果てていく。

			　月に照らされるみんなの裸体は、とても綺麗でエロかった。

			　そして騎乗位となると、カレンやリンのたゆんたゆんにゆれるおっぱいが、とても眼福であった。

			　そんなことをしながらも、調査は進む。

			　朝や昼には会議室めいたところで、グループにわかれて会議をした。

			「この地方では、暴走する魔族が少ない。それはどうしてだと思う？」

			「わからないです……にゃあ」

			「カレンはどう思う？」

			「海で泳いでるからだと思うぜな！

			　泳ぐのは楽しいから、イライラしにくくなると思うんだぜな！」

			「そうなのですにゃ?!」

			「アタシはそうだと思うぜな！」

			　オレはカレンの意見をメモる。

			「別に正しい必要はないんだぞ？　ミリリ。

			　オレはあくまで、『どうしてだと思うのか』って聞いてるだけだ。正解である必要はない。

			　それでも考えるのが難しいなら、『モーガンの地方にはなくて、ここにはあるもの』を言ってくれるだけでもいい」

			「そういうことなら、ありますにゃあ！

			　ここは魚がいっぱいあって、みんなおいしかったですにゃあ！

			　おいしい魚は、ご主人さまの次にミリリを幸せにしてくれましたですにゃあ！」

			「確かに魚は、美味でございましたね……」

			　ミリリが元気にそう言うと、リンもほっぺたを染めた。

			　ふたりそろって猫っ子なので、魚は好きなようである。

			　こうやって『北の特徴』をまとめたオレたちは、ひとつひとつ検証していく。

			　北で取れた魚を西や東に送りつけ、南にいた『暴走しやすい魔族』を北へ呼び、毎日海で泳いでもらう。

			「こんなことをして、いったいなにがわかるんだぜなー？」

			「魚が暴走を抑えてくれるなら、西や東の『暴走しやすい魔族』の暴走が納まる。

			　魚じゃなくって海が理由なら、ここのみんなの暴走が納まる」

			「ご主人さまは、すごい頭脳の持ち主なんだぜな……！」

			　カレンはやたら感動していた。

			「しかしどれも違うとなれば、この手間も無駄になってしまうわけか……」

			「それは気にすることないよ、リリーナ。どれも違ったら、『理由は魚じゃないことがわかった』、『海じゃないことがわかった』ってなる」

			「なるほど……。その発想は盲点だ」

			　そんな感じで調べたが、西も東も変化はなかった。

			「暴走を抑えてくれるのは、魚ではない……か」

			「はにゃあぁん……」

			「逆に考えましょう、ミリリ。魚は暴走を抑えません。

			　ですので魚は、真に魚を愛するものだけが食べるものになるのです」

			「なるほどですにゃ……！」

			　ふたりは平和でオレは和んだ。

			「魚は効果がないようであるが……。

			　海で泳がせていたグループは…………よくわからん結果だな。

			　半分は暴走しにくくなったが、もう半分はむしろ悪化しているぞ、少年」

			「そうみたいだねぇ」

			　データを見たオレは、『暴走が納まったグループ』から五人。『悪化したグループから五人』と選んだ。

			　グラマーなサキュバス系おねーさんや、青肌褐色の悪魔美人。

			　両腕が翼のハービーっ子や、下半身がヘビのラミアっ子などが集まる。

			「…………オイ」

			　ミーユがジト目でオレをにらんだ。

		

	
		
			[image: 295.jpg]
		

	
		
			「どうしてそろって、女の子ばっっっかりなんだ？　それもかわいい」

			「男を選んで、ミーユたちが襲われたらイヤだから」

			「ボクたちが襲われる？　いったいなにをするつもりなんだ？」

			「みんなでいっしょに暮らすんだよ」

			「ハアアッ?!」

			「暴走が納まったグループと悪化したグループで暮らして違いを見れば、なにかわかるかもしれないだろ」

			「確かに……そうだな」

			　というわけでいっしょに暮らした。

			　その結果として――。

			「北方の海岸沿いに生えている草が怪しいな」

			　まさに草といった――春菊のような独特の香りがする草があるのだが、それの好き嫌いでグループもわかれていた。

			　コレが当たった。

			　暴走しやすいグループに一日一回この草を食べさせると、暴走しにくくなった。

			「だけど魔族全体に行き渡らせるとなると、この草の栽培が必要になるな……」

			　栽培についての計画を立てる。

			　草以外の対策もした。

			　魔力が高いと魔水晶の暴走を抑える力も強くなる。

			　だから魔力があがるよう、みんなに魔力を高めるコツを教える。

			　これは魔法学園でゲスト講師をやっていたこともあるリリーナに任せた。

			「これほどの数の少年を視姦……いや、指導してもよいというのか……?!

			　なんという役得……いや、役割。重要な役割……！」

			　オレはいきなり不安になった。

			　でも大丈夫……だろう、たぶん。きっと。

			　そうやって毎日が忙しくすぎていく中、マリナが言った。

			「………レイン。」

			「どうした？　マリナ」

			　

			「………できたかも。」

		

	
		
			　

			最終話　繋がる命。

			　

			「………できたかも。」

			「それはいわゆる、ベイビー的な……？」

			「こないといけないものが………こない。」

			「そっかぁ……」

			　オレは反応に困った。無言でミーユを見てしまう。

			　同じことは、ミーユにも言われたことがある。

			　しかしミーユのはカンチガイだった。

			「ボボボッ、ボクとは状況が違うだろ?!

			　ボクのは避妊魔法の重ねがけが原因だったんだから！」

			　理屈は確かにその通りなんだが……。

			「でもとりあえず、安静にはしよう！　ちょっと待ってて！」

			　オレは部屋を飛び出した。寝室へ向かう。

			「よいしょ！」

			　マリナが寝る用のベッドを持ちあげ、オレが仕事をしていた書斎に戻る。

			「さぁ、休んで！」

			　ミーユが冷静につぶやいた。

			「ベッドを持ってくるのはおかしいだろ……」

			　言われてみるとその通りなのだが、言われるまでは気づかなかった。

			　地味に激しく動揺している。

			「気持ちは………うれしい。」

			　マリナはベッドにぽふんと座った。

			（………。）

			　なにも言わずにオレを見つめる。

			「なにかない？　食べたいものとか、してほしいこととか」

			　マリナはオレを見つめたままで、ぽつりと言った。

			「そば………いてほしい。」

			「ソバの炒め物干し?!　そんな食べ物あったっけ?!」

			「どういう聞き間違いしてんだよ！　どう聞いたって、『そばにいてほしい』だろうが！」

			「確かに、そのほうが自然だな！」

			「オマエ動揺しすぎじゃないか?!」

			「そりゃあするだろ！　マリナがオレの子どもを産むんだぞ?!

			　落ち着いていられるはずがない！」

			「そこまで開き直られると、ボクも反論しづらいな……」

			　オレはマリナの隣に座った。

			　マリナのおなかに手を当てる。

			「動きとかは…………この段階ではやっぱりないか」

			「あんまり期待されると………。うれしいけど………こまる。」

			「確かにコレで、ボクのパターンくり返すとな……」

			「そっか……。じゃあ仕事するね」

			「うん。」

			　オレは机に向かって作業を始めた。

			　それからは、マリナを気遣う毎日だった。

			「大丈夫？　具合悪くない？」

			「うん。」

			「酸っぱいもの食べたくなったりとかは？」

			「してない。」

			「袋は用意してるからね？　吐きたくなったらここに出してね？」

			「うん。」

			「それ以外にも、なにかあったらオレに言ってね？　なんでもするから」

			「なにかなら………ひとつある。」

			「なに？」

			「好き。」

			「えっ？」

			「すごく心配してくれて………うれしい。

			　またあなたのこと、大好きになった。」

			「そう言われると……照れるね」

			「フフフ。」

			　マリナは温かな微笑みを見せた。

			「マリナさまのご懐妊、おめでたいですにゃあ……」

			「誰が一番に産むべきかと言えば、マリナさまであるでしょうしね」

			「赤んぼうが無事に生まれたらするであろうパーティ、楽しみだぜなぁ……！」

			　みんなもそれぞれ、マリナの妊娠を祝福していた。

			　ひとりズレているカレンもいるが、カレンなので仕方ない。

			　これでカンチガイだと、恥ずかしいところであったが――。

			　そんなことはなかった。

			　三ヶ月経ったあたりから、おなかが小さくふくらんでいる。

			「なんていうか、こう……。

			　ちゃんと『できてる』って感じだねぇ……！」

			「………うん。」

			　マリナのおなかに触れてみる。動いたりとか、そういうことはまったくない。

			　それでもマリナのぬくもりは感じる。

			　今度こそ――本当に今度こそ、命の誕生を近くに感じる。

			「でもどんな子が生まれるんだろうねぇ、楽しみだなぁ……。ボク」

			「ご主人さまのお子さまですから、素敵な方には違いないです……にゃあ」

			「男の子であるとよいな……男の子であるとよい。うるわしき少年であると……」

			　少し危険なリリーナもいたが、みんな歓迎してくれている。

			（………？）

			　わかっていないティルトには、マリナが細かく説明していた。

			「子どもができるの。わたしとレインの、大切な子ども。」

			「どんな子………？」

			「素敵な子。」

			「素敵………？」

			「レインがお父さんだから、男の子でも女の子でもかっこよくてかわいくて強くって、誰かのために戦える素敵な子になる。間違いない。」

			「すごい………！」

			　ティルトの瞳が、きらきらと輝いた。

			　かわいい。

			「ボクもほしくなっちゃうなぁ……。赤ちゃん」

			「マリナさまが落ち着くまでは待ちましょう、ロプトさま」

			「それはもちろんだよっ！　でも落ち着いたら、よろしくねっ☆」

			　ロプトはオレにウインクした。

			　さらに年月が流れ、マリナのおなかは順調にふくらんでいく。

			　もう誰が見てもそうとわかるほどの状態になっていく。

			　医者が言うには、『あと一ヶ月もすれば』とのことだ。

			　実際おなかをさわってみると、とこん、とこんと動いていることがある。

			　しかしそれと反比例して、マリナの元気がなくなっていく。

			　オレはマリナを、後ろから抱きしめて尋ねる。

			「最近元気ないね、どうしたの？　やっぱり不安」

			「うん………。」

			　マリナはオレにもたれかかって、消え入りそうな声でつぶやく。

			「わたし………。ちゃんとした赤ちゃんを産めると思う………？」

			　オレは答えた。

			「どうだろうねぇ」

			「………?!」

			　マリナの瞳に涙がにじむ。この程度でこんな顔をしてしまうあたり、本当に不安がっていることがわかる。

			　こんなマリナにウソはつけない。

			「マリナがちゃんとした子を産めるかどうかは、正直言ってわからないよ。

			　オレが元いた世界の親は、最悪に近かったし。

			　こっちの世界の父さんと血が繋がっていないことを、生まれて初めて後悔して不安に思ってるぐらいだ。この産まれてくる子どもに、父さんの血は入っていないからね」

			「………。」

			「でもオレは、それでいいと思ってる。

			　ちゃんとなんて、していなくてもいい。

			　オレやマリナが期待するような、立派な子どもにならなくてもいい。

			　マリナがこうやって、オレとの子どもを大切に想ってくれている。それだけでオレは、充分すぎるほど幸せなんだ」

			「レイン………。」

			　安心してくれたらしい。マリナの心臓の音が、おだやかなものに変わっていく。

			　その時だった。

			「んっ――！」

			「どうした?!」

			「おなか………。いたい………。」

			「っ?!」

			「いたい………。いたい………。いたい………。」

			「人呼んでくる！」

			　オレはすぐさま、城にいる医者を呼んだ。

			　予め用意していた、分泌室にマリナを運ぶ。

			　複数の医師と助産師に、回復魔法の使い手であるリリーナが立ち会う。

			　みんなが慌ただしく動く中、オレはどうするべきなのか考えた。

			　邪魔になるから出て行ったほうがいいのか。

			　そばにいてやるべきなのか。

			　が――。

			「そばにいて………。」

			　マリナがオレの服の裾をつかんで、そんな風に言ってきた。

			「わかった！」

			　オレはマリナの手を握る。

			　ハーッ、ハーッ、ハーッ、カヒュッ………。カヒュッ………。

			　マリナの息が、今までにないほどに荒れる。

			　整った顔立ちも、かつてないほどに乱れる。

			　なにもしてやれないオレは、手を握り締めたまま叫ぶ。

			「がんばれ！」

			　それしか言えない。

			「がんばれ！　マリナ、がんばれ！」

			　魔物を倒すことができても魔竜を倒すことができても、大切な人の大切な時に、大切な人を励ましてやることしかできない。

			「がんばれ！　がんばれ！　がんばれ！」

			　声を送っては声を送り、ただひたすらに声を送る。

			　この世に生まれてもっとも激しく長い時が過ぎ――――。

			　

			　生まれた。

			　

			　しかし命の気配がない。瞳は閉じられたまま、産声ひとつあげていない。

			　待って。

			　まさか。

			　まさか――?!

			　オレが思ったその時だ。

			「ぎゃぁ……。ぉぎゃあ……。おぎゃあぁ」

			　数瞬遅れて、温かな産声。

			「元気な男の子ですよ」

			「よかったあぁ…………」

			　体の力が勝手に抜けて、その場にへなへなと崩れ落ちた。

			　涙が自然とこぼれてしまった。

			「ありがとう、マリナ。

			　がんばってくれて、本当にありがとう」

			「うん………。」

			「抱いてみますか？」

			「はい……！」

			　オレは子どもを抱かせてもらった。

			　軽い。

			　とても軽い。

			　あまりにも軽すぎて、儚(はかな)さを感じる。落としそうで怖い。

			　オレはすぐさま、マリナに渡した。

			「気をつけて抱いてね」

			「うん。」

			　マリナはオレの子どもを抱いた。

			　オレとマリナの子を抱いた。

			「かわいい………。」

			「そうだね……！」

			　オレは規格外れの英雄である父さんに育てられ、常識外れの魔法剣士になった。

			　英雄である父さんから様々なものを学び受け継ぎ、それなりの人間になることができた。

			　今度はオレが、父さんから受け継いだものをこの子に伝える。

			　それは父さんだけじゃない。

			　今まで出会い、関わってきた人たちみんなとの交流で得た、大切なものを伝えていく。

			　命と世界を、伝え繋いで進むんだ。

			　どこまでも――どこまでも！

			　

			　規格外れの英雄に育てられた、常識外れの魔法剣士。

			　

			――ｆｉｎ――

		

	
		
			ｋｔ60（ケーティーロクジュウ）

			最近は本が売れたおかげで、それなりにいい暮らしをしております。今日も一袋20円近くする高級モヤシを食べました!!（二〇一八年十一月現在）

			　

			イラストレーション

			ｃｃｃｐｏ（スリーシーピーオー）

			京都府出身、奈良県在住。主な仕事はソーシャルゲームイラストやゲーム原画など。趣味は釣りとサッカー観戦ですが、釣り場が遠いので最近は雑誌を眺めるだけの日々です。（二〇一八年十一月現在）

		

	
		
			規(き)格(かく)外(はず)れの英(えい)雄(ゆう)に育(そだ)てられた、常(じよう)識(しき)外(はず)れの魔(ま)法(ほう)剣(けん)士(し)⑤

			発行日：２０１８年11月３日

			著　者：ｋ(ケー)ｔ(テイー)60

			発行人：稲垣潔

			発行所：株式会社双葉社

			〒１６２‐８５４０

			東京都新宿区東五軒町３番28号

			http://www.futabasha.co.jp/　（双葉社の書籍・コミック・ムックが買えます）

			(C)kt60 2017

			　

			本電子書籍は株式会社双葉社刊『規格外れの英雄に育てられた、常識外れの魔法剣士⑤』（２０１８年11月３日　第１刷発行）に基づいて制作されました。

			　

			本書の無断複製・転載は著作権法上での例外を除き禁じられています。
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